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宮

崎
縣
史

蹟
調
査
報

告

（第

〓
一
渉
）

例

言

一
ｏ
大
正
四
年
三
月

『宮
崎
縣
西
都
原
古
墳
調
査
報
」置

第

一
対
を
、
大
正
六
年
二
月
、
共
の
第

二
対
を
即
行
す
ｏ
新
く
西
都
原
古
墳
の
文
字
を
用
ひ
た
る
は
、
調
査
の
地
域
の
西
都
原
に
限

ら
緯
も
調
査
の
封
象
の
古
墳
に
限
ら
れ
た
る
に
由
る
。
爾
し
て
今
回
吹
め
て

『宮
崎
縣
史
蹟

調
査
報
と屋

ご
題
せ
る
は
、
典
の
地
域
及
び
錦
家
の
稽
々
渡
張
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
也
。

調
査
は
其
の
時
ご
所
ざ
人
ご
を
異
に
せ
る
が
篤
、
報
告
の
形
式
同
じ
か
ら
ず
。
典
の
意
見
も

・悉
く
は

一
致
す
る
も
の
に
非
ず
。
遥
は
報
告
ご
し
て
は
止
む
を
得
ざ
る
の
事
に
届
す
。
英
の

排
列
は
、
調
査
の
後
先
に
徒
り
て
順
次
し
た
り
。

報
告
は
、
大
手
後
、
多
少
の
日
子
を
経
た
れ
ば
、
此
の
穀
告
に
於
て
の
主
張
は
、
必
ず
し
も

報
告
者
の
現
在
の
主
張
ご
等
し
か
ち
ざ
る
も
の
あ
ら
造
も
、
科
學
は
巌

、々
の
勢
を
以
て
進
む

昨
の
是
は
今
の
非
な
る
も
の
多
し
。
裳
に
上
む
を
得
ざ
る
也
。
雨
し
て
も
今

一
々
之
が
補
訂

を
講
ふ
の
暇
な
き
を
以
て
も
裁
告
受
理
の
年
月
を
附
載
し
、
業
の
主
張
の
時
を
示
し
ぬ
。

0 0



日

向

古

墳

調

査

穀

負

大

正

三

年

五

月
）

東
京
帝
図
大
學

理
科
大
學
講
師

西
都

原

史
蹟
研
究
所

出
張
概

毅

（大

正

〓
一
年

入

月
）

．
　

　

　

　

京
都
帝
國
大
學
支
科
大
學
教
授

理

學

博

士

西

都

原

古

墳

調

査

報

費

大

正

四

年

七

月
）

東
京
帝
図
大
學
文
科
大

學
講
師

東
京
帝
國
大
學

理
科
大
學
講
師

西

都

原

古

墳

調

査

報

負

大

正

三

年

一
月
）

京
都
帝
國
大
學
支

科
大
學
教
授

支

學

博

士

京
都
帝
國
大
學
文
科
大
學
助
教
授

鳥

居

龍

威

氏

小

川

琢

治

氏

今 内
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西
虎

次
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層
選
血

日

向

古

墳

調

査
′

報

告

『鳥

居

龍

威
』

（
一　）

〔大

正

三

年

五

月

報

告
〕

族

行

９

概

要

全

）

▲
高
千
穂
を
中
心
と
し
て
（
一
）

Ａ
無
数
の
横
穴
の
存
在
■

）

▲
北
韓
浦
洲
ビ
同
種
に
属
す
る
も
の
こ

）

▲
延
岡
を
中

心
と
し
て
全

）

原
始
的
山
城
の
遺
跡
全

）

▲
美
々
津
高
鍋
を
経
て
宮
崎
に
全

）

▲
有
名
か
る
齋
殿
原
全
ご
　
▲
余
良

朝
時
代
に
於
け
る
日
向
の
中
心
地
０
こ
　
▲
都
満
前
蔵
、
郡
農
赫
蔵
全
こ

第

一
。
有
史
以
前
の
遺
跡
遺
物
全
ご

▲
土
著
の
先
住
民
全
ご
　
▲
海
津
見
の

一
族
の
割
擦
字
α
　
△
土
蜘
蛛
の

一
族
（
四
）

▲
石
斧
、
石
鏃
（四
）
▲

日
向
獨
特

の
も
の
に
非
今
し
て
容
四
）

△
彼
等
は
未
だ
農
業
を
知
ら
す
（五
）

▲
営
時
の
海
岸
若
ぐ
ば
河
岸
（
五
）

▲
漁
拶
．狩
機
（五
）

▲
石
錘
頗
る
多
ぐ
（
五
）

▲
全
國
中
他
に
類
例
を
見
ぎ
る
所
（五
）

Ａ
商
方
村
の
貝
塚
（六
）

△
人
肉
を
食
せ
う
し
カ
ニ
′ヾ

プ
ズ
ム
（六
）

Ａ
モ
１
／
ス
氏
の
大
森
貝
娘
篇
（
七
）

▲
打
製
石
斧
、
磨
製
石
斧
（
七
）

▲
新
石
器
時
代
の
石
斧
（八
）

▲

石
庖
丁
（八
）

▲
チ
タ
チ
、
エ
ス
キ
モ
ー
（八
）

▲
浦
表
朝
鮮
の
石
庖
丁
（八
）

▲
石
鉄
（
八
）

▲
南
蒲
洲
朝
鮮
の
も
の
ご

、
同

一
（九
）

▲
オ
毛
ナ
石
（九
）

Ａ
凹
み
石
（九
）
．
▲
土
器
（九
）

（
民
族
的
色
彩
全
９
　
▲
肥
後
の
貝
塚
土
器
全
こ
　
▲

網
目
模
桟
の
形
跡
全
Ｃ
　
▲
土
器
作
う
の
オ
モ
リ
全
こ
　
▲
石
器
時
代
の
曲
玉
全
こ
　
▲
吾
祀
先
這
何
等
か
の
関
係
全
こ

▲
チ
ャ
シ
全
こ

一



二

第
二
。
原
始
時
代
の
遺
跡
遺
物
（
三
）

▲
ヤ
ヨ
ヒ
式
或
は
中
間
土
器
全
こ
　
▲
原
始
的
唐
草
使
様
等
か
し
全
こ
　
▲
何
等
か
宗
赦
と
の
意
味
全
こ
　
▲
古
墳
時
代
に

近
接
す
る
の
傾
向
α
巴
　
Ａ
日
向
に
於
け
る
最
古
の
民
族
全
９
　

　

′

第
二
。
有
史
時
代
の
遺
跡
遺
物
全
こ

△
古
墳
は
旨
時
の

一
大
博
物
館
盆
と
　
▲
余
良
朝
及
其
以
前
の
も
の
全
Ｏ
　
Ａ
有
石
柳
土
墳
全
ё
　
▲
無
石
柳
土
墳
含
０

ム
横
八
全
こ
　
▲
チ
ヤ
ン
は
古
代
の
舘
址
奮
と
　
▲
瀞
籠
石
全
金

第
四
。
古
墳
の
状
態
ご
典
遺
物
盆
金

▲
南
方
村
の
銚
子
塚
全
ё
　
▲
銚
子
壕
の
稜
掘
全
と
　
▲
粘
土
構
を
形
成
全
と
　
Ａ
竹
製
の
櫛
全
と
　
▲
曲
玉
の
美
観
全
こ

▲
埴
輪
樹
物
の
存
在
せ
る
う
く
全
こ
Ａ
石
器
時
代
よ
う
古
墳
築
成
の
間
盆
こ
　
ぶ
吉
墳
と
し
て
の
最
古
の
時
代
全
こ
　
▲
共

死
有
構
無
掛
全
こ
　
▲
埴
輪
築
成
時
代
よ
う
も
遠
ぐ
上
代
全
こ
　
▲
石
構
は
最
初
疑
痰
岩
食
こ
　
Ａ
其

一
人
は
正
に
殉
死
着

全
三
）

▲
鏡
剣
は

一
種
の
魔
除
け
宣
９
　
▲
不
可
思
議
現
象
食
ｇ
　
▲
弱
瑞
石
管
玉
全
翌
　
▲
有
石
槽
土
墳
分
布
地
審
全
翌

△
幾
内
式
の
存
在
全
こ
　
△
延
岡
肘
近
は
石
構
の
本
場
（長
）

▲
有
石
柳
土
墳
全
０
　
▲
可
愛
宮
山
陵
全
し
　
▲
延
岡
附
近
の

横
穴
全
ё
　
▲
日
向
古
墳
の
形
式
全
金
　
△
川
南
の
吉
墳
群
全
と
　
▲
持
囲
の
古
墳
群
全
と
　
▲
掘
う
込
み
石
棺
全
と
　
△

高
鍋
の
祭
壇
式
古
墳
全
と
　
▲
茶
臼
原
の
大
古
墳
全
▼
　
▲
前
方
後
回
式
の
代
表
物
全
ｅ
　
Ａ
上
穂
北
の
有
石
椰
土
墳
奮
９

▲
祭
土
原
の
地
形
全
ご
　
▲
第
三
琥
墳
全
こ
　
▲
治
不
元
年
以
後
全
こ
　
▲
経
筒
は
寄
生
轟
全
こ
　
▲
天
下
の
銚
子
冤
■
同

じ
ぐ
貧
こ
　
▲
鏡
を
祓
う
て
埋
む
全
こ
　
▲
遺
物
は
多
ぐ
後
回
の
部
全
∪
　
▲
本
墳
こ
陪
塚
こ
の
関
係
全
こ
　
▲
殉
死
若
を

葬
う
し
て
ム
心
理
状
態
（量
）

▲
各
特
募
司
仕
の
心
を
以
て
貧
こ
　
▲
討
話
憾
読
ど
の
暗
合
奮
こ
　
▲
第
二
十
二
院
墳
全
こ



▲
二
股
の
矛
奮
こ
　
▲
大
か
る
二
本
の
鋸
矢
全
０
　
▲
第
二
十
三
琥
墳
全
０
　
▲
古
墳
幣
を
稜
掘
全
０
　
▲
粘
土
構
は
大
土

墳
に
貧
０
　
４
第

一
琥
墳
全
０
　
▲
異
う
う
た
る
形
式
全
ｔ
　
▲
余
良
朝
時
代
日
向
の
中
心
地
辞
全
金
　
▲
第
三
紀
居
丘
陵

地
杵
奮
金
　
▲
大
淀
川
流
域
貧
金
▲
茶
古
の
大
古
墳
全
金
　
▲
遠
目
壕
室
と
　
▲
跡
江
の
吉
墳
（元
）

▲
吉
墳
の
間
に
本
底

の
町
を
か
せ
る
程
の
奮
ｅ
　
▲
上
長
塚
奮
２
　
▲
擬
内
地
方
の
色
影
連
想
ａ
こ
　
▲
砂
丘
の
上
の
吉
墳
奮
９
　
▲
横
穴
奮
こ

▲
有
石
赫
吉
墳
を
横
穴
に
應
用
せ
う
奮
こ
　
▲
高
千
穂
の
横
欠
奮
じ
　
▲
其
の
遺
物
宿
こ

第

五
。
山

城

の

遺

跡

奮
こ

（
高
千
穂
四
皇
子
峰
の
如
き
奮
こ
　
▲
一う
だ
の
た
か
き
に
奮
９
　
▲
高
鍋
競
址
（圏
）

▲
富
田
村
鬼
付
女
一（里
）

▲
都
於
郡

村
高
屋
城
奮
と

▲
果
賞
寺
の
地
基
（呈
）
▲
原
始
的
形
式
を
時
び
た
る
ａ
こ

▲
大
陸
よ
う
此
庭
に
分
布
し
本
れ
る
も
の
０
◇

第

六
。

，結
ゆ
　

諭
　
（呉
）

▲
天
孫
派
こ
中
間
土
器
遺
跡
（呉
）
　

▲
大
陸
の
文
化
の
影
響
（興
）

▲
日
向
の
古
墳
築
造
の
時
代
（興
）

▲
漢
代
以
前
に

遡
る
を
得
す
（
要
）

西
都
原
史
蹟
研
究
所
出
張
概
報

『小

川

琢

治
』

〔大

正

三

年

八

月
〕

一
、
調

査

員

稜

著

宿
ｔ

△
島
田
貞
彦
奮
も
　
▲
今
西
寵
奮
↓
　
▲
梅
原
末
治
ａ
ｔ
　
▲
瀞
浦
萬
十
郎
ａ
ｔ

二
ゝ
調

査

作

業

日

誌

奮
と

▲
内
田
寛

一
奮
ｔ
　
▲
寺
田
貞
次
奮
ｔ

〓

四̂
七
V



四

▲
國
分
寺
遺
址
ａ
も
　
△
史
蹟
研
究
所
開
所
式
（
零
）

▲
茶
口
原
方
面
調
査
奮
も
　
▲
都
於
郡
下
三
財
不
郡
方
面
調
査
奮
ｔ

Ａ
西
都
原
第
四
琥
塚
及
び
第
○
琥
壕
奮
し
　
▲
高
鍋
方
面
の
古
墳
群
（只
）

三
も
遺

跡

調

査

概

穀

ａ
金

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

／・

△
↑
新
田
村
の
奮
墳
群
奮
金
　
▲
千
畑
の
横
穴
式
石
室
奮
Ｌ
　
▲
池
の
城
址
ａ
と
　
Ａ
こ
や
ね
塚
ご
其
の
附
近
の
吉
墳
盆
９

Ａ
郡
於
郡
の
諸
遺
蹟
貧
ｅ
　
▲
亀
塚
こ
其
の
北
方
の
吉
墳
群
盆
∇
　
▲
中
の
別
府
の
古
壌
群
盆
こ
　
▲
井
上
の
九
壕
盆
こ

▲
松
本
の
船
塚
盆
こ
　
▲
西
の
別
府
の
吉
墳
群
盆
こ
　
△
持
田
坂
本
の
古
墳
群
盆
こ
　
▲
は
か
♭
塚
ざ
石
船
壕
盆
こ
　
▲
石

構
の
底
部
に
水
抜
き
穴
盆
こ

四
Ｌ
古

墳

稜

押

裁

告

貧
こ

▲
第
四
銑
壕
獲
掘
盆
こ
　
▲
第
○
銑
塚
盆
こ

西

都

原

古

墳

調

査

報

告

盆
鬱

原

田

淑

人

柴

　

田

′

惜
附
　

悪

▲
第
六
十
琥
壕
の
段
掘
ｏ
原
関
淑
人
貫
翌
　
Ａ
矛
、剣
、
玉
、鏡
尋鏃
＼五
こ
　
▲
第
五
国
鐵
鏃
賃
大
奮
ё
　
▲
陪
壕
第

一
。
第
五
十

五
枕
盆
と
　
Ａ
陪
壕
第
二
盆
金
　
▲
第
六
十
六
競
壕
原
田
。
柴
田
常
恵
盆
ё
　
△
第
二
十
琥
壕
ｏ柴
田
常
恵
蛮
Ｃ
　
Ａ
第
二
十

銑
墳
遺
物
公
査
）獲
見
位
置
の
国

西

都

原

古

墳

調

査

報

告

（大
正
五
年

一
月
報
告
）

一
ｏ
調

査

日

誌

套
ご

今 内

藤

西
虎

次
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▲
第
二
競
吉
墳
父
こ
　
▲
幅
十
尺
の
石
築
物
霙
こ
　
▲
結
土
郡
父
こ
　
▲
多
数
の
小
玉
、
娘
野
玉
、管
玉
（
全
）

▲
木
片
の
間

に
漢
式
鏡

一
面
父
こ

一ｏ
調

　

査

　

記

（奎
）

▲
第
二
琥
壕
の
位
置
こ
外
形
賓
こ
　
▲
姫
塚

一
本
壕
第
二
琥
壕
の
比
較
父
已
　
▲
地
方
名
柄
鏡
壕
父
ｇ
　
▲
隣
接
墳
の
経
筒

（喬
）

盗
乃
部
の
構
造
賓
ｇ
　
▲
前
方
部
の
調
査
（
六
９
　
▲
後
回
部
の
構
造
賓
こ
　
▲
土
壇
の
作
成
賓
こ
　
▲
土
壇
面
に
礫

石
を
葺
ぐ
父
ａ
　
▲
構
を
置
く
賓
０
　
▲
粘
土
柳
を
作
る
父
０
　
▲
堆
石
を
以
て
破
擁
す
父
０
　
▲
堆
石
外
の
築
造
物
父
ａ

▲
封
土
を
加
ム
ミ
も
　
▲
槽
及
遺
物
の
配
列
に
就
て
賓
ｔ
　
ａ
警
見
の
遺
物
父
し
　
盗
銅
鏡
冥
金
　
▲
は
び
ろ
ん
に
警
行
せ

る
が
釣
ぃや⇔（棄
）

Ａ
木
片
矢
と
　
▲
句
玉
父
と
　
▲
管
玉
父
と
　
△
小
玉
ミ
と
　
▲
刀
子
Ｃ
∇
　
▲
第
二
院
墳
の
性
質
宅
９

▲
第
十

一
琥
墳
、第
二
十

一
琥
墳
こ
の
比
較
宅
∇
　
盗
後
園
部
に
粘
土
櫛
宅
ｇ
　
△
意
義
不
明
の
石
築
物
宅
９
　

Δ
構
柳
擁

護
の
堆
石
宅
こ
　
▲
過
去
の
上
俗
學
¢
こ

圃
版
第

一
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右
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十
四
回
ｏ
大
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ｏ
河
内
？
古
墳
出
土

同
）

第
十
三
団
ｏ
尾
張
図
ｔサ
不
二
村
。
同
）

第
十

一
同
〇
西
都
原
第
二
琥
墳
。
同
）

第
十
五
園
。
第
二
銑
墳
ｏ
同
）

，
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十
六
回
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）
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十
七
日
。
同
。
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『膝緊狂　
　
一一一』

日
向
高
墳
調
査
報
告

｛大
正
三
年
五
周
〕

鳥

路
邑

丘
同

蔵

旗

行

の

概

亜

手
に
．
第
二
回
の
え
料
調
査
ｋ
る
浦
洲
及
李
安
北
道
の
旗
行
を
終
了
し
、
大
正
こ
年
三
川
四
旧
を
以
く
京
城
に
到
著
す
る
や
ぃ
数
Ｈ
に
し
て
時
に
爽
部
に
踊
ら
ん
ど
す

る
に
方
り
く
、
日
向
に
於
け
る
古
墳
を
調
査
す
る
事
せ
�
竜
れ
り
。
う
ｔｉ
布
吉
宮
崎
縣
知
事
よ
り
朝
鮮
絶
督
を
経
て
予
に
見
調
益
を
嘱
託
し
茶
れ
り
し
を
以
く
Ｌ
齢
途

共
委
喝
を
浦
す
に
決
し
佐
添
陣
吉
氏
を
蒲
助
こ
し
く
韓
同
す
る
こ
こ
ゝ
ｄ
り
。

力
ち
三
月
十
六
日
を
以
く
東
城
を
鰈
し
、
空
Ｒ
円
司
に
上
陛
後
直
に
太
宰
府
に
蔵
で
、出
警
す
。
而
し
く
大
学
府
を
中
心
こ
し
て
調
益
す
る
こ
こ
二
日
に
し
て
熊
本
に
向

ヘ
リ
。
熊
本
に
着
す
れ
ば
跳
に
宮
崎
縣
購
よ
り
予
の
燕
道
者
こ
Ｌ
く
縣
書
記
目
村
正

一
氏
の
出
張
せ
る
あ
り
。
脱
に
於
く
か
途
を
阿
蒜
山
麓
に
取
り
、
山
間
僻
地
に
於

け
る
留
俗
恰
も
大
古
の
風
あ
る
が
如
き
純
朴
の
文
化
に
嘱
日
Ｌ
つ
ゝ
絡
に
宮
崎
艤
暫
自
禅
郡
に
入
り
。
高
千
穂
ハ
一
に
三
円
井
こ
も
碑
す
）
本
中
心
こ
し
く
所
期
の
調
査

を
開
始
せ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

抑
も
高
千
穂
の
地
た
る
こ
四
面
山
を
以
く
団
み
延
間
を
経
く
Ｒ
向
灘
に
注
ぐ
■
笛
瓶
川
の
上
流
に
在
り
Φ
此
鹿
に
は
無
数
の
機
穴
存
在
せ
る
を
以
く
之
が
研
究
せ
し
く

に
最
も
注
意
す
ベ
モ
地
継
れ
る
士
り
。
説
を
以
く
光
づ
此
等
の
横
火
を
残
掘
し
或
は
之
よ
り
出
で
た
ろ
遺
物
に
統
き
く
調
査
す
る
所
あ
り
。
台
ほ
Ｌ
高
千
穂
の
束
に
位

せ
る
岩
戸
村
に
お
け
る
も
の
を
も
狡
掘
せ
り
。
再
す
る
に
詭
耐
近

一
拌
ｌｔ
横
穴
を
以
く
充
条
ぜ
り
せ
云
ふ
も
敵
く
不
可
な
き
状
態
な
る
が
、
却
く
土
瑣
を
以
く
せ
る
古

瑣
墓
は

一
も
之
を
認
む
る
能
ｉｔ
ざ
る
な
り
。
而
し
て
高
千
穂
に
於
く
に
古
代
の
原
始
備
曲
城

，こ
ろ
舘
（
チ
ヤ
ン
）
の
遺
跡
存
在
し
、
共
形
式
北
韓
及
滋
洲
地
方
に
於
け
る

も
の
こ
同
種
に
届
す
る
も
の
雅
り
し
に
、
之
が
比
較
研
究
に
封
し
く
予
の
感
興
を
悲
趣
す
る
に
梅
ま
り
ｋ
き
も
の
あ
り
た
り
。

由
茶
高
千
穂
に
曲
間
僻
陳
の
地
た
る
に
も
拘
ｌｉ
ら
す
さ
最
も
古
代
ｉ
り
人
の
生
居
せ
し
も
の
た
ち
ｔと
、
模
穴
以
前
鰤
ち
右
史
以
前
の
人
の
手
に
成
り
し
遺
跡
ゝ
遺
物
汽

ろ
な
鏃
．
看
斧
共
他
病
器
類
の
冬
虎
に
存
在
ぜ
る
に
て
�
知
ら
る
。

手
に
是
よ
り
Ｉ
簡
瓶
川
に
沿
ふ
て
下
る
に
、
治
通
原
始
的
山
城
の
減
跡
ミ
抵
見
る
べ
き
オー１１
形
の
多
き
（
認
め
つ
＞
射
Ｈ
に
若
す
。
即
ち
敷
Ｈ
に
貫
り
此
虎
を
中
心
こ
し

く
更
に
共
附
近
を
調
査
こ
Ｌ
が
所
器
時
代
の
潰
跡
ｋ
＾
貝
環
Ｌ
存
在
し
、
只
ｉｔ
古
墳
横
欠
等
を
も
見
た
り
。
殊
に
声
精
の
多
く
存
在
せ
る
ｔｔ
此
附
近
の
持
色
に
し
く
↓

共
他
曲
城
の
形
式
を
右
せ
ム
渡
跡
を
も
見
々
り
。
芸
つ
オ、
海
岸
ｔ
ｈ
美
々
津
に
出
で
高
鉗
を
経
く
宮
崎
に
到
若
ぜ
り
っ
宮
崎
に
お
て
ｉｔ
右
吉
知
事
及
共
他
の
縣
常
局
若

一



エ

一邦
噸
」
】
悧
機
＝
螂
脚
陣
嚇
蜘
融
励
碑
紳
勢
朔
＝
ぽ
朧
徳
嘲
頼
叫
蟻
時
期
守
判
僻
灯
敵
薫
鞠
機
螂
曜
割
猟
蜘
誉
醐
Ｐ

亘
り
く
彼
の
束
西
雨
大
襲
井
に
富
内
省
等
の
話
氏

が
吉
製
を
強
掘
Ｌ
た
る
に
即
ち
礎
地
汽
お
■
り
。
予
も
亦
た
是
よ
り
祭
土
原
を
調
査
す
る
と
こ
な
リ
エ
週
間
の
日
子
を
資
し
て
載
１■
古
瑣
を
舞
掘
し
、
成
に
共
外
形
を

比
較
Ｌ
、
或
磁
読
出
の
遺
物
に
就
き
く
研
究
を
途
げ
た
り
。
説
地
に
奈
更
朝
時
代
に
於
け
る
Π
向
の
中
心
地
に
し
て
闘
府
及
図
分
孝
の
如
と
も
此
鹿
に
存
在
Ｌ
ｋ
る
の

み
な
ら
す
延
喜
式
内
赴

，こ
為
都
議
紳
茫
の
銀
座
さ
る
あ
り
く
岱
は
名
所
喜
蹟
徳
読
地
に
富
め
り
。
而
し
て
苦
瑣
ｉｔ
資
に
敷
可
の
多
き
に
逹
し
く
其
形
式
亦
ｋ
種
々
あ
リ

彼
の
景
行
天
皇
の
行
営
所
た
り
し
高
屋
の
遺
跡
を
初
め
吉
代
の
城
砦
た
る
舘
趾
の
存
せ
る
も
の
甚
だ
多
く
且
つ
右
史
以
前
の
減
跡
頗
ｈ
聾
富
女
り
。
予
―■
具
に
之
が
戯

寡
調
査
を
了
し
て
再
び
高
鍋
に
入
れ
り
。

高
鍋
附
近
も
亦
汽
古
瑣
及
山
城
の
減
跡
彎
宮
に
し
く
と
共
形
式
雑
多
数
り
。
俗
縛

一
ブ
宮
な
る
延
喜
式
内
蔵
都
差
満
祗
を
癬
し
く
裁
す
る
所
の
古
物
を
況
察
し
む
妊
岡

に
到
る
。

延
間
に
於
く
は
、
貝
票
を
初
め
大
古
墳

一
箇
だ
小
古
増
二
街
を
強
掘
せ
し
が
、
岱
ほ
外
に
肩
棺
及
石
榛
を
有
ぜ
る
古
増
砂
か
ら
す
。
是
よ
り
再
び
宮
崎
に
入
り
更
に
南

方
、
跡
注
、
高
間
等
大
漉
川
流
域
の
調
査
に
従
事
ぜ
Ｌ
が
、
該
流
域
磁
古
噴
の
分
布
地
件
に
し
て
大
甘
館
の
存
在
せ
る
も
の
頗
ム
多
く
】
衛
ほ
横
穴
及
府
器
時
代
の
遣

跡
に
営
む
を
見
た
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

斯
■
．く
予
ｉｔ
宮
崎
を
出
警
し
、
西
諸
縣
ぷ
小
林
に
到
り
是
よ
り
汽
車
に
投
じ
て
玖
摩
川
幕
下
り
絡
に
熊
木
を
過
ぎ
東
京
に
蹄
着
す
。
手
の
京
城
出
警
以
来
Π
を
資
す
こ

こ
楚
に
四
十
餘
Ｒ
に
し
く
詭
等
の
調
査
が
Ｈ
向
に
於
け
る
前
史
考
古
學
及
有
史
考
古
學
上
最
も
薫
要
な
る
も
の
た
る
事
を
見
出
す
ぜ
同
時
に
、
我
図
に
於
け
る
育
固
こ

Ｌ
く
の
日
向
の
庭
史
上
最
も
大
切
な
る
資
料
れ
る
を
堤
は
ぎ
る
も
の
な
り
。

Ｈ
向
ｉｔ
ぉ
古
茶
融
代
の
地
せ
し
て
ｔ

ｔｉ
漁
上
代
史
の
地
こ
し
く
人
口
に
晴
夫
し
．
人
芍
も
義
国
の
上
古
に
遡
り
く
共
Ａ
資
を
追
想
す
れ
ｔｆ
Ｌ
必
す
や
日
向
の
地
を
想

起
ぜ
ざ
る
も
の
無
け
ん
。
然
ら
ば
今
此
士
図
Ｈ
向
に
人
穏
學
土
及
考
古
學
上
如
何
な
る
事
賞
の
存
在
せ
る
な
ら
ん
か
、
予
ば
今
回
の
調
査
に
於
て
に
主
せ
し
て
蛇
見
地

に
於

く́
注
意
す
る
所
あ
り
た
り
。
由
く
今
左
に
之
が
訛
逃
を
試
み
ん
こ
欲
す
。

予
の
Ｈ
向
に
競
て
斯
學
の
上
に
調
査
こ
注
る
事
項
本
睡
別
す
れ
ば
第

一
、
右
史
以
前
の
遺
跡
岩
物

（
布
器
時
代
）
第
二
Ｌ
原
始
時
代
の
遼
跡
遺
物

ハ所
譜
爾
■
式
土

器
の
出
づ
ち
遺
跡
）第
三
Ｌ
右
史
時
代
の
遺
跡
遺
物

（
古
墳
築
造
時
代
）
に
類
別
す
る
を
得
ぺ
し
。



第

一

有
史
以
前
の
遺
跡
遺
物

Ｈ
戯
は
我
祀
先
こ
最
も
関
係
深
き
地
に
し
て
天
孫
振
の
樽
読
は
主
ピ
し
て
此
附
近
よ
う
費
す
。
番
人
の
憾
承
せ
る
神
話
に
曲

れ
ば
，
天
孫
竣
々
杵
奪
洸
地
に
降
臨
し
給
ひ
、
女
で
彦
人
々
出
見
傘
、
鵬
鷺
革
葺
不
合
奪
を
経
て
、
稚
御
毛
沼
奪
即
ち
脚
武
天

皇
の
御
代
に
至
う
て
天
業
を
束
方
に
炊
弘
し
、
邊
土
撫
矮
の
世
こ
か
う
し
も
の
に
し
て
、
天
孫
派
は
即
ち
Ｈ
向
の
地
を
以
て
我

祀
先
σ
稜
群
地
ビ
ロ
せ
る
か
り
。
然
れ
ご
も
我
祀
先
が
光
地
に
降
臨
せ
る
時
は
銃
に
土
著
の
先
仕
員
の
在
る
あ
♭
て
、
決
し
て

無
人
の
境
に
あ
ら
ぎ
う
し
こ
と
は
、
整
々
杵
奪
の
降
臨
か
し
給
へ
る
後
に
於
て
、
嶼
沖
紳
た
る
大
曲
祗
之
湖
の
女
木
半
開
耶
城

を
容
れ
て
后
妃
ご
か
し
綸
ひ
し
に
見
る
も
、
省
ほ
且
つ
英
附
近
に
は
海
津
見
の

一
族
の
割
候
せ
る
あ
ぅ
て
、
比
等
よ
う
類
推
を

下
す
も
土
著
先
住
民
の
存
在
せ
し
事
賞
明
か
る
の
み
か
ら
ず
、
Ｒ
角
風
上
記
に
歯
れ
ば
土
柳
蛛
の

一
族
も
亦
た
早
ぐ
此
附
近
に

牲
せ
し
か
う
。
さ
れ
ば
天
孫
降
臨
の
耐
話
樽
読
を
願
る
遼
遠
か
る
歴
史
上
の
事
質
ご
帳
定
す
る
も
ぉ
其
ユ
前
に
住
せ
し
闘
津
耐

及。静
警
か
る。
土。瞬
漿
の。陸
か
ｔこｅ恭
う。か
る。陣
陣
抄
勢
争
停
崇
勝
古。
瀞
仲
ぃ
静
見。紳
静
碑
紳
か
得ｅ
静
る。
可。し。。
即
ち
吾
人
は
我
上

吉
に
於
け
る
湖
話
憾
読
に
は
う
て
此
事
質
を
推
断
す
る
を
得
る
か
る
可
し
。

此
に
於
て
か
瀞
講
樽
読
上
よ
う
日
向
セ
腰
定
す
れ
ば
略
ば
如
上
の
雑
断
を
下
す
を
得
れ
ご
も
、
之
を
直
に
考
古
學
上
の
事
賃

に
照
し
て
確
質
に
静
明
さ
れ
得
る
か
否
か
は
注
意
を
要
す
る
問
題
な
ら
ん
。
若
し
此
考
士
學
上
の
事
質
に
し
て
明
か
に
誇
明
し

得
た
ら
ん
に
は
彼
の
前
託
憾
読
は

一
暦
の
光
影
を
放
つ
を
知
ら
ん
。
雨
し
て
天
縣
降
臨
の
営
時
を
考
士
學
と
よ
ヽ
調
査
す
る
こ

ど
の
銑
に
至
難
に
周
す
る
の
み
な
ら
ず
、
衛
共
以
前
を
知
る
の
困
難
か
る
や
諭
か
し
。
黙
る
に
此
離
に
開
し
て
は
、
我
最
古
の

樽
読
も
何
等
の
語
う
俸
ム
る
所
か
き
を
以
て
す
れ
ば
、
果
し
て
今
日
の
科
學
が
之
に
掛
し
て
研
究
的
効
果
を
基
げ
得
る
か
否
か

は
疑
岡
に
崩
す
る
も
の
ご
云
ふ
可
し
ｏ

三



四

今
考
吉
學
を
大
別
し
て
前
史
考
古
學
激
右
史
考
古
學
ど
す
れ
ば
、
日
向
に
於
け
る
如
上
の
所
究
は
全
ぐ
前
史
考
古
學
の
範
囲

に
属
す
る
も
の
に
し
て
、
必
す
や
此
研
究
法
に
依
ｂ
て
決
せ
ぎ
る
べ
か
ら
す
ｏ
面
し
て
現
今
の
期
學
は
或
程
度
逸
は
進
歩
凌
進

せ
る
を
以
て
此
困
難
か
る
問
題
に
向
て
も
亦
た
或
程
度
迄
は
思
索
考
證
を
回
ら
す
を
得
べ
し
。
而
か
も
此
時
代
は
脱
に
有
奥
時

代
に
あ
銹

，
し
て
信
憑
す
べ
き
樽
読
す
ら
も
存
せ
ぎ
る
を
以
て
唯
だ
営
時
の
彼
等
が
葉
て
行
き
た
る
遺
跡
■
遺
物
に
就
き
て
研

究
を
途
ぐ
る
の
外
は
あ
ら

，
。
予
は
即
ち
前
史
考
古
學
の
研
究
法
に
依
う
て
此
等
の
遺
跡
遺
物
に
向
つ
て
調
査
を
途
げ
た
う
ｏ

然
る
に
幸
に
も
此
等
の
材
料
は
績
々
現
出
し
本
う
し
か
ば
、
珈
か
昔
時
の
事
質
に
就
き
て
其

一
班
を
知
る
を
得
た
う
ｏ

日
向
に
は
海
岸
線
に
接
近
せ
る
地
方
及
大
河
の
河
眸
又
は
山
間
の
避
地
に
至
る
ま
で
石
斧
、
石
鉄
の
類
を
見
出
し
得
べ
し
ｏ

抑
も
比
等
は
如
何
か
る
民
族
の
手
に
成
う
し
か
は
我
凪
先
ざ
種
々
の
部
に
於
て
大
に
其
性
質
を
異
に
し
、

一
も
類
似
剛
係
す
る

崩
を
見
出
さ
す
。
此
離
に
於
て
は
此
等
の
遺
物
を
留
め
た
る
民
族
は
我
祗
先
ご
異
れ
る
民
族
の
手
に
成
う
し
も
の
た
る
を
信
む

ん
と
欲
す
ｏ
而
し
て
比
等
の
遺
跡
遺
物
は
其
土
中
に
埋
没
但
合
せ
る
状
態
及
其
遺
跡
遺
物
の
種
類
・等
よ
う
比
較
す
る
に
我
祀
先

よ
う
も
術

一
居
古
き
も
の
に
し
て
、
妙
ぐ
ご
も
我
瀧
先
以
前
に
移
住
し
本
う
舵
る
者
の
遺
棄
し
た
る
事
を
推
知
し
得
る
か
う
。

今。
浄
し。肺
等ｅ
の。陣
輝
―こ。始
し。
て。仲
い
臣
肺
訂。陣
静
ユｉ。よ。”
命ｅ名。す。る。
静
せ。
ん。
沖
Ｌ
彼。
の。土。雛
蛛ｅ
の。静
き。最ｅもｅむ
浄
”
斡
き。も。
の。

か

ら

ん

。

抑
も
比
等
の
遺
跡
遺
物
は
日
向

一
國
の
特
有
物
か
る
か
、
果
た
之
が
九
州
全
攪
の
も
の
ビ
開
係
を
有
す
る
か
、
或
は
夏
に
臣

本
姿
國
の
も
の
こ
類
似
せ
る
か
は
先
づ
第

一
に
注
意
す
べ
き
こ
ご
た
る
か
う
ｏ
然
る
に
此
等
日
向
に
残
存
せ
る
前
史
時
代
の
遺

物
は
決
し
て
Ｈ
向
獨
特
の
も
の
に
あ
ら
す
し
て
、
英
隣
國
た
る
肥
後
布
明
湾
方
面
の
も
の
と
も
甚
し
ぐ
相
酷
似
し
、
如
何
か
る

尊
門
家
ご
離
も
、
此
二
図
の
遺
物
を
混
清
せ
ば
的
恐
ら
ぐ
其
鑑
別
に
苦
む
や
必
せ
う
。
然
ら
ば
是
む
菅
に
肥
後

一
図
の
も
の
に

比
し
て
の
み
限
ら
れ
た
る
類
似
か
る
か
ざ
云
ム
に
、
衛
此
等
の
選
物
は
九
州
全
島
よ
ｂ
四
國
、
中
國
、
競
内
、
東
北
地
方
ま
で



も
分
布
し
．
更
に
商
は
大
嶋
群
島
よ
う
沖
縄
群
島
に
達
せ
う
。
果
し
て
然
ら
ば
日
向
に
於
け
る
布
史
以
前
の
事
質
は
我
全
国
に

於
け
る
有
史
以
前
の
事
質
ご
類
概
せ
る
も
の
に
し
て
、
卸
ち
其
民
族
、
年
代
共
に
略
類
似
せ
る
を
推
知
す
る
を
得
ん
。
新
ぐ
考

ゃ
茶
弾
陣
眸
向ｅ
の。
ヵ
砕
降っ
臨。
捺
前。
陣
仕。
居。
ぃ
か
る。
土。
著。
民．
族ａ
ｔょ。
復．
静
我。
全。
酢

１と。
も。
枠
↑
分。
布。
し。
か
る。
抄
姉
紳
陣
難。
か
ら。
禅

Ｈ
向
に
於
け
る
布
史
以
前
の
民
族
に
就
て
は
予
は
賂
ば
以
上
の
如
く
思
料
せ
る
ガ
．
却
篤
彼
等
の
普
時
に
於
け
る
生
活
状
態

及
文
化
の
程
度
は
如
何
か
る
も
の
か
う
し
か
、
抑
も
彼
等
は
未
だ
農
業
を
知
ら

，
、
又
た
其
阿
用
使
用
す
る
利
器
の
如
き
も
水

だ
金
局
器
の
使
用
を
知
鋏
す
し
て
、
何
れ
も
石
を
以
て
利
器
ご
せ
う
き
。
即
ち
丈
北
史
上
の
言
を
以
て
云
へ
ば
れ
彼
等
は
明
に

石
器
時
代
の
民
族
に
し
て
、
営
時
に
於
け
る
彼
等
の
生
活
は
其
遼
跡
遺
物
に
徴
し
て
考
よ
る
に
或
若
は
曲
上
曲
麓
に
、
或
若
は

洵
降
海
濱
に
住
居
せ
し
か
う
。
而
し
て
此
に
注
意
す
べ
き
は
営
時
の
海
岸
若
ぐ
は
河
岸
て
郡
す
る
も
■
地
理
は
常
に
愛
化
し
つ

よ
あ
る
も
の
か
る
が
故
に
昔
時
の
海
岸
線
は
既
に
桑
田
ご
愛
し
Ｌ
又
河
眸
に
於
て
も
共
流
域
の
愛
化
堆
積
の
臨
係
に
よ
う
て
状

態
の
相
違
を
本
せ
る
も
の
あ
う
、
以
て
共
時
代
の
如
何
に
久
速
に
脳
す
る
か
を
推
知
す
べ
き
も
の
あ
る
可
し
ｏ
水
だ
農
業
杉
牲

ま
ぎ
る
彼
等
は
共
生
活
ど
し
て
漁
努
．
又
は
狩
強
を
事
ご
せ
う
き
ψ
即
ち
海
岸
線
及
河
眸
に
任
居
せ
る
も
の
は
漁
業
に
徒
事
し

山
部
に
住
居
せ
る
も
の
は
澳
谷
の
小
魚
を
漁
う
、
或
は
主
ご
し
て
鳥
獣
の
狩
機
に
徒
手
し
、
海
演
に
漁
業
を
主
ご
せ
し
者
の
如

き
は
芸
食
物
ご
し
て
魚
介
を
捺
取
せ
し
も
の
な
ら
ん
。
加
之
常
時
の
海
岸
線
に
治
へ
る
丘
陵
上
に
於
け
る
其
等
民
族
の
選
棄
し

た
る
只
塚
を
稜
掘
せ
げ
一暫
に
只
類
の
み
か
ら

，
魚
類
鳥
戦
の
骨
を
も
見
出
し
得
べ
し
。
即
ち
之
に
依
て
見
れ
ば
海
濱
に
と
し
た

る
若
も
亦
た
傍
ら
狩
独
を
事
ビ
せ
し
か
ら
ん
ｏ
雨
し
て
彼
等
の
暁
ん
に
漁
業
を
特
み
し
事
は
到
る
庭
の
遺
跡
に
飛
て
綱
の

『
オ

モ
リ
』
石
顔
る
多
く
、
吾
人
は
歩
行
し
つ
ゝ
之
を
探
集
す
る
も
忽
に
し
て
爾
釉
を
高
す
を
得
べ
し
。
新
ぐ
の
如
く

『
オ
モ
リ
』

石
の
多
ぐ
存
在
せ
る
は
我
全
図
中
他
に
頚
例
を
見
ざ
る
所
か
わ
ば
此
地
が
如
何
に
漁
業
の
礎
か
う
し
か
を
知
る
に
足
ら
ん
。
街

ほ
曲
闇
の
激
跡
を
検
す
る
ヽ
顔
る
遺
物
に
常
み
殊
に
石
鏃
の
如
き
最
も
多
く
海
在
せ
る
を
見
る
。
是
碑
狩
機
の
擁
か
う
し
ど
共



六

に
亦
兵
戦
に
使
用
せ
し
こ
ど
を
知
い
得
る
か
う
。
雨
し
て
石
鏃
を
見
て
彼
等
の
兵
戦
に
使
用
せ
し
と
を
思
ひ
出
す
ど
同
時
に
館

趾
の
如
き
遺
跡
の
多
ぐ
存
在
せ
る
こ
こ
是
か
り
。
弥
遺。
跡ａ
イょ。
我。
酢
ぃ
静
紳
よ。
中
静
静
浄
瀞
沖
力
鯵
鞭
鮮Ｄ
陣
粉‐。
争
１こ。
和
紳
”
紳
浄

始
的
山
城
に
し
て
■
此
等
遺
跡
は
兵
戦
に
際
し
て
融
を
防
禦
す
る
が
角
に
用
ひ
し
曲
城
比
う
し
や
論
ひ
ぐ
．
以
て
管
時
の
民
族

が
如
何
に
戦
闘
を
事
ご
せ
し
か
を
知
る
べ
き
か
う
。

鰍
上
の
如
ぐ
彼
等
の
生
活
状
態
は
天
然
に
食
物
を
仰
ぐ
べ
ぐ
漁
独
を
事
ご
し
，
石
器
を
以
て
利
器
ご
せ
し
も
の
に
し
て
、
妙

ぐ
ビ
も
天
孫
峰
臨
前
に
於
け
る
日
向
在
住
の
民
族
は
期
の
女‐‐
き
状
態
の
下
に
在
う
し
か
う
。
而
し
て
衡
ほ
此
等
の
状
態
に
開
し

辞
読
す
る
所
わ
ら
ん
と
す
ｏ

営
時
彼
等
の
食
物
は
鳥
獣
魚
只
木
質
車
根
の
類
を
採
り
し
も
の
か
ら
ん
も
、
芝
に
彼
等
が
人
肉
を
食
ひ
し
特
種
の
事
賞
を
認

ψ
べ
き
も
の
あ
る
か
う
。
面
し
て
此
事
資
は
子
の
今
回
Ｈ
向
延
闘
附
近
か
る
南
方
村
の
只
壕
を
調
査
せ
し
結
果
に
見
て
も
衛
且

つ
指
摘
す
る
を
得
る
も
の
あ
う
ｏ
即
ち
此
貝
壕
ょ
う
警
掘
し
た
る
人
骨
は
大
腿
骨
に
し
て
、
共
雨
端
は
打
割
ら
れ
あ
る
の
み
３

ら
す
外
面
に
於
て
石
斧
を
以
て
制
ら
れ
た
る
痕
蹟
を
留
む
る
よ
～
見
れ
戻
、
是
れ
人
内
を
食
用
に
供
し
た
る

一
人
事
資
を
語
る

も
の
に
し
て
営
時
其
之
を
食
す
る
に
方
♭
鍋
に
投
じ
て
熟
煮
す
る
の
際
使
覚
上
大
腿
骨
の
面
端
を
通
常
に
打
割
う
た
る
も
の
ご

見
る
べ
ぐ
、
又
外
面
の
制
銹
れ
た
る
箇
庭
は
食
事
に
際
し
て
石
斧
を
賜
て
其
肉
セ
制
う
落
し
た
る
後
更
に
角
大
腿
骨
を
以
て
何

等
か
の
器
物
に
利
用
せ
ん
ご
し
て
制
り
た
る
も
の
か
る
べ
く
、
螂
ち
此
等
の
事
質
は

一
面
に
於
て
彼
等
が
所
謂
食
人
種
か
ら
し

事
を
證
す
る
に
足
ら
ん
ｏ

抑
も
我
石
器
時
代
の
民
族
が
人
肉
を
食
せ
う
し

『
カ
ニ
が

，
ズ
ム
』
な
う
し
事
は
彼
の
モ
ー
″
夕
氏
が
既
に
業
に
湖
奈
川
縣

荏
原
郡
大
森
只
家
に
於
て
夙
に
此
事
質
を
稜
見
し
．
之
を
氏
が
世
に
公
に
し
た
る
『
大
森
貝
鑓
籍
』
中
に
論
連
し
た
る
は
新
界
に

童
渉
を
か
し
た
る
頑
著
の
事
賃
か
う
し
が
、
業
後
日
本
全
國
に
於
け
る
各
所
Э
只
塚
に
於
て
も
此
事
質
は
事
賃
と
し
て
著
々
詮



明
せ
ら
れ
、
鶯
め
に
営
時
の
民
族
は
所
謂
食
人
種
か
り
し
率
質
も
芥
た
否
定
す
べ
か
ら
ぎ
る
事
に
属
す
。
　
　
　
　
　
　
．

毛‐
―‐
刑

スー
氏
は
該
論
文
中
大
森
貝
塚
の
事
質
と
共
に
命
ほ
肥
後
大
野
村
の
貝
塚
ょ
ぅ
も
比
人
骨
を
得
し
事
を
記
載
せ
る
が
、

其
後
今
日
に
至
る
ま
で
我
九
州
の
地
に
於
て
他
に
此
事
質
を
疑
見
し
た
る
報
告
に
接
す
る
を
得
ぎ
ｈ
し
が
、
今
回
端
か
く
も
延

岡
附
近
み
る
南
方
村
貝
家
に
於
て
此
事
質
を
知
る
を
得
た
る
は
彼
の
大
野
紺
の
貝
妖
の
事
質
と
共
に

一
の
新
事
質
を
稜
見
し
之

る
も
の
に
し
て
、
彦
て
九
州
に
住
居
し
た
る
石
器
時
代
の
民
族
の
食
人
種
た
う
し
事
を
推
知
す
る
に
好
箇
の
資
料
た
る
を
失
は

，
ｏ

湧
爛
国

営
時
彼
等
の
利
器
と
し
て
生
活
上

一
日
も
鋏
ぐ
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
は
此
石
斧
に
し
て
、
彼
等
は
此
石
斧
を
以
て
魚
介
鳥

獣
の
肉
を
調
理
し
、
或
は
物
を
斬
う
割
う
ひ
ご
し
立
る
も
の
に
し
て
最
も
跡
要
鋏
ぐ
べ
か
ち
ざ
る
Ｈ
用
品
か
う
し
か
う
。
今
比

石
斧
を
分
頼
し
て
二
こ
う
す
を
得
べ
し
。

一
は
磨
製
石
斧
に
し
て
二
は
打
製
石
斧
是
か
う
。

磨
製
石
斧
は
石
を
す
う
磨
き
て
斧
の
形
に
製
作
し
た
る
も
の
に
し
て
、
Ｈ
向
に
於
て
は
此
種
類
の
も
の
頗
る
多
く
存
在
し
就

卿明拶嘩軸戦略碑町て。石此。質拗石。も知の。す螂働騨職翔騨嚇］蹴

探。
集。
ぃ
恭
ぃ
て。之。掛
表。み
銀
面９面。よ。
ぃ
す。う。抒
中
勇
〕
麻
諌
土．

し
業
の
使
用
に
際
し
過
て
服
を
損
す
る
炉
如
き
場
合
に
は

一
種
の
祗
石
を
以
て
更
に
之
を
利
し
た
る
も
の
に
し
て
、
松
ほ
今
日

の
鐵
斧
の
み
を
祗
石
に
て
磨
す
る
こ
同
様
か
う
し
か
う
。
面
し
て
第
二
の
打
製
石
分
は
全
く
石
を
狙
雑
に
割
う
て
石
斧
の
形
を

造
し
た
る
も
の
に
し
て
、
主
製
作
前
本
に
比
較
す
れ
ば
最
も
術
易
組
雑
か
る
を
知
ら
ん
。
人
君
し
比
等
二
種
の
石
斧
を
見
て
直

に
新
吉
の
別
を
云
発
せ
ん
と
す
る
か
ら
ん
も
、
山
等
二
種
の
石
斧
は
常
に
同

一
場
所
に
相
混
拾
し
て
存
在
と
る
よ
う
見
れ
ば
共

時
代
も
亦
刷

す
時
期
の
製
作
た
る
や
諭
か
く
、
欧
洲
に
て
は
前
済
を
新
石
器
時
代
の
石
斧
、
彼
若
″
害
石
器
時
代
の
石
徐
こ
稀

七



八

す
る
も
の
す
ら
め
わ
ご
も
■
番
人
は
日
向
に
於
け
る
も
の
が
何
れ
も
新
石
器
時
代
の
も
の
に
層
す
る
も
の
か
る
こ
ど
を
認
む
る

に
憚
ら
手
も

一用
屈
田
一
は
共
形
精
回
形
に
し
て
普
通
上
部
に
二
箇
の
孔
を
穿
つ
を
例
ご
せ
う
ｏ
其
孔
の
下
部
は
承
を
附
け
ら
れ
た
る
多
少
の

面
積
を
有
し
、
通
営
の
木
片
を
以
て
此
精
回
形
の
石
器
を
挟
み
二
簡
の
孔
よ
う
紐
を
通
し
て
之
を
凹
だ
す
れ
ば
、
帥
ち
比
に
庖

Ｔ
の
用
を
舞
す
も
の
に
し
て
Ｌ
此
の
如
き
は
之
を
遠
ぐ
石
器
時
代
に
遡
う
て
想
像
留
還
し
ぐ
す
る
よ
う
も
現
在
に
於
て
亜
細
亜

大
陸
の
北
端
に
棲
め
創
テ‐
ク‐
チー
ヽ
亜
米
利
抑
大
睦
の
北
端
に
態
め
る
工‐

ス‐

キ‐

モ‐
―‐
及
亜
米
利
珈
印
度
人
等
の
間
に
於
て
使
用
せ

る
を
見
ば
思
ひ
李
に
過
ぎ
ん
。
紳
ぃ
■
引
判
キｅｌ
モｅ‐脚
ゅ
仲
静
せ。
る。
も。
錫
静
か
を。砂
為
為
ツ。狂
』。静
紳
い
ヽ
刑
夕ＧＩ刑
騨
癬
や
陣
之。
枠

『。れ
わ
―。
み』ｅ島
絡
し。み
ぐｅ鵬
蜂
のＤ腰。間。
ｔｉｃ鵬
す。続
抄
捗
て。件
酌
『。殊
１９
れ
狗
為
ナ。
ゎ
乃鴫
ご。紳
疇
像
【
ｏ
則
ち
婿
人
用
の
か

刀
た
る
を
意
味
す
る
か
り
。
日
向
に
於
け
る
も
の
も
亦
た
比
種
の
も
の
に
局
す
る
や
論
か
し
●

Ｈ
向
に
費
見
せ
ら
る
ゝ
石
庖
Ｔ
の
数
も
亦
頗
る
摯
常
に
し
て
、
此
種
の
も
の
は
一暫
に
園
向

一
回
に
限
る
も
の
に
は
め
ら
な
し

て
、
日
本
発
園
の
石
怒
時
代
遺
跡
よ
う
も
残
掘
せ
ら
る
ゝ
も
の
た
る
に
止
ら
す
、
吾
人
が
最
近
数
年
間
に
亘
う
で
満
羨
及
朝
鮮

の
調
査
を
行
へ
る
結
果
に
掛
し
亦
此
等
石
庖
丁
の
警
見
に
接
せ
る
を
以
て
比
較
研
究
上
興
味
あ
る
資
料
た
る
を
知
る
か
う
。

輸
翔
撃

も
亦
Ｈ
同
の
各
地
よ
う
蟄
宙
に
残
見
せ
ら
る
ゝ
も
の
に
属
す
０
而
し
て
比
等
石
鏃
は
李
時
に
在
う
て
は
鳥
獣
の
狩
独
に

用
ひ
ら
れ
、
戦
時
に
あ
り
て
は
共
武
器
ご
し
て
敵
を
憾
ま
す
唯

一
の
利
器
か
り
し
か
ら
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

４
日
向
に
於
け
る
も
の
を
見
る
に
二
種
の
分
頚
を
以
て
肛
別
す
る
を
得
べ
し
〕

一
は

，
製
石
鏃
に
し
て
他
の

一
は
磨
製
石
鉱

た
る
か
う
。
打
製
石
鏃
は
普
通
Ｈ
本
の
各
地
よ
う
出
づ
る
が
如
ぐ
打
峡
ぎ
て
製
作
し
た
る
も
の
に
し
て
典
形
状
ｎ
に
し
て
、
い

形
の
如
き
は
儘
に

一
梱
を
見
た
る
の
み
。
多
少
其
形
状
に
於
て
大
同
小
異
の
別
は
あ
り
ご
雖
も
、
嬰
す
る
に
前
形
の
範
国
に
包

括
し
得
ら
る
べ
き
も
の
た
る
を
失
は

，
ｏ



大
に
磨
製
石
鉱
に
属
す
る
も
の
は
粘
板
岩
の
如
き
軟
易
な
る
石
材
を
以
て
製
作
し
、
業
形
状
復
た
等
し
く
ハ
形
に
し
て
，　
一

予
の
形
を
見
す
。
雨
か
も
巧
妙
か
る
磨
き
を
施
せ
る
が
故
に

一
見
金
属
に
あ
ら
ぎ
る
か
を
疑
は
し
む
る
が
如
く
か
る
も
、
何
れ

も
石
器
た
る
や
論
か
き
か
う
。
而
し
て
此
等
稜
見
の
場
所
は
打
製
磨
裂
共
に
相
混
清
し
て
常
に
同

一
場
所
に
於
て
稜
見
せ
ら
る

●
を
例
こ
せ
う
。
今
日
向
に
於
て
石
鏃
の
最
も
豊
富
か
ら
し
は
高
千
穂
争
一田
井
）の
地
か
う
し
が
、
此
地
の
調
査
に
徴
す
れ
ば

打
製
百
佃
に
当
す
る
磨
製
約
二
個
の
割
合
‘
以
て
警
掘
す
る．を
得
た
，
。
砕
伊
争
距
癖
婢
在
”
妍
在
砕
声
彦
牌
争
ド
浄
汗
″
諄

騨
静
及。
朝。
鮮，
等。
ぃ
於。
て。
得。
ね
る。
も。
の。
議
各
ぐ．
酢

一
臣
ｔ
ン．
て。
之。
を．
混。
浄
”
れ。
ぃ
直。
ぃ
其．
鑑。
ル
ぃ
苦．
む。
炉
姫
き。
程．
慶。
巨
酢
せ．
”
デ

要
す
る
に
是
ま
で
日
本
内
地
に
於
て
望
に
石
鏃
こ
し
云
へ
ば
打
製
石
鏃
の
み
を
＝
せ
る
の
威
か
き
に
あ
ら
ぎ
る
も
、
賞
は
此

等
婢
製
石
鏃
を
も
芸
中
に
混
清
し
て
任
細
に
之
が
製
作
に
区
別
あ
る
こ
と
に
注
意
を
供
ぎ
し
も
の
に
し
て
い
伊
豫
、
信
濃
地
方

の
如
ぐ
比
較
的
夙
に
注
意
せ
ら
れ
た
る
地
方
に
於
て
も
亦
た
二
若
滉
措
の
弊
に
囚
は
れ
し
か
う
。

隔
圏
用
閣
甲

が
漁
網
に
附
著
せ
ら
れ
し
も
の
た
な
や
論
か
く
既
に
前
述
せ
る
が
如
ぐ
Ｆ
向
の
な
器
時
代
遺
跡
に
於
て
最
も
豊
富

う
る
も
の
は
即
ち
此

『
オ
モ
リ
石
』
か
る
が
故
に
日
向
上
若
民
の
生
活
状
態
が
多
ぐ
漁
謗
を
事
ご
せ
う
し
を
知
る
べ
て
、
其
稜

見
の
選
跡
ご
現
状
の
地
理
に
な
倒
せ
ば
河
川
の
流
域
及
海
岸
線
の
中
満
等
に
封
し
て
異
旗
の
地
理
的
憂
化
め
う
し
を
も
首
肯
し

得
べ
き
資
料
た
る
を
失
は
す
。

比
外
石
器
ど
し
て
は
凹
石
の
如
き
、
業
他
日
用
品
に
届
す
る
他
の
石
器
類
を
も
稜
見
し
得
て
、
普
通
石
器
時
代
ε
し
て
の
遺

物
に
鋏
乏
せ
ざ
る
地
離
柁
る
を
確
め
得
た
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

配
用
〕
然
る
に
曽
時
の
民
族
は
所
謂
石
器
時
代
の
文
化
的
程
度
に
通
ぎ
ざ
う
し
こ
雖
も
衛
且
つ
土
器
を
進
る
こ
と
を
心
掛
け
し

か
う
。
而
し
て
此
土
器
た
る
や
純
然
た
る
素
燒
に
し
て
赤
褐
色
を
塁
し
主
か
る
製
作
の
種
類
こ
し
て
は
壷
■
皿
、
鉢
、
碗
等
の

獲
に
し
て
此
等
土
器
■
耳
即
ち
取
手
つ
附
着
し
た
る
も
の
だ
然
ら
ぎ
る
も
の
と
を
有
し
、
ス
外
部
の
表
面
に
は
一
種
の
模
様
セ

一れ



紳
沖
せ。
る。
も。
の。
か
れ。
ぎ。
も．
、
而．
加
も。
吾。
人．
の。
藤
先．
”
遺．
棄。
ぃ
静
る。
古。
難

占占．
の。
土。
器。
ご．
陣
一騨
臣
俸
方。
１こ。
沖
争
異。
れ。
る。
“
み。
仲
ら。
一

形。
陣
，
意．
匠。
梅
稗
等．
経
て。
の。
議
』
於。
て。
箋
然．
相。
異。
せ。
徒
を。
見。
る。ｏ
即
ち
此
等
土
器
の
形
炊
及
棋
様
の
如
き
は
其
民
族
の
何
若
か

う
し
か
を
知
る
に
於
て
最
も
有
力
か
る
材
料
に
し
て
．
之
に
依
て
営
時
に
於
け
る
彼
等
の
東
化
激
薬
性
質
を
窮
知
す
る
に
難
か

ら
す
。

抑
も
、
石
器
時
代
の
石
器
の
如
き
は
英
形
時
に
於
て
何
れ
の
民
族
ご
難
も
、
互
に
類
似
共
通
せ
る
が
故
に
、
其
特
徴
を
獲
見

す
る
に
甚
だ
苦
む
所
か

，
ｏ
例
せ
麿
石
鏃
の
如
き
薬
製
作
の
意
思
目
的
餘
う
に
簡
単
に
し
て
、
餘
技
を
弄
す
る
の
必
要
か
く
，

翠
に
目
的
物
に
命
中
致
命
傷
を
典
ム
る
に
あ
う
て
ふ
思
想
は
、
其
形
麗
に
於
て
も
期
せ
今
し
て
東
西
相

一
致
す
る
所
ど
は
か
る

か
う
。
又
石
斧
の
如
き
も
此
意
味
に
於
て
大
同
小
異
多
く
の
特
技
を
試
む
る
の
餘
地
を
存
せ
す
其
目
的
ご
製
作
ど
の
範
国
が
常

に
披
巧
に
於
て
も
類
似
共
通
し
て
何
等
の
特
徴
を
見
出
す
能
は
ぎ
る
う
う
。
さ
れ
ば
石
器
の
影
磯
に
於
て
は
菓
民
族
的
関
係
を

見
出
す
に
頗
る
苦
む
所
か
る
に
反
し
、
土
器
に
於
で
は
決
し
て
然
ら
ざ
る
か
う
ｏ

上。
器。
ぃ
石．
静
巨
比。
ぃ
て。
典。
目。
的．
用．
途．
杵
複．
雑。
静
る。
漁
故．
イこ。
み
巨
初．
め。
争
民。
体
的。
色。
物
抄
表．
陣
”
巨
於。
て。
然。
か
ぐ。
籐
限。
さ。
れ。
沖

る。
も。
の。
１こ．
彿
“
”
ｏ。
彼。
争
の。
支。
化。
的。
程。
度。
巨
於。
て。
特。
披。
を．
抑
静
い
得．
る。
の。
餘。
地。
自．
ら。
１こ．
存。
一
る。
加
”
。
彼
争
は
典
思
ム
が
機
に

業
形
状
を
造
う
、
其
思
ふ
が
儘
に
薬
意
匠
を
堤
ら
し
、
其
思
ム
が
儘
に
其
模
様
を
附
す
る
を
得
る
か
ら
。
新
ぐ
し
て
製
作
せ
ら

れ
た
る
土
器
に
は
其
等
民
族
の
固
有
か
る
精
郡
状
態
を
漂
は
し
て
、
所
謂
此
に
民
族
的
色
彩
を
表
白
す
る
に
最
も
好
都
合
の
作

物
比
る
を
失
は
ぎ
る
か
う
。
故
玉
一
度
び
此
等
作
物
た
る
土
器
に
接
鯛
す
れ
ば
吾
人
は
直
に
慕
礎
形
に
於
て
も
共
輪
廟
に
於
て

も
、
其
意
匠
に
於
て
も
、
其
模
様
に
於
て
も
、
優
に
其
民
族
性
を
看
取
す
る
を
得
ヽ
ぐ
Ｈ
随
て
瞥
時
の
民
族
が
如
何
か
る
状
態

に
あ
う
し
か
を
も
推
考
し
得
る
の
資
材
た
る
な
う
。

今
此
見
地
に
於
て
日
向
の
上
器
を
見
る
に
、
壷
の
女‐‐
き
め
う
、
鉢
の
如
き
あ
う
。
皿
の
女‐‐
き
め
う
ど
雖
も
．
而
か
も
此
等
の

o附。上
。著。器
oし。は
0｀ 紹
〕

或。て

こ。物。の

I・ は。o難占
ュo英oに
Io土 C於
眸捧静 て
。ヽ面。金
デo(こ o然
にo朱。古
iaを 。境
色a塗・ よ
J。 抹。 う
とっせo鶴
与oる oづ
孝。も。7p

寵ぅのoも
:0あ りの
よoう oこ

し てo英
こo・ 性

時。模。質
生命僕・ を
電atょ o異
F。 渦・ に

韓o状。せ
〔。を・ る
ビ。塁つの
らoし oみ
♂●て。か
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土
器
は
絶
て
の
離
に
於
て
金
然
吉
墳
よ
う
出
づ
る
も
の
ご
薬
性
質
を
異
に
せ
る
の
み
か
ら

，
■
或
物
は

一
種
の
耳
即
ち
取
手
を

附
著
し
、
或
物
感
其
土
器
面
に
水
を
塗
抹
せ
る
も
の
あ
う
て
、
模
僕
は
渦
放
を
塁
し
て
所
謂
篇
卿
撲
様
の
初
歩
に
虜
し
比
る
も

の
に
し
て
、
我
祀
先
が
試
み
し
難
き
授
何
學
的
模
桟
ご
は
大
に
襲
性
質
を
異
に
せ
る
を
見
る
。
宙
此
種
の
模
様
は
彼
の
ア
イ
ス

の
如
き
州
口‐
ッー

コー
の
如
き
司
馴
■
Ｈ
刻
の
如
き
，
共
他
黒
龍
江
方
面
に
於
け
る
ノ‐
引
グ‐
Ｈ

スー
民
族
の
模
様
に
比
し
て
酷
似
せ
る

も
の
あ
る
を
見
た
う
。
而
か
も
此
日
向
に
於
け
る
土
器
の
形
状
、
意
匠
、
模
様
等
は
蒼
に
日
向
獨
待
の
も
の
に
は
あ
ら
す
し
て
、

他
の
日
本
各
地
に
於
け
る
石
器
時
代
の
上
器
ど
共
通
に
し
て
、
殊
に
肥
後
の
只
塚
よ
う
稜
見
せ
し
土
器
と
封
比
せ
ば
最
も
酷
似

せ
る
を
知
ら
ん
ｏ
而
し
て
此
等
り
上
器
面
に
は
模
様
を
描
鶴
せ
る
外
に
於
て
綱
を
屋
し
付
け
た
る
所
謂
網
目
模
様
の
形
跡
を
留

む
る
が
故
に
、
曽
時
使
用
せ
し
網
が
如
何
か
る
編
方
か
う
し
か
を
も
推
知
し
得
る
に
難
か
ら
す
０

比
外
土
器
作
う
の

『
オ
モ
リ
』
を
も
見
た
る
が
、
こ
は
彼
の
『
オ
モ
リ
石
』
ご
同

一
意
味
に
使
用
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、

綱
に
附
著
し
て
漁
綱
、
狩
綱
共
に
之
を
用
排
し
や
明
け
し
。

綸
目
〕
我
石
器
時
代
よ
う
し
て
、
玉
石
其
他
の
石
材
を
用
臥
て
顕
飾
を
製
作
し
た
る
は
確
か
に
事
質
花
う
し
に
相
違
う
か
る
可

ぐ
．
共
形
状
、
亦
種
々
か
う
し
が
、
就
中
我
瀧
先
が
用
ひ
た
る
と
周

一
形
式
か
る
曲
工
の
存
在
せ
し
事
ふ
亦
事
貿
か
る
が
如
し
ｏ

番
人
は
此
種
の
曲
玉
を
縛
し
て
石
器
時
代
の
曲
玉
ビ
癬
し
居
わ
う
。
葉
形
式
は
所
謂
曲
玉
ど
敢
て
異
る
所
か
し
ご
雖
も
Ｌ
其
製

作
粗
雑
に
し
て
通
孔
の
刻
法
の
如
き
上
丁
雨
端
よ
う
刻
難
し
て
以
て
孔
を
穿
て
う
。
而
し
て
顕
飾
用
の
石
材
の
女‐‐
き
主
と
し
て

ヽ
美。
酢
後
み
ぃ
る。
資。
み
若。
く。
陣
撥
似。
の。
玉．
石。
仲
枠
仲
せ。
る。
漁
炸
き。
黎
離
膵
吾ａ
陣
先ｅ
沖
何。
争
か
の。
陣
紳
醇
係。
あ。
る。
筆
ぃ
思。
陣
し。
む。
る。

ぃ
足ｅ
る。
も。
の。
か
弊
。
即
ち
吾
人
の
�
先
は
勇
等
先
住
民
の
使
用
せ
し
も
の
を
撲
疑
し
セ
る
も
の
か
る
か
Ｌ
或
は
Ｘ
反
当
に
彼
等

が
我
祀
先
の
も
の
を
模
疑
し
た
る
か
る
か
は
、
最
も
注
意
す
べ
き
納
た
る
な
う
。
面
か
も
此
其
相
に
至
う
て
は
現
在
の
研
究
程

度
に
於
て
は

一
箇
の
疑
間
に
局
し
て
、
未
だ
的
確
か
る
制
翫
を
下
す
能
は
ぎ
る
″
遺
撼
こ
せ
ざ
る
能
は
ず
ｏ
而
し
て
日
向
の
石

一
↑
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器
時
代
の
通
跡
よ
う
も
亦
此
種
の
曲
玉
を
費
掘
す
る
を
得
る
よ
う
見
れ
ば
、
我
古
國
日
向
の
地
に
於
て
予
亦
業
先
住
民
の
曲
玉

を
使
用
せ
う
し
事
賃
は
最
ヽ
興
味
あ
る
問
題
た
る
か
う
。

館
酢
宍
子
ヤ
シ

石
器
時
代
の
遺
跡
が
主
だ
し
て
昔
時
の
海
岸
及
河
時
の
丘
陵
上
に
存
在
せ
る
こ
と
は
既
に
前
遊
せ
る
所
か
る

も
、
衛
其
他
の
遺
跡
ご
し
て
注
意
す
べ
き
も
の
は
営
時
の
舘
趾
の
各
所
に
存
在
せ
る
こ
と
を
看
過
す
べ
か
ら

，
ｏ
是
れ
北
海
道

及ｃ
籐
太。
地．
か
イこ。
現。
住。
せ。
る。
アｅ‐
利

ス。―
陣
此。
筆。
の。
選。
跡。
神
帥
し。
て。
特．
１こ。
『
ヵ
沖
ヵ
』
ご。
榊
い
居。
れ。
”
ｏ
ｐ
陣
丘。
陵。
ぃ
先。
端。
酌
騨
を。
設。

け。
ね
る。もｃの。
イこ。し。
て。紳
的
』
鵬
紳
卯
仲
仲
Ｆ
紳
形。
陣
ぃ
位。
置。
ゎ
仲
『
兇
ｏ
即。
ち。鰺
ぃ
占。籐
し。
争
以。
争
互。
１こ。各。柚
族。
の。訃
坤
彿
癖

み
防。
響
し。
み
る。
酢
地。
儀
遊。
跡，
ゎ
る。
か
う。
ｏ
新
る
遺
跡
は
予
が
最
近
の
調
査
に
依
れ
ば
北
朝
鮮
及
浦
洲
地
方
に
も
存
在
せ
る
を
見

る
ｏ
果
し
て
然
ら
ば
此
等
石
器
時
代
に
於
て

『
子
ヤ
シ
』
を
設
く
る
風
留
は
北
方
大
陸
ｔ
於
て
も

一
般
に
行
は
れ
た
う
し
も
の

か
ら
ん
か
。
而
し
て
我
内
地
に
於
て
は
多
く
岩
代
以
北
の
地
に
於
て
認
め
ら
れ
、
北
海
道
及
樺
太
に
至
う
て
は
共
分
布
特
に
頴

地
離
よ
う
は
石
鏃
、
石
命
の
類
を
稜
掘
す
る
を
得
る
か
う
。
こ
は
或
意
味
よ
う
云
へ
ば
所
謂
山
城
の
原
始
的
形
式
の
も
の
に
属

し
、
彼
の
北
朝
鮮
及
浦
洲
地
方
に
存
在
せ
る
も
の
こ
最
も
能
ぐ
加
類
似
せ
る
を
見
る
Э

予。
の。
酢
静
陣
於っ
て。
認。
め。
ね
る。
陣
顧
銹
腸
聾
中。
静
も。
瀞
者Ｄ
捧
る。
もｃ
の。
陣
五。
筒ａ
陣
肺
の。
上。
流９
‐こ●
位，
世。
せ。
る。
高。
千。
穂。

（
三
田
井
）
を。

沖
静
静
し。
て。其。流。騨
の。警
所。
陣
於。
っ
紳
拶
ゎ
る。比。陣
み
式．
鋏
」ｈａ瀞
く。
，ま。丘。陣
抄
以。
一
『ヵ
沖
力」
の。遺。跡。
静
る。抄
指．摘。
せ。
ん。
れ

欲
す
。
即
ち
新
く
も
日
向
に
於
て
原
始
的
山
城
の
石
器
時
代
に
存
在
せ
る
一
事
は
新
學
上
最
も
注
意
す
べ
き
も
の
た
る
う
う
ｏ

要
す
る
に
、
日
向
に
於
け
る
右
史
以
前
の
民
族
の
状
態
は
以
上
の
女‐‐
く
に
し
て
之
に
由
て
考
ふ
れ
ば
我
祀
先
が
未
だ
日
向
の
地

の。の 著
た。各 か
れ。所 る
る。に も
形。存 の
勝。在 あ
のoせ う
地。る ○

ア乙。を 然
ら。見  る
ぎ。すこ に
る。う 予
Vよ 。 し ィよ
うう。而B今
(。 か。回｀
 も。日

比 e此0向
曲a等0を

或。は。調
は。共 '査
丘。地。し
陵 9ブす。 ,ぞ
に。1こ

。る
は。於 O結
立静 て。果

'a最
。に

二。も。徴
段 a高。す
乃。き。る
こ。丘nに
三ゅ陵。・
段Dヵ,同
のo至。地
壕 うは。方
を。曲。に
設。を。於
け。庭静 て
め。用。も
るoし。衛
を。 ｀

 )と
も。共。司
見。麓。チ
ナaoに。ヤ
うoは。シ
°

必。墜

此 す。の
等 河・ 遺
の 流・ 跡



に
臨
ま
ぎ
る
の
以
前
に
於
て
一
種
の
土
蕃
の
綾
息
し
た
る
形
跡
を
卜
す
る
に
足
る
の
み
か
ら

，
、
此
等
民
族
は
我
國
の
各
地
に

，

存
在
せ
る
遺
跡
を
留
め
た
る
も
の
ビ
同
一
民
族
に
し
て
、
互
に
共
通
せ
る
開
係
の
存
せ
る
も
の
た
る
や
自
明
の
事
に
属
す
る
か

ＸツＯ

第
二
　
原
始
時
代
の
遺
跡
遺
物

有
史
以
前

に
於
け
る
日
向

に
は
我
祀
先

ピ
何
等

の
関
係

み
き
土
蕃
の
遺
跡

の
存
在
せ
る
こ
ど
を
述

べ
し
が
■
衛
之

に
久
ぎ
て

夏

に
注
意
す

べ
き
遺
跡
遺
物
の
存

せ
る
も
の
あ
う
。
そ

は
如
何
な
る
も
の
に
層

せ
る
か
と
云

へ
ば
、
石
器
時
代

の
も

の
と
は
全

く
関
係

チ
き

一
凝
特
別

の
も
の
こ
見
微

さ

い
る

べ
か
ら
ぎ
る
理
由
を
有
す
。

焼
遺
物

に
就

き
て
最
も
注
意
す

べ
き
は
、
其
土
器
に
し

て
、
爾
本
新

界
に
於
て
爾
生
式
或

は
中
間
土
器

の
稀
呼
を
有
し
肘
地

の
各
地

よ
う
稜
見
せ
ら
る

よ
も
の
か
る
が
、
其
形
磯

は
壷
、
高
杯
■
皿
、
甕
等

の
類

に
し

て
、
燒
方

は
寧

ろ
石
器
時
代
の
も
の

よ
う
も
粗
雑
か
る
の
み
か
ら
ず
、

其
形
式
、
意
匠
も
芥

た
撰
を
異

に
し
、
模
様

の
如
き
主
こ
し

て
灘
何
學
的
つ
も
の
を
用

ひ
ギ

一
も
石
器
時
代
の
も
の
に
見

る
が
如
き
原
始
的
唐
車
波
様
等
の
存
す
る
か
く
Ｌ
衛
此
土
器

の
模
様

の
輪
廓
中

に
は
最

も
小
さ
善

布

目
若
く
は
細

日
を
印
し
、
ュ

っ
朱
を
ツ

て
外
面

を
塗
抹

せ
る
も
の
も
あ
う
。
爾
し

て
其
存
在
場
所
よ
う
は
多
く
完
全
み
お
う

の
を
警
掘
し
得

ら
れ
、
彼

の
破
損

物
勝
の
石
器
時
代
土
器

の
比

に
あ
銹
す
し

て
、
互

に
並
列
し

て
埋
殺
せ
る
か
の
如

き
傾
向

を

有
す
。
左
れ
ば
此
等
土
器

の
存
在
場

所
は
首
時
何
等

か
宗
教

上
の
意
味

を
合
有

せ
る
に
は
あ
ら
す

や
ど
の
疑
間
を
生
さ
し

コ
る

か
う
。

前
述

の
魚
く
、
石
器
時
代
の
土
器

に
比
し

て
、
其
形
畿
、
燒
方
、
模
撲

．
存
在

の
状
態
等

に
於

て
相
違

の
静
多
く
、　
一
も
連

絡
す

る
所
か
き
ょ
ぅ
見
れ
ば
、
此
土
器
を
使
用
せ
し
民
族
は
彼

の
石
器
時
代

の
民
族

ど
は
自
ら
別
種
の
も
の
に
し

て
、
石
器
時

一
いニ



一
“

代
よ
り
此
時
代
に
推
移
し
奈
る
過
渡
時
代
の
も
の
と
も
見
る
べ
き
連
絡
す
ら
も
見
鶴
す
を
得
す
ｏ
然
ら
ば
我
日
本
民
族
の
遺
し

一よ
う
考
ふ
る
ヽ
古
墳
築
造
時
代
に
於
け
る
我
祀
先
ど
は
何
等
の

交
渉
か
で
大
に
其
性
質
を
異
に
せ
る
も
の
ご
見
る
の
委
営
み
る
を
信

，
ｏ
然
れ
ご
も
任
細
に
之
が
比
較
研
究
を
途
ぐ
れ
ば
唯
だ

我
古
墳
土
器
中
に
於
け
る
埴
輪
に
就
て
業
模
様
の
鋭
何
學
的
か
る
離
に
於
て
多
少
の
連
絡
を
見
、
衛
ほ
高
杯
の
如
き
二
着
共
に

之
を
存
せ
る
の
み
な
ら
す
此
等
が

一
種
宗
敷
上
の
儀
式
に
供
せ
Ъ
れ
た
る
状
態
よ
う
見
れ
ば
此
に
多
少
の
連
絡
を
我
古
墳
時
代

の
も
の
に
見
出
し
得
る
の
離
か
き
に
し
も
あ
ら
す
ご
云
ム
を
得
べ
ぐ
．
即
ち
換
言
す
れ
ば
薬
頼
似
関
係
の
度
は
石
器
時
代
よ
う

隅
種。の
嫌

も。見
嚇

ど。を
見。得
体
４

得。。
べ． 此。
け。１こ。
れ。於。

】
ゆ
Ⅵ

我． 土．
古． 器。

嚇
時。使。
代． 用．
の。せ。
民。し．
族。民。

ぐ
考
へ
本
ら
ば
此
等
の
遺
物
は
吉
墳
築
造
時
代
よ
う
も
更
に
一

居
吉
に
遡
う
た
る
時
代
に
し
て
、
妙
ぐ
ど
も
日
向
に
於
け
る
最
古
収
族
も
亦
此
民
族
ち
わ
ご
云
仏
を
得
べ
し
ｏ
吾
人
は
我
民
族

が
如
何
か
る
人
種
に
燒
す
る
か
を
海
言
す
る
か
ぐ
し
て
、
撃
に
之
を
Ｘ
民
族
ご
し
て
考
ム
れ
ば
■
日
向
に
於
け
る
我
最
古
の
祀

先
は
、
掌
ろ
音
墳
築
造
時
代
の
遺
物
を
残
し
行
き
た
る
も
の
に
あ
ら
す
し
て

燐ゅる。を遺。想聴並。す１と。ん熾助疑を。今孵韓わけ聯ψ鱒増始妙ゆ得。最。増抄紳帥拇勒

英
土
器
は
衛
埴
部
土
器
を
用
ゆ
ざ
雖
も
と
共
殆
ご
絡
て
は
競
に
遮
く
陶
の
名
め すoな 。其
う る。う。以
て 3】 oこ 。前
所 ).せ。の
言胃 O 掟だ。も
現 彼 此・ の
代 の 等●ビ
語 音 中。云
の 墳 間。ム
就 時 土。の
部 代 器。営
上 の 鳳pe tR/

君辞 女H 朔。る

鷺 甚 簑:銚
り 至 土。か
る う 捧静 ざ
を て を。る
見 は 段。な



る
。
面
か
も
此
肌
部
土
器
の
燒
方
は
最
も
堅
牢
に
し
て
鋭
に
進
歩
稜
連
し
不
完
全
か
が
跡
も
魏
軽
を
使
用
せ
る
さ
へ
め
う
て
楽

色
芥
鼠
色
を
墨
せ
る
を
見
や
ば
、
其
製
作
法
は
既
に
大
陸
の
影
響
を
受
け
詑
る
も
の
ど
思
料
す
る
を
得
べ
し
。
加
之
比
等
吉
墳

時
代
に
於
て
は
銑
に
鏡
あ
う
裕
子
玉
め
う
て
、
其
時
代
は
略
ば
此
等
に
よ
う
で
す
ら
も
決
す
る
を
得
る
か
る
べ
し
。
然
る
に
此

遺
郎
遺
物
は

一
居
逮
遠
の
も
の
に
し
て
Ｌ
爾
本
古
園
日
向
を
研
究
せ
ん
こ
欲
す
る
者
の
多
く
は
琶
に
古
墳
薬
着
に
の
み
注
意
を

傾
倒
し
て
共
以
前
に
於
け
る
我
慮
先
り
遺
物
に
就
き
て
注
意
を
排
ム
こ
こ
の
秒
き
は
予
の
最
も
遺
憾
ご
す
る
所
３
♭
。
若
し
此

争
の。
遺。
跡．
遺。
物。
ぃ
ぃ
て。
我．
陣
先。
の。
も。
妍
加
漿
議
せ。
い
■
日．
向。
ゅ
地。
１ょ。
最．
も．
古．
静
も。
後
い
い
て。
■
浄
墳。
築。
造。
時．
代．
歩
前．
願

１こ。
業．
山

我。
離
浄
眸
先。
の。
居。
住。
せ。
う。
ぃ
事。
か
主。
＝昌。
し。
得。
る。
陣
首。
然．
の。
結．
果．
加
”
議
云．
ム。
か
得。
、
ぃ
。

第
三
　
有
史
時
代
の
遺
跡
遺
物

予
は
既
に
原
始
日
本
民
族
の
遺
跡
遺
物
に
就
き
て
略
読
す
る
所
あ
う
た
る
が
自
時
の
我
祀
先
は
土
墳
を
築
き
又
は
山
腹
に
横

穴
を
設
け
て
墳
墓
こ
窮
す
が
如
き
風
留
の
認
む
べ
き
も
の
み
ぐ
其
文
化
的
程
度
も
亦
頗
る
幼
雅
か
う
し
か
う
ｏ
然
る
に
有
史
時

代
に
入
う
て
は
文
化
大
に
進
み
随
て
其
埋
葬
に
際
し
て
も
土
墳
を
築
き
ス
は
横
穴
を
設
け
て
墳
墓
ど
篤
す
が
如
き
程
度
に
ま
で

進
≫
せ
る
に
至
れ
う
し
を
見
る
ｏ
考
苦
學
上
の
見
地
よ
う
す
れ
ば
此
時
代
に
於
け
る
文
化
０
中
心
代
表
と
見
る
べ
き
は
、
一
に

此
吉
墳
の
存
在
か
る
が
波
に
特
に
古
墳
時
代
ご
し
て
営
時
を
表
欲
す
る
を
適
営
ど
す
べ
し
ｏ

・
素
よ
う
此
等
吉
墳
は
営
時
の
人
を
埋
葬
せ
し
一
箇
の
墳
墓
比
る
に
過
ぎ
ぎ
る
が
故
に
路
に
其
時
代
の
風
留
に
関
す
る
一
本
部

分
を
示
す
に
過
ぎ
す
と
難
も
、
比
等
古
墳
に
は
蒼
に
営
時
の
人
を
埋
葬
し
た
る
の
み
か
ら
ず
、
復
た
げ
て
曽
時
の
衣
服
Ｌ
持
身

具
、
其
他
日
用
諸
器
具
及
武
器
等
に
至
る
ま
で
の
諸
藝
術
品
を
も
埋
め
ら
れ
ば
、
此
等
古
墳
墓
に
依
て
各
方
面
に
於
け
る
文
化

的
状
態
を
推
知
す
る
を
得
る
か
う
。
此
離
よ
う
観
察
す
れ
ば
古
墳
は
営
時
の
一
大
博
物
館
と
も
稀
す
べ
き
も
の
に
し
て
其
中
に

ト
ニ



一
糞

は
種
々
か
な
藝
術
品
の
陳
列
せ
ら
る
Ｌ
が
故
に
予
は
古
墳
研
究
を
以
ｔ
最
も
有
意
味
チ
ォ
こ
解
す
な
に
躇
疇
せ
す
。

跡
に
有
え
時
代
こ
郡
す
る
も
此
等
遺
跡
遺
物
は
季
安
朝
以
前
の
も
の
に
し
て
主
と
し
て
茶
良
朝
及
其
以
前
の
も
の
に
就
き
て

述
べ
ん
ざ
欲
す
。
而
し
て
日
向
に
は
祭
良
朝
及
其
以
前
の
も
の
に
豊
富
に
し
て
何
れ
も
我
祀
先
の
遺
棄
せ
し
も
の
か
れ
ば
古
國

歯
向
の
一
班
を
窺
は
ん
に
は
此
等
の
事
質
に
依
ｂ
て
固
陽
す
る
の
外
か
け
ん
。
今
此
事
質
を
述
ぶ
る
に
方
う
て
予
は
大
路
た
の

一事
項
に
厘
別
し
て
記
載
せ
ん
ど
欲
す
。

一
、
土

　

墳

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

一　
二
、
横

　

穴

一土
墳
一
と
は
内
部
に
石
潮
■
石
構
等
を
埋
め
其
上
よ
う
土
を
覆
ム
て
以
て
古
墳
を
形
成
せ
る
も
の
是
か
う
。

一関
月
一
と
は
内
若
く
は
丘
陵
の
中
腹
に
穴
を
穿
ち
之
に
死
若
を
埋
葬
せ
る
も
の
是
う

，
。
　
　
　
　
　
　
・

以
上
の
如
く
古
墳
を
大
別
し
て
二
種
こ
か
せ
ご
も
衛
ほ
前
若
た
る
土
墳
を
細
別
す
れ
ば
其
形
式
に
依
て
左
の
如
く
更
に
之
を

分
類
す
る
を
得
る
み
ぅ
。

一
、
有
石
郡
土
墳

二
、
無
石
柳
土
墳

和
淵
課
雪
裔
興

と
は
土
墳
の
内
部
に
石
廓
を
築
き
た
る
も
の
か
う
。

臨
圏
爛
船
閣
閣

と
は
之
を
有
せ
ぎ
る
も
の
を
稀
す
る
う
う
。
然
れ
ご
も
此
無
石
廓
土
墳
中
に
は
石
構
の
存
在
せ
る
も
の
あ
れ
ば

更
に
之
を
左
の
如
く
細
別
す
る
を
得
べ
し
。

Ａ
，　
純
土
墳

ＪＩ
，　
有
石
構
土
墳



Ｃ
，　
有
土
棺
土
墳

日
向
に
於
け
る
今
回
の
調
査
中
有
石
榔
土
墳
は
僅
に
三
ヶ
所
に
之
を
見
た
る
に
過
ぎ

，
し
て
、
他
は
悉
ぐ
無
石
廓
土
墳
３
う

〓
ｏ
他ｅ
の。
我．
各。
地．
』
於。
て。
ぃ
と
代ｅ
の。
も。
の。
れ
し。
云．
へ。
卜
殆．
詩
其。
経
て。
施
有．
石。
榊
加
彿
ぃ
反。
ぃ
、
日。
向。
１こ。
於。
ぃ
彿
大．
部．
分．
沖
無．
石．

肺
か
る。
イょ。
大。
巨
注．
意。
み
要。
”
べ。
き。
静
ね
統
か
失。
陣
丼
。
而。
し。
一
頬
石。
榊
土。
墳。
ぃ
於．
争
石。
様
少
存。
紳
世
る。
神
の。
眸
争
静
ぃ
て。
延．
岡．

地。
方。
』
ｈ
ま．
先
て。
ヽ
他．
１ょ。
殆。
ご．
之。
称
見。
猫
能．
１ょ。
ざ。
う。
き。
ｏ
而
し
て
彼
の
祭
土
原
の
如
き
古
墳
の
数
に
於
て
最
も
豊
富
な
る
地
か

る
に
も
拘
は
嚇

，

一
も
此
地
に
於
て
有
石
柳
の
も
の
デ
一稜
見
す
る
を
得
ぎ
う
し
が
如
き
亦
た
注
意
す
べ
き
事
賃
た
る
か
う
ｏ

久
に
横
穴
に
就
き
て
云
へ
ば
、
横
穴
の
分
布
も
亦
た

一
定
の
分
布
状
態
を
認
む
る
に
足
る
も
の
あ
う
。
例
せ
ば
．
高
千
穂
の

如
き
は
殆
ご
其
全
部
が
横
穴
の
み
に
し
て
、
予
は
絡
に

一
箇
だ
も
土
墳
の
存
在
せ
る
も
の
を
認
め
能
は
ぎ
う
し
か
う
。
而
し
て

他
に
於
て
は
土
墳
琶
横
八
こ
相
交
け
て
存
在
せ
る
を
見
た
う
。
此
に
於
て
か
日
向
上
代
の
墳
墓
も
其
地
理
學
的
に
多
少
の
特
色

を
有
す
る
も
の
こ
見
て
差
支
か
か
笏
ん
こ
こ
を
信
す
る
も
の
か
う
。

最
後
に
注
意
す
べ
き
は
、
爾
本
考
古
家
及
歴
史
家
の
上
代
に
於
け
る
遺
跡
遺
物
の
調
査
に
封
し
て
は
、
土
墳
激
横
穴
を
経
ご

し
、
久
に
之
よ
う
鶴
で
た
る
遺
物
を
緯
ご
し
て
其
研
究
材
料
を
充
た
さ
ん
と
し
た
る
傾
向
か
る
も
、
予
は
日
向
を
調
査
す
る
に

０
　
０
　
Ｃ

及
び
付
ほ
此
他
に
於
る
同
時
代
の
有
力
か
る
資
料
を
稜
見
す
る
を
得
た
う
ｏ
升
は
即
ち
山
城
の
遺
跡
に
開
し
て
か
♭
ｏ
山
城
は

弾
意。
漿
よ。
【
云。
僧
ぃ
古。
代。
の。
紳
趾．
静
も．
云．
ふ。
、
ぐ。
ヽ
其。
形。
式。
陣
静
朝。
鮮．
及。
脱
洲。
巨
通．
じ。
て。
存。
在．
せ。
彿
帥
城．
の。
形．
式。
酌
同。
一
の。
も。

の。
１こ。
ぃ
て。
ヽ
脂
争
山
古。
墳．
時．
代。
れ
同．
一
の。
もｅ
の。
１こ。
し。
て。
■
浄
時．
の。
人。
民。
ぃ
此。
艤
住。
し。
、。
或。
イま。
勝
を。
「
種。
の。
要．
騨
静
し。
て。
使。
用。
し。

が
る。
も。
の。
な。
う。
議
云。
沖
み
得。
禅
ぃ
ん。
ｏ

予
の
賃
際
に
脱
察
せ
し
箇
庭
に
就
碁
て
記
す
も
共
歎
極
め
て
多
ぐ
、
高
千
穂
よ
う
五
箇
瀬
川
に
治
ム
て
延
間
に
達
す
る
流
域

を
初
め
、
高
鋼
を
中
心
ご
し
た
る

一
ノ
頼
川
流
域
決
大
淀
川
流
域
に
於
け
る
が
如
き
其
分
布
の
汎
ぐ
し
て
復
た
其
歎
極
め
て
豊

一
七



一
八

富
か
ヽ
き
。
貿
に
や
営
時
の
我
祀
先
が
此
山
城
を
使
用
せ
う
し
事
買
は
分
明
か
る
も
の
に
し
て
、
今
日
彼
の
筑
前
筑
後
等
に
於

て
稜
見
せ
る
所
謂

『瀞
籠
石
』
の
遺
跡
に
就
き
て
の
論
議
の
如
き
諸
読
紛
々
た
る
が
一
と
し
て
大
陸
的
山
城
の
形
式
を
辞
べ
る

意
味
に
就
き
て
云
舟
せ
る
も
の
な
き
も
、
日
向
に
は
此
等
形
式
の
山
城
に
富
め
る
も
の
ご
云
ム
を
得
べ
ぐ
．
予
は
此
山
城
を
以

て
吉
壌
の
研
究
ど
相
侯
て
重
要
硯
す
べ
き
も
の
た
る
を
信

，
ｏ

第
四
　
古
墳
の
状
態
こ
其
遺
物

更
に
予
の
賃
陵
せ
し
日
向
各
地
に
於
け
る
古
墳
の
状
態
を
記
述
す
る
に
方
う
、
便
宜
上
之
を
地
方
分
け
に
匡
分
す
れ
ば
、
延

岡
、
高
鍋
、
茶
臼
原
■
祭
土
原
．
宮
崎
、
諸
縣
、
三
田
井
等
に
分
つ
を
得
べ
し
。
予
は
今
此
地
方
別
に
徒
て
順
次
記
す
る
所
め

ら
ん
と
す
ｏ

脳
柵
闇
腑
】
延
岡
は
日
向
の
最
北
隅
に
し
て
五
箇
顔
川
の
河
口
に
位
置
し
東
は

一
面
海
に
臨
み
、
西
北
南
の
三
方
は
山
を
以
て

団
ま
れ
自
ら
此
に

一
小
盆
地
を
形
成
せ
ｂ
。
由
本
延
岡
に
於
け
る
古
墳
の
多
く
は
共
西
地
方
に
存
在
し
て
、
土
墳
横
穴
相
交
錯

せ
る
を
見
る
も
先
づ
土
墳
に
就
き
て
記
せ
ば
延
岡
に
於
吹
る
も
の
工
形
式
は
其
外
形
に
依
う
て
凡
そ
二
柾
に
匝
別
す
る
を
得
べ

し
。
銚
子
塚
■
九
壕
即
ち
是
か
う
ｏ
　
　
　
　
　
　
・

銚
子
妖
は
共
形
所
謂
長
柄
の
銚
子
形
に
し
て
前
方
の
上
手
は
柄
に
相
首
し
、
後
方
の
墳
は
洒
を
盛
る
容
器
に
匹
敵
す
る
を
見

る
。
沖
れ。
陣
之。
を。
上。静
よ。う。見．
れ。
陣
柄．鰈
巨
似．
沖
る。
沖
故。
ぃ
又．
柄。鏡。
祭
こ。
紳
”
彿
若。
神
炉
”
、
今．
陣
み
式。
のｃ
代。
表。
物。
沖
も。紳
”

、
き。
イょ。
南．
方．
村．
争
天。
下．
１こ．
於。
け。
る。
と
大。
浄
難
‐こ。
し。
て。
ヽ
一

イよ。
天．
Ｔ。
肺
藤
鰈
座。
せ。
彿
敷。
地。
其．
浄

１こ。
し。
争
他。
の。
一
陣
天。
下。
藤
藤
ｔこ。
相。

難
ぃ
一

１ヒ。
方。
ぃ
存．
在．
ぃ
る。
も。
の。
加
”
ｏ
前
者
は
既
に
業
上
に
天
下
瀞
赴
の
鎮
座
せ
る
あ
ぅ
て

一
見
丘
陵
の
観
を
呈
す
れ
ご
も
近

く
と
に
隣
す
れ
ば
明
に
吉
墳
た
る
を
知
る
べ
て
、
而
か
も
瀞
蔵
の
鎮
座
せ
る
箇
所
は
後
方
図
形
の
部
分
に
相
営
せ
る
を
知
る
か



ら
ん
ｏ
此
古
墳
の
外
部
に
は

一
面
に
小
石
を
積
み
た
る
面
影
を
見
る
を
得
べ
し
。

今
此
古
墳
の
規
模
の
大
う
ち
よ
う
見
れ
ば
其
埋
葬
着
の
高
貴
の
人
た
る
に
相
き
か
き
を
知
る
べ
ぐ
、
衛
此
塚
の
側
に
沿
ム
で

一
小
九
家
の
存
在
せ
る
も
の
あ
る
を
見
る
べ
し
。
這
は
銃
に
其
或
部
分
の
破
壊
せ
ら
れ
あ
う
て
大
な
る
石
材
の
表
は
れ
出
づ
る

を
見
る
べ
ぐ
、
之
よ
う
し
て
直
に
共
有
石
郡
土
墳
か
る
や
否
か
を
決
定
す
る
能
は
ぎ
る
も
、
え
に
角
銚
子
形
古
墳
の
側
に
存
在

せ
る
よ
う
せ
ば
■
互
に
関
係
せ
る
も
の
か
る
を
思
考
し
得
べ
し
。
而
し
て
其
北
方
に
存
在
せ
る
第
二
の
銚
子
壕
の
如
何
か
る
も

の
か
る
か
を
見
る
に
、
是
れ
恰
も
丘
陵
上
に
其
の
自
．然
の
地
形
に
依
て
造
う
付
け
笏
れ
た
る
か
の
税
を
塁
す
る
も
の
に
し
て
、

其
形
銚
子
形
を
呈
し
て
其
麓
に
は
環
の
迎
も
残
存
せ
る
を
見
る
。
然
れ
ご
も
附
近

一
辞
に
は
人
家
の
部
在
せ
る
を
以
て
容
易
に

之
が
全
形
を
窺
ふ
能
は
ぎ
る
も
、
北
方
よ
う
遠
ぐ
之
を
望
め
ば
≠
髭
ご
し
て
美
し
き
銚
子
形
を
呈
せ
る
を
見
る
。
予
は
此
家
の

稜
掘
に
徒
事
し
馴
か
得
る
所
あ
う
し
が
、
元
本
此
土
墳
は
正
確
に
東
西
南
北
に
位
置
を
占
め
長
柄
の
先
端
は
正
東
に
面
し
後
方

国
形
の
部
分
は
正
面
に
位
し
て
天
下
瀞
赴
に
於
け
る
が
如
ぐ
小
石
を
以
て
其
外
部
を
覆

へ
る
を
見
る
。
先
づ
此
塚
の
上
部
よ
う

掘
う
初
め
し
が
内
部
に
は
石
榔
の
存
在
す
る
か
く
全
ぐ
上
鰻
頭
に
し
て
其
土
域
の
下
に
は
土
棺
の
存
在
せ
る
を
稜
見
せ
う
。
此

土
楠
た
る
粘
土
構
は
其
下
部
に
秒
利
を
敷
き
て
其
上
に
上
を
置
き
又
再
び
砂
利
を
敷
き
新
る
紘
設
を
重
て
以
て
粘
土
構
を
形
成

せ
る
も
の
に
し
て
、
英
土
構
の
長
さ
は

一
丈
五
尺
、
幅
員
は
中
央
に
於
て
三
尺
五
寸
■
東
端
に
於
て
三
尺
三
寸
．
西
端
に
於
て

三
尺
八
寸
か
♭
。
益
は
存
在
せ
る
も
上
部
に
於
け
る
土
石
の
屋
迫
に
依
う
て

へ
の
字
形
に
落
下
し
在
う
た
う
。
而
し
て
土
楠
は

粘

土
に
し
て
稜
掘
営
時
は
夙
白
色
を
量
せ
し
に
依
う
之
を
識
別
す
る
を
得
稜
掘
後
公
気
に
鯛
る
よ
に
徒
て
順
次
堅
さ
を
措
し
本

れ
う
ｏ
而
し
て
更
に
土
構
の
下
に
は
粘
上
の
居
を
見
其
下
は
砂
利
の
層
又
其
下
は
再
び
粘
土
の
層
に
し
て
土
構
の
内
部
に
は
未

を
詰
め
殊
に
未
は
東
の
部
分
に
於
て
濃
厚
の
も
の
を
遺
し
あ
う
た
ぅ
。

予
は
比
古
墳
に
於
て
如
何
か
る
遺
物
の
存
せ
る
か
を
椴
せ
し
に
東
の
部
分
に
は
曲
玉
管
玉
の
存
在
せ
る
あ
う
て
殊
に
竹
製
櫛

一
九



工
Ｏ

の
之
に
附
隧
せ
る
を
見
た
う
。
此
曲
玉
及
管
玉
は
瞥
時
装
身
呉
ど
し
て
死
着
の
項
に
懸
け
ら
れ
た
る
儘
葬
う
た
る
が
故
に
其
連

ね
た
る
糸
は
銑
に
沿
滅
し
謎
し
た
る
も
■
其
纏
ひ
た
る
玉
は
正
し
ぐ
築
儘
に
遺
留
し
あ
う
ｏ
碓
し。
争
之。
ぃ
附。
随．
】
る。
作
櫛。
イょ。
其．

舞
中
於。
て。
一
四。
箇。
許。
か
留。
め。
人。
骨．
陣
既。
１こ。
牌
滅。
し。
て。
其．
形．
を。
存。
せ。
ぎ。
る。
も。
想。
沖
臣
此。
竹。
紳
の。
置。
か
れ。
ね
る。
箇。
所。
陣
死。
若。
の。
頭．
部。

け
音。
れ．
彿
神
の。
か
ぃ
ん。
ｃ
即
ち
曲
玉
及
管
玉
は
頸
に
懸
け
た
る
も
の
に
し
て
、
竹
櫛
は
頭
に
刺
し
妨
し
た
る
も
の
か
ら
ん
。
而

し
て
此
竹
櫛
の
新
ぐ
多
く
存
在
せ
る
事
こ
玉
の
存
在
ど
の
関
係
よ
う
考
ふ
れ
ば
此
竹
櫛
は
営
時
行
は
れ
た
る
結
髪
美
豆
良
に
刺

し
筋
し
た
る
も
の
に
し
て
猾
今
日
に
於
け
る
嬬
女
子
の
東
髪
を
留
む
る
が
鶯
め
に
多
く
の
櫛
を
用
ゆ
る
と
同
様
か
う
し
か
う
。

比
竹
櫛
の
作
う
方
を
思
ム
に
、
多
く
の
竹
片
を
曲
げ
束
ね
糸
を
以
て
其
中
央
部
を
緊
縛
し
た
る
も
の
に
し
て
就
中
雨
端
の
竹
は

比
較
的
大
か
る
も
の
を
用
ひ
あ
う
て
上
部
に
は
紙
に
類
す
る
が
如
き
も
の
を
貼
附
し
あ
う
ｏ
這
は
彼
の
埴
輪
土
偶
の
髪
に
妨
せ

る
も
の
を
初
め
古
墳
品
中
之
が
模
造
品
と
し
て
石
を
以
て
製
作
せ
る
も
の
も
あ
う
。
鮮
臣
同．
形ｅ
の。
作
櫛．
イょ。
争
て。
之。
抄
周．
防．
臣
於．

け。
紳
葬
る。
浄
墳。
よ。
う。
も。
警
見。
せ。
る。
例。
あ。
る。
の。
み。
か
ら。
”
上。
代。
１こ。
於．
ぃ
る。
櫛。
漁
竹。
か
以。
て。
作。
”
ぃ
事．
由．
１ょ。
殊
‐こ歯
豫
記日
紳
妍
肺
仲
の。

窓．
１こ．
於。
て。
も。
言己。
載。
せ。
る。
沖
炸
ぐ。
伊。
ん
那。
岐。
命．
漁
伊。
み
酢
美。
命。
か
黄。
泉。
酢
１こ．
追．
ひ。
往。
き。
ま。
せ。
ぃ
時．
伊。
雅
那。
岐。
命。
―ょ。
左ｃ
の。
御ｅ
美。
豆。
良。

イこ。
舶
せ。
る。
湯。
静
れ
開。
絲
鋭
男ｅ
益

一
為
取。
Ｌ
鵬
崇
て．
火．
を．
騰
し。
以。
て。
暗。
静
を。
照。
し。
、
伊。
施
那。
岐。
命ｅ
ｔょ。
右。
の。
御．
美。
豆。
良。
』
刺。
せ．
る。
湯。

津。
伸
間．
櫛。
を。
帝
き。
肺
ぎ．
給．
、
卜
忽．
ち。
多
を。
↑
じ。
以。
て。
黄。
津。
醜。
女。
の．
難。
み
逃．
ゅ
静
せ。
給．
゛
る。
物。
語ｅ
ｔこ。
徴。
”
る。
も。
こ
営。
時。
の。
櫛。
か
竹。

製。
櫛。
も。
の。
加
”
し。
を。
考．
静
”
る。
イこｅ
足ａ
”
、
殊．
１こ。
此。
浄
掛
よ。
”
出。
で。
ね
る。
絲
の。
爾．
端．
比．
嫌
的。
大．
卜
る。
所。
以。
の。
も。
の。
イょ．
渉
て。
男。
静
―こ。

該
首
せ
る
も
の
と
見
る
を
可
琶
せ
ん
か
ｏ
待
ほ
新
る
櫛
の
形
式
は
欧
洲
に
て
は
彼
の
瑞
西
の
水
上
居
住
の
送
跡
よ
り
出
で
し
事

例
あ
る
も
、
這
は
襟
の
本
を
以
て
作
う
た
る
も
の
に
し
て
二
箇
相
連
接
せ
る
を
見
る
ｏ
若
し
張
ひ
て
現
今
最
も
角
形
式
に
似
通

ひ
た
る
も
の
を
求
め
ん
と
欲
せ
ば
南
洋
諸
島
に
於
け
る
も
の
に
し
て
殊
に
刊
川
剌

シ‐
司
群
島
の
ブ‐
刊
Ｔ‐
、
トー
ン‐
刻
響
の
上
人
の

使
用
せ
る
も
の
ゝ
如
き
蓋
し
之
が
好
適
例
た
る
に
痣
説
か
ら
ん
か
。
　
　
　
・



曲
玉
は
三
箇
を
稜
掘
し
た
る
が
何
れ
も
小
形
に
し
て
光
澤
あ
り
其
美
観
到
底
出
雲
石
の
如
き
比
に
あ
ら
す
。
管
玉
は
二
十
三

栖
を
稜
掘
し
た
る
が
是
亦
小
形
に
し
て́
美
観
を
塁
せ
う
。
予
は
此
費
掘
に
際
し
此
部
分
に
於
け
る
朱
を
取
除
き
て
以
て
玉
を
探

，

取
せ
ん
ど
せ
し
が
思
は

，
光
に
一
種
崇
高
か
る
霊
の
存
在
せ
る
を
蔵
得
せ
し
も
の
あ
り
き
。
而
し
て
此
中
央
部
に
は
向
つ
て
左

方
に
於
て
一
尺

一
寸
の
例
こ
棺
こ
不
行
に
安
置
し
其
下
部
に
は
更
に
左
右
に
二
個
の
刀
を
並
列
し
其
中
央
に
小
鋤
を
横

へ
之
る

の
み
に
し
て
他
に
は
何
等
の
遺
物
を
存
せ
す
人
骨
等
の
現
存
亦
た
之
を
認
む
る
能
は
ぎ
ｂ
き
。
思
ふ
に
比
壕
に
埋
葬
せ
銹
れ
た

尋

る
者
は
東
を
枕
ご
し
た
る
や
論
か
く
、
而
か
も
此
粘
土
棺
は
其
銚
子
形
の
墳
墓
の
中
央
に
存
在
し
柄
の
方
ご
同
位
置
に
在
う
。

此
に
於
て
か
営
時
の
死
段
の
頭
部
は
銚
子
形
の
後
方
に
在
う
て
其
足
部
は
柄
の
方
に
向
ひ
し
こ
と
を
考
へ
ら
る
よ
か
う
。
此
塚

に
は
外
部
に
於
て
建
辮
秘
笏
等
の
存
在
せ
る
か
く
前
逃
し
た
る
が
女‐‐
ぐ
全
ぐ
丘
陵
の
自
然
形
に
准
じ
て
加
工
し
た
る
も
の
ゝ
如

ぐ
築
成
せ
ら
れ
あ
う
て
古
墳
の
底
下
部
た
る
丘
陵
上
に
は
砂
利
を
敷
き
詰
め
其
上
に
上
を
雅
う
た
る
も
の
な
う
ｏ
而
し
て
此
妖

の
形
を
熟
就
す
れ
麿
自
ら
三
段
に
瞑
劃
せ
ら
る
ゝ
も
の
あ
う
。
即
ち
柄
の
方
に
於
て
二
段
、
之
に
後
の
銚
子
形
を
加

へ
て
此
に

三
段
の
形
式
を
篤
せ
う
。
予
は
光
古
墳
に
就
き
て
衛
ほ
興
味
め
る
事
質
を
警
見
し
た
う
。
そ
は
此
古
墳
の
基
礎
た
る
丘
陵
は
始

石
器
時
代
の
民
族
の
居
住
せ
う
し
場
所
に
し
て
吉
墳
は
九
石
器
時
代
の
遺
跡
の
上
に
築
か
れ
居
る

一
事
み
う
。
即
ち
石
器
時
代

以
後
に
於
け
る
何
程
か
の
土
が
其
遺
跡
の
上
を
覆
ひ
此
自
然
に
覆
土
さ
れ
た
る
上
に
更
に
古
墳
を
築
造
し
た
る
も
の
に
し
て
、

予
の
考
と
し
て
は
石
器
時
代
の
遺
物
の
挟
ま
れ
た
る
包
合
層
よ
う
此
古
墳
築
成
の
最
下
底
に
於
け
る
砂
利
に
達
す
る
迄
の
間
は

僅
に
五
寸
許
の
層
に
し
て
即
ち
此
五
寸
の
距
離
は
其
年
代
を
示
せ
る
も
の
に
し
て
石
器
時
代
よ
う
古
墳
築
成
の
間
は
此
五
寸
に

依
う
て
意
味
せ
ら
れ
た
る
も
の
こ
云
ム
を
得
べ
て
、
是
に
依
て
之
を
見
れ
ば
此
吉
墳
が
石
器
時
代
こ
餘
♭
遠
か
跡
ぎ
る
時
代
に

於
て
築
成
せ
嚇
れ
た
る
も
の
か
る
こ
と
を
思
料
し
得
る
に
難
か
ら
ず
ｏ
而
し
て
此
鹿
よ
う
は
彼
の
裕
子
玉
の
如
き
も
の
も
出
づ

る
か
く
、
又
石
郡
も
か
ぐ
．
周
園
に
埴
輪
樹
物
等
を
も
見
ぎ
る
よ
う
す
れ
ば
、
此
吉
墳
が
吉
墳
ご
し
て
の
最
吉
の
時
代
に
属
す

一一
一



一
一
エ

る
も
の
に
し
て
而
か
も
高
貴
の
人
の
葬
ら
れ
し
場
所
た
る
べ
，き
を
想
見
す
る
に
難
か
銹
す
。
今
日
此
古
墳
に
開
す
る
何
等
の
憾

静
を。
有。
ぃ
ぎ．
紳
柿
貯
地．
後
天。
下。
こ。
紳
”
る。
か
如，
き。
陣
最。
も。
静
意．
”
れ
き。

，也。
名。
―こ。
し。
て。
、
彼。
勿
記．
怨
及．
高。
策．
集．
争
い
散。
矛
す。
る。
『

天．
降ａ
ぃ
し。
Ｌ
神
許
“
か
彿
沖
姫
ぐ。み
陣
ｂ
‐こ．天。
れ
う。何。争
沖
妍
藤
炉
降．臨。
せ。ぃ
炉
い
樽．読。
を。有．
ぃ
し。
陣
′よ。力
る。
沖
、
果
し
て
然

ら
ば
此
等
二
大
古
墳
に
就
き
て
も
芥
乾
相
聞
運
せ
る
憾
読
を
有
せ
し
も
の
ご
見
る
を
得
ん
。

久
に
注
意
す
べ
き
は
既
に
序
諭
中
に
記
載
せ
し
が
如
ぐ
日
向
に
於
て
は
有
石
榔
の
上
墳
少
ぐ
し
て
多
く
無
石
椰
の
も
の
か
る

事
に
し
て
、
此
庭
に
高
貴
の
人
を
葬
う
し
銚
子
形
の
上
墳
も
亦
た
無
石
郡
か
る

一
事
か

，
ｏ

元
本
無
石
櫛
土
墳
は
畿
内
、中
國

開
東
等
の
も
の
よ
り
考
ム
れ
ば
普
通
の
も
の
に
あ
ら
ぎ
る
を
思
は
し
め
、
此
等

一
般
古
墳
に
就
き
て
の
み
の
智
識
を
有
す
る
着

よ
う
す
れ
ば
所
謂
其
法
則
に
営
て
鉄
め
ら
れ
ぎ
る
か
の
如
き
蔵
あ
ら
ん
も
、
予
は
却
て
興
味
あ
る
事
質
を
語
な
も
の
か
う
ご
云

点
を
憚
ら
す
。
彼
の
後
漢
、
三
國
時
代
に
成
う
し
魏
志
に
依
れ
ば
日
本
の
音
墳
に
就
き
記
し
て
日
ぐ

『
其
死
有
棺
無
柳
封
土
作

妖
』
だ
め
う
。
比
棺
め
う
て
郡
か
し
ビ
記
し
た
る
は
日
向
古
墳
に
於
て
見
る
こ
同
形
式
の
も
の
に
し
て
、
山
本
予
は
閉
東
、
畿

内
等
の
古
墳
地
域
に
往
本
出
入
す
る
こ
と
の
繁
き
炉
故
に
比
魏
志
の
記
事
を
以
て
常
に
解
群
に
苦
む
所
か
う
し
が
、
今
親
し
て

日
向
を
調
査
す
る
に
及
ん
で
其
事
質
の
符
合
せ
し
に
想
到
し
蔵
興
禁
今
能
は
ぎ
る
か
う
ｏ
而。
加
も。
脂
れ
難
の。
大。
１こ。
ぃ
て。
其．
内。
袖

ｅｌこｅ．・存。
・在ｅ
ｅせｅ
ね
遺。
物。
争
よ。
”
見．
れ．
膝
姉
何。
１こ，
ｉ
統
も。
決。
♭
て。有．
石。榊
土。
墳。
の。
形。
式。
抄
省。
略。
ぃ
て。
石。
酢
を．
用。
佛
ざ。
う。
し。
も。
鋭
議
思。
考．

す
る
を
得
す
。
加
之
粘
土
構
を
設
け
た
る
が
如
き
他
地
方
に
於
て
見
る
可
か
ら
ぎ
る
現
象
に
し
て
是
わ
畢
貴
我
古
國
日
向
に
於

●

０

●

●

Ｏ

Ｃ

●

Ｇ

Ｏ

ｅ

●

０

●

ｏ

ｏ

Ｏ

●

弾

跡

ぐ．

静

も
。

埴
。

輪
。

築
。

成
。

時
。

代
。

よ 。

”

け
る
最
古
の
吉
墳
た
る
に
相
違
か
か
る
べ
て
、
況
ん
や
此
に
埴
輪
樹
物
の
存
在
せ
ざ
る
が
如
善

も
遠
ぐ
上
代
に
遡
う
た
る
も
の
た
る
や
朗
か
う
う
。

天
下
湖
雅
み
る
銚
手
形
古
墳
を
去
る
約
二
Ｔ
許
に
し
て
互
に
相
彎
せ
る
こ
栖
の
回
壕
古
墳
あ
う
予
は
此
二
個
の
国
家
を
も
駿



掘
せ
る
が
今
左
卜
業
結
果
を
記
載
せ
ん
と
欲
す
。

予
は
先
づ
此
二
価
の
回
塚
中
西
方
に
於
け
ち
も
の
よ
う
機
掘
に
着
手
せ
し
が
、
此
塚
・は
曾
て
共
上
部
に
於
て
多
少
の
強
掘
を

試
み
し
も
の
に
し
て
其
営
時
既
に
一
本
の
直
刀
ビ
一
枚
の
吉
鏡
と
を
掘
う
出
せ
う
、
此
吉
鏡
は
其
形
小
に
し
て
優
秀
の
も
の
に

は
あ
ら
ぎ
る
も
所
謂
漢
鏡
た
る
や
明
か
わ
。
而
し
て
洸
獲
掘
の
場
所
は
頂
上
よ
う
約
三
尺
の
箇
所
に
止
う
し
が
、
予
は
更
に
其

以
下
を
稜
掘
し
た
る
に
此
古
墳
も
亦
石
郡
無
き
土
墳
に
し
て
彼
の
直
刀
及
古
鏡
の
出
し
庭
よ
う
下
る
こ
こ
三
尺
印
ち
頂
上
よ
う

六
尺
に
し
て
石
構
に
掘
♭
営
る
を
得
た
う
。
陸
在
牌
匹
静
伊
勲
た
岩．
沖
う。
成。
る。
頴
を。
激
ひ。
加
”
い
も。
み
い
三．
箇。
ぃ
碑
損．
せ。
ぃ
ｏ

此
森
は
颯
式
に
し
て
共
尖
端
に
突
起
を
有
し
北
面
せ
る
部
分
は
完
全
か
る
も
南
面
せ
る
部
分
に
於
て
破
損
せ
る
か
り
ｏ
予
は
試

に
比
破
損
益
の
中
央
部
を
取
り
去
♭
て
検
し
た
る
に
曇
式
の
益
は
最
初

一
枚
よ
う
形
成
せ
ら
れ
し
も
上
部
の
重
量
に
堪
わ
す
し

て
屋
通
せ
ら
れ
終
に
破
損
す
る
に
至
う
ｔ
も
の
ど
察
せ
ら
れ
た
う
。
衛
ほ
悉
く
其
益
を
取
除
き
て
絵
す
る
に
下
の
石
棺
英
者
は

四
価
の
石
材
を
以
て
同
里
形
に
組
み
合
せ
銹
れ
其
底
部
に
も
亦
た
数
枚
の
石
材
を
敷
き
講
め
居
れ
う
。
又
最
初
は
未
を
以
て
請

め
し
も
の
こ
覺
し
ぐ
石
棺
り
内
部
に
其
附
著
せ
る
を
見
た

，
。
而
し
て
内
部
の
遺
物
は
北
西
の
一
隅
に
於
て
一
枚
の
麓
を
認
め

其
下
方
に
於
て
纏
に
形
を
認
め
得
る
程
度
に
於
け
る
下
肢
骨
を
認
め
特
た
る
が
、
之
を
取
上
ぐ
れ
ば
忽
ち
形
を
逸
し
た
る
程
か

コ
　
ノ
　
カ

う
ｏ
思
ム
に
是
わ

一
人
の
死
着
枕
を
北
に
し
足
を
南
に
し
た
う
し
を
知
る
べ
く
、
構
の
中
央
に
は
飼
刀
二
本
、
小
刀
子
の
如
き

も
の
二
本
を
並
べ
西
側
の
縁
に
は
其
北
隅
に
矢
殻
を
束
に
し
在
う
て
其
下
方
に
入
骨
の
下
肢
ら
し
き
も
の
を
認
め
た
う
ｏ
彼
の

矢
殻
は
蓋
し
之
を
枕
ご
し
た
る
も
の
か
跡
ん
か
。
而
し
て
前
屍
鵬
ご
相
掛
せ
し
め
英
中
央
に
は
彼
の
卿
刀
を
安
置
し
あ
る
か
う
。

思
ム
に
是
れ
槽
中
の
人
は
二
人
に
し
て
其

一
人
は
正
に
殉
死
者
に
は
あ
ら
ぎ
る
無
き
か
。
玉
し
矢
殻
を
枕
し
た
る
若
の
方
は
男

子
に
し
て
、
他
の

一
人
着
は
女
子
か
う
し
か
銹
ん
ｏ

以
上
の
事
賃
に
基
き
て
考
ム
る
に
此
壕
は
土
墳
の
下
部
に
石
構
を
安
置
し
夏
に
其
上
部
に
鋤
鏡
等
を
安
置
せ
る
は
営
時
何
等

一一
三



こ
四

か
宗
教
上
の
儀
式
の
存
在
せ
う
し
を
意
味
せ
る
も
の
ご
覺
し
ぐ
其
上
部
に
在
る
鏡
効
は

一
種
の
魔
除
け
の
意
味
に
於
て
用
ひ
ら

れ
し
も
の
に
は
あ
ら
ぎ
る
か
。
彼
の
桑
き
に
稜
掘
せ
し
上
部
の
遺
物
の
存
在
せ
し
状
態
か
如
何
か
う
し
か
は
首
時
予
の
参
會
せ

ぎ
う
し
を
以
て
之
セ
詳
知
す
る
を
得
ぎ
る
を
遺
撼
と
す
る
か
う
。
含
ほ
此
事
賃
よ
う
す
れ
ば
上
部
に
遺
物
を
獲
掘
せ
し
場
合
多

年
は
最
早
遺
物
は
是
迄
か
う
こ
し
て
棄
て
よ
之
を
顧
み
ざ
う
し
も
此
経
験
に
於
て
夏
に
下
部
を
稜
掘
す
可
き
大
教
訓
を
得
た
る

か
う
ｏ

予
は
夏
に
東
方
の
回
壕
に
向
て
稜
掘
を
試
み
た
る
が
、
比
威
は
上
部
に
て
は
何
物
の
存
在
を
も
認
め
ざ
う
し
が
、
頂
上
よ
い

同
じ
く
約
六
尺
に
し
て
復
た

一
の
石
構
に
會
せ
う
ｏ
而
し
て
之
に
も
亦
恭
を
有
せ
し
が
甚
し
ぐ
屋
迫
せ
ら
れ
あ
り
て
殆
ご
押
し

つ
ぶ
さ
れ
ん
計
う
か
う
し
が
、
其
形
式
は
前
と
同
じ
く
し
て
裏
側
に
於
て
〔
式
に
掘
う
凹
め
ら
れ
あ
し
た
う
ｏ
”
て
養
を
取
り

て
擁
す
る
に
石
棺
は
依
然
石
材
の
組
合
せ
に
し
て
其
底
に
は
四
枚
の
石
材
を
以
て
正
し
ぐ
敷
詰
め
め
う
て
盛
に
も
亦
た
同
じ
く

朱
を
詰
め
た
る
も
の
と
覺
し
ぐ
石
槽
の
内
部
に
は
各
所
に
朱
の
附
著
せ
る
を
見
た
う
。
而
し
て
人
骨
は
最
早
湾
失
し
て
認
む
る

に
由
う
か
ら
し
も
、
西
方
の
上
部
に
於
て
南
京
玉
の
怖
子
小
玉
無
致
に
存
在
せ
う
し
は
頸
飾
う
ご
し
て
経
ひ
し
に
相
違
な
か
る

識．
ヵ
”
る。
を．
得。
沖
ｂ．
均
時
韓
勒
嘲
拗
勒
Ч
翠
］
蜘
鰤
均
剤
囃
娩
、
推
知
せ
銹
る
よ
う
う
ｏ
靡
子。
玉。
の。
色。
歩

イょ。
略。
ぃ
之。
み
三。
種。
１こ。

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
色
に
し
て
衛
此
頸
飾
う
の
下
部
に
は
刀
剣
矛
矢
等
の
存
在
せ

る
を
見
た
る
が
、
刀
の
承
の
部
分
に

一
箇
の
硲
子
玉
り
小
か
る
が
附
着
せ
う
。
而
し
て
此
環
に
は
不
思
議
に
も
刀
に
接
近
し
て

曲
玉
管
玉
の
存
在
せ
る
を
見
た
る
の
み
か
ら

，

一
方
に
於
て
裕
子
小
玉
の
み
の
新
ぐ
も
多
数
か
る
を
認
め
た
る
は
絶
当
不
可
思

議
の
現
象
に
し
て
↓
嫁
に
曲
玉
は
唯

一
箇
の
み
に
上
う
し
も
美
し
き
大
曲
玉
な
う
し
の
み
か
ら

，
、
管
玉
に
至
う
て
は
共
歎
箇

三
に
過
ぎ
ぎ
う
し
も
三
箇
ど
も
踊
瑞
石
を
以
て
製
作

。した
る
も
の
に
し
て
由
本
此
種
の
管
玉
は
珍
中
の
珍
品
に
て
も
最
も
注
意

す
べ
き
慣
値
を
有
す
る
か
う
。



以
上
二
箇
の
土
墳
が
相
封
的
に
接
近
せ
る
よ
う
す
れ
麿
彼
脱
互
に
開
係
阪
給
の
存
せ
し
や
勿
論
か
る
べ
ぐ
殊
に
石
槽
の
形
式

は
相
似
的
か
る
も
其
埋
奔
法
に
於
て
朋
か
差
別
あ
る
を
見
る
か
う
。
即
ち
西
方
の
上
墳
に
て
は
刀
剣
矛
矢
等
の
如
き
武
器
を
以

て
埋
葬
さ
仲
あ
る
に
当
し
東
方
の
も
の
は
武
器
に
加
ふ
る
に
岱
ほ
曲
玉
■
硲
子
小
玉
等
の
類
を
以
て
せ
る
か
り
ｏ
而
し
て
此
附

近
に
は
昔
時
石
構
を
有
せ
し
土
墳
の
無
数
に
存
在
せ
う
し
と
覺
し
く
、
今
奇
石
構
の
み
の
各
所
に
露
出
存
在
せ
る
を
見
る
か
う
。

此。
抄
み
て。
見。
仲
陣
由Ｄ
な
天。
下。
の。
丘。
隣
陣
み
石。
構。
土。
墳ｅ
の。
み
布。
地。
枠
静
見。
て。
警
障。
抑
沖
抄
か
紳
紳
”
ｏ

今
此
天
下
の
丘
陵
を
少
し
ぐ
距
て
ゝ
五
衝
瀬
川
を
渡
う
野
田
村
の
丘
陵
に
達
す
れ
ば
此
庭
に
も
亦

一
箇
の
石
棺
の
存
在
せ
る

を
見
た
う
。
這
は
畿
内
地
方
に
存
在
せ
る
も
の
こ
姿
ぐ
同

一
形
式
に
し
て
基
ご
共
に
各
同

一
石
材
を
掘
♭
込
み
た
る
も
の
に
し

て
石
質
は
等
し
ぐ
堤
痰
岩
う
う
し
か
う
。
而
し
て
此
石
構
は
非
常
に
大
か
る
も
の
に
し
て
随
て
共
重
量
も
亦
著
し
く
重
き
が
痛

め
依
然
と
し
て
原
位
置
を
保
ち
つ
ゝ
あ
る
が
内
部
に
は
鋭
に
遺
物
の
存
す
る
も
の
か
く
石
構
の

一
部
面
は
破
損
せ
ら
れ
て
其
附

近
に
散
飢
せ
る
を
見
た
う
。
此
石
構
の
特
徴
ご
す
る
所
は
上
部
よ
う
見
や
ば
恰
も
範
が
四
本
の
手
足
を
出
し
た
る
か
の
如
き
形

に
し
て
恭
に
は
左
右
二
筒
宛
の
突
起
め
う
て
此
形
式
は
畿
内
地
方
に
於
け
る
も
の
こ
全
く
同

一
に
局
し
日
向
に
於
て
新
ぐ
畿
内

式
の
存
在
せ
る
を
見
る
こ
と
も
亦
注
意
す
べ
き
手
た
る
か
ぅ
。
而
し
て
此
突
出
し
た
る
丘
陵
の
中
央
部
に
於
て
原
位
置
を
保
ち

つ
ゝ
あ
る
状
態
よ
う
す
れ
ば
里
に
石
構
の
露
鶴
状
態
が
原
形
か
る
か
を
思
は
し
む
る
う
き
に
あ
ら

，
ご
雖
も
、
昔
時
は
此
石
構

を
覆
ふ
に
土
墳
を
以
て
し
た
る
も
の
か
る
や
想
像
す
る
に
難
か
ら

，
ｃ
着。
し。
陣
石。
枠
神
み
ふ。
土。
陣
の。
あ。
ぃ
か
る。
も。
の。
静
す。
秒
酢
・

其。
丘。
陵。
の。
大。
さ。
よ。
【
比。
陣
ぃ
る。
も。
著。
し。
ぐ。
み
大。
か
る。
も。
の。
ね
ぃ
醗
静
彿
『
♭
ｏ
爾
し
て
此
丘
陵
の
前
面
に
於
て
樹
木
妙
蒼
た
る

森
を
見
た
る
が
、
こ
は
俗
に
地
裁
森
ご
稀
し
活
れ
ご
も
森
の
形
式
は
純
熱
花
る
古
墳
に
し
て
所
謂
土
鰻
顔
式
の
も
の
に
し
て
未

凄
掘
の
も
の
た
う
。
今
此
地
赦
森
の
吉
填
が
議
４
石
楠
を
有
す
る
丘
嘘
ご
相
当
時
せ
る
よ
１，
す
れ
ば
是
亦
互
に
爾
係
せ
る
や
論

か
く
若
し
此
未
菱
掘
か
る
地
脱
森
の
吉
墳
に
手
を
下
せ
ば
必
今
や
其
荊
部
に
は
石
構
を
見
出
す
可
き
性
質
の
も
の
た
る
を
信
今

こ
エ
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東
諸
縣
等
何
れ
も
古
墳
の
分
布
地
韓
た
る
に
相
違
な
き
も
未
だ
新
の
如
ぐ
右
石
構
土
墳
の
存
在
せ
る
事
質
を
認
め
ぎ
る
よ
う
す

れ
ば
、
焼
延
岡
附
近
は
営
に
不
構
の
本
場
這
稀
す
る
も
不
可
か
き
を
知
ら
ん
。
而
か
も
新
く
石
構
が
撃
に
此
地
方
に
の
み
限
ら

て
他
地
方
に
存
せ
ぎ
る
事
は
日
向
に
於
け
る
考
古
學
上
最
も
研
究
に
値
す
る
も
の
こ
云
ム
ベ
く
、
山
本
延
岡
附
近
に
お
て
此
種

の
石
材
を
得
る
事
に
於
て
極
め
て
豊
富
か
る
の
事
質
を
以
て
直
に
此
特
種
事
由
に
充
宙
せ
し
は
餘
う
に
軽
薄
の
戚
か
き
に
あ
ら

，
。
例
せ
ば
予
の
既
に
記
し
た
る
銚
子
形
の
二
大
土
壌
の
如
き
は
其
規
模
よ
う
云
メ、
も
、
は
た
其
遺
物
の
存
在
状
態
よ
う
す
る

も
其
墳
中
に
は
必
す
や
石
棺
を
有
す
る
を
以
て
至
首
ご
す
べ
洋
性
質
の
も
の
か
る
に
拘
は
ら

，
、
此
庭
に
は
焼
に
粘
土
構
を
以

て
之
に
充
て
た
る
に
あ
ら
す
や
ｏ
砂
ぐ
と
も
予
の
日
向
に
於
け
る
賃
査
の
結
果
に
徴
す
れ
ば
大
土
墳
の
内
部
に
は
多
ぐ
粘
土
構

の
存
在
せ
る
を
以
て

一
般
的
か
る
を
知
れ
う
。
テＬ。
学
降
陣
徽
”
仲
陣
を
榊
存。
紳
ぃ
神
無。
とょ。
か
弾
し。
も。
移
榊
い
鉾
み
い
開。
陣
せ。
紳

も
の
に
あ
銹
ざ
る
を
信
せ
ん
ご
欲
す
。
即
ち
比
事
質
は
日
向
ｔ
於
け
る
考
吉
學
上
研
究
に
値
す
る
ご
同
時
に
延
岡
に
於
け
る
考

古
學
上
特
に
注
意
す
べ
き
も
の
乾
る
を
知
る
か
う
ｏ
顧
♭
争
最。練
碑
”ヒ。
雁
神
構。
抄
有。
禅
る。
と
騨
静
浄
様
仲
荘
学
紳
土。
騨
静
陣
其。

陣
勢
俸
鰺
葬
杵
の。身。分。の。相。違。よ。ぃ
恭
鴨
ね
る。も。鉄
静
彿
か
ｏ
陣
ね
年。代。の。絲
違。よ。【
森
【
ね
彿
の。も。加
る。
か
二。若。鼻
何．れ。
１こ。

靡
す。
彿
か
の。勝
祭
ｔこ。粋
し。
て。
とよ。未。
，ご。容
易。
ぃ
之。
か
仲
え．を。
下。一
静
陣
ぎ．
る。か
”
。

瀾
閣
鞘
鰍
閣
関
一
有
石
椰
土
壌
は
延
岡
附
近
か
る
大
貫
村
に
在
う
。
此
古
墳
は
英
外
部
及
内
部
の
或
部
分
は
既
に
破
媛
せ
ら
れ
居

れ
ご
も
衛
訛
ぐ
石
称
あ
樵
造
を
認
む
る
を
得
る
か
，
。
今
横
よ
う
し
て
此
内
部
に
人
る
に
二
室
よ
う
成
う
て
前
室
は
天
丼
低
ぐ

地
不
線
こ
の
間
三
尺
四
寸
許
に
し
て
、
後
室
は
英
高
さ
約
前
室
の
三
倍
に
し
て
六
尺
三
寸
五
分
め
♭
。
石
材
の
組
方
は
最
も
巧

時。  る
闘。命。か
を。天。う
有。下。 °

せ。及。

さ。゙妥70
う。田。

し。村。

か。附o

い 近・
°
 に 。

而 は 。

か  石
・

も  狛き。

新 の。
る 露 o

石 娘。

槽 せ。

は  るo

彼 も。
り のo

古 多。

墳  〈。
の 英。
一‐数。

大 質 e

群 に。

を 十 C

券季 ,贅 e

せ 阻。
る をo

祭 算 C

土 すo

原 るo

附 由。

近  かo

 `るo

宮 も。

1奇  L
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1: は 。

心 絡。
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せ 貿。
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妙。
ゎ
極。
め。
石．
鵬
の。
壁。
の。
碑
寡
せ。
ぎ．
る。
様。
雅
形。
ぃ
組。
み．
合．
せ。
加
”
。

此
吉
墳
も
桑
に
費
掘
せ
ら
れ
し
が
０
遺
物
の
存
す
る
も
の
あ
う
．
其
最
近
獲
掘
せ
し
送
物
を
見
る
に
鏃
、
刀
、工上
器
の
類
あ
う

て
鉱
は
鏑
矢
の

一
種
ど
も
見
る
可
き
大
か
る
も
の
あ
う
ｏ
土
器
は
所
謂
就
部
土
器
に
し
て
椀
の
種
類
に
磨
す
。
而
し
て
石
椰
に

０

０

●

０

０

０

用
ひ
た
る
石
は
大
か
る
石
材
を
用
ひ
、
英
石
の
面
は

一
種
の
選
杉
以
て
正
し
く
制
う
以
て
不
坦
か
ら
し
め
あ
う
ｏ
今
其
制
♭
口
よ

う。
祭
井
れ。
ぃ
拳
礫
幅。
「
寸。
許。
鋭
帥
器。
を。
使。
用。
し。
ね
る。
も。
の。
読
難
し。
ぐ。
・
此。
柴
イょ。
石。
絲
ぁ
上。
１こ。
森
土。
し。
ね
る。
も。
の。
１こ。
し。
て。
外。
部。
よ。

う。
■
鵬
い

「
見
。臨
晃
れ
異
．
る。
挑
乳
ｈ
見
。
第
為
鳴
。
匠
庭
よ
う
も
省
て
剣
を
獲
掘
し
た
う
と
云
ム
を
以
て
す
れ
ば
前
の
有
石
構
土

壌
の
事
賃
こ
似
通
ひ
舵
る
静
も
あ
れ
ご
、
此
有
石
郡
の
上
墳
中
に
は
石
構
の
存
在
せ
う
し
形
迪
の
徴
す
べ
き
も
の
か
く
此
形
式

の
も
の
炉
果
し
て
彼
の
右
石
榔
及
有
粘
土
棺
の
も
の
ご
同
時
代
か
る
か
否
か
も
未
だ
容
易
に
断
言
し
能
は
ざ
る
も
．
比
種
の
も

の
は
今
日
に
て
は
日
向
を
除
ぐ
外
殆
ご
日
本
全
國
に
亘
う
て
分
布
せ
る
も
の
に
し
て
、
日
向
に
於
て
は
却
て
全
國
普
通
の
形
式

の
も
の
ゝ
乏
し
き
を
覺
ゅ
る
を
見
る
に
拘
は
ら

，
本
縣
に
於
て
此
種
の
も
の
ゝ
衛

一
佃
存
在
せ
る
も
の
あ
る
は
考
古
學
上
大
切

か
る
資
料
た
う
こ
云
は
ぎ
る
可
か
ら

，
。

夏
に
北
川
村
字
長
井
に
可
愛
宮
山
陵
こ
縛
す
る
候
補
地
の
あ
る
在
う
。
此
吉
墳
は
今
防
に
宮
内
宕
所
轄
こ
か
う
其
周
園
に
は

竹
垣
を
園
ら
し
あ
う
て
長
さ
九
間
、
幅
七
間
■
高
さ
二
間
の
吉
墳
か
る
が
、
其
形
恰
ヽ
卵
形
″
塁
し
正
し
く
位
置
を
東
西
南
北

に
占
め
精
園
の
方
に
於
て
束
西
に
面
し
今
や
形
式
に
於
て
全
ぐ
卵
形
を
呈
せ
る
も
ゃ
原
形
は
目
壕
み
う
し
に
相
違
う
か
る
可
ぐ

卿
卿
範
囃
婢
鵜
勲
媒
熱

所。人
瘍
嘲
節

て。せ
附。し
近。も
一
韓

民。曲
ｔこ。陵
依。の

嘲
て。補
長。地
き。１こ
時． 撰
代。定
の。せ
陣

１こ。る
制。ゝ

麟
攀
州
脚
潮
熱

も。れ
棘

ど。る
那
卸
癖

至。る
炒
が
雌
騨

せ
ん
、
今
此
塚
の
内
部
の
如
何
み
る
か
は
予
は
之
が
稜
堀
を
試
み
ざ
う
し
を
以
て
断
言
す
る
を
憚
る
も
洸
地
方
に
於
け
る
諸
種

の
事
質
を
綜
合
す
れ
ば
寧
ろ
右
石
郡
土
墳
た
る
べ
き
性
質
の
も
の
に
は
あ
ら
す
し
て
却
て
有
石
棺
土
墳
ど
見
る
を
首
れ
う
と
せ

工
七
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籍
戻
牛
延
間
に
は
横
穴
の
存
在
す
る
庭
あ
う
ｏ
就
中
東
海
村
字
稲
葉
崎
に
在
る
も
の
に
就
き
て
説
明
せ
ん
に
、
此
横
欠
は

一
方

打
開
き
た
る
所
に
面
し
た
る
丘
陵
の
横
に
火
を
穿
ち
た
る
も
の
に
し
て
、
現
今
回
撃
し
得
る
も
の
三
簡
を
見
其
中
二
箇
は
絡
完

全
に
原
形
を
存
せ
う
。
今
其

一
箇
に
就
き
て
云
は
ん
に
共
入
回
は
墟
に
旬
伏
し
て
入
γ
を
得
べ
ぐ
内
部
に
於
け
る
天
丼
の
高
さ

は
僅
に
二
尺
二
寸
に
し
て
築
室
は
工
四
角
形
を
窮
し
東
西
南
北
に
位
置
し
入
日
は
工
南
に
方
れ
う
ｏ
而
し
て
其
右
方
に
位
せ
る

他
の

一
簡
も
亦
た
入
日
狡
小
に
し
て
機
に
旬
伏
し
て
入
る
を
得
べ
ぐ
．
内
部
に
於
け
る
天
丼
の
高
さ
は
三
尺
入
寸
に
し
て
室
の

構
造
も
亦
正
四
角
形
に
し
て
東
西
南
北
に
位
世
し
入
日
正
南
方
に
開
け
う
。
要
す
る
に
此
等
の
横
穴
は
所
謂
横
穴
と
し
て
は
其

形
式
最
も
笛
単
な
る
も
の
に
し
て
穴
の
掘
堪
法
も
亦
粗
雑
か
う
。
然
佛
ご
も
新
る
横
穴
に
於
て
も
其
稜
掘
し
た
る
際
に
於
て
は

況
部
上
器
を
見
出
し
た
る
事
質
を
有
す
る
か
り
。

以
上
諸
柾
の
事
質
は
何
伸
も
延
岡
地
方
に
於
け
る
も
の
か
る
が
是
玉
由
て
見
る
に
該
地
方
に
於
て
は
種
々
う
る
形
式
を
有
す

韓幹る。言慕を。‐この憐中景。ざせも。るる］鞠中時坤中弾“聴脚蜘漿報嘲脱鶴難］翔雑鞠館勒勒嘲蛇靱峯嚇森蜘嘲咄熾］激籍幅鶴鞠

筒
紬
脳
懺
理

延
岡
を
警
し
南
に
向
て
海
岸
線
を
進
め
ば
歎
里
に
し
て
美
々
津
州
の
五
日
に
達
す
可
し
。
則
ち
之
を
渡
舛
て
岱
南

す
れ
ば
自
２

一
大
李
原
開
湘
し
本
う
て
諸
庭
牧
場
の
連
亘
せ
る
を
見
ん
ｏ
是
わ
夙
に
上
代
に
於
て

『
駒
か
れ
ば
日
向
の
駒
、
太

刀
か
れ
ば
高
麗
の
太
刀
…
…
…
…
』
こ
謳
は
れ
た
る
の
地
に
し
て
吉
本
名
馬
産
出
の
廃
た
う
ｏ
彼
の
延
喜
式
内
蔵
と
し
て
有
名

み
る
都
農
瀞
蔵
も
亦
比
附
近
に
鎮
座
せ
る
を
奔
せ
ん
。
而
し
て
絡
に
高
鍋
に
達
す
る
か
う
。

高。
鍋。
陣
大。
九。
炸
流。
域っ
の。
南。
岸。
ぃ
位。
し。
兒。
湯ｅ
静
役。
所。
の。
所。
在。
地。
１こ。
し。
争
み
肺
か
い
い
日。
向。
の。
地。
勢。
も。
急
よ。
う。
必
化。
を。
森
し。
て。
丘．

1名



際
的．
地．
外
の。
静
陣
向。
て。
警
静
”
紳
を。
見。
此。
争
丘．
匹
上。
ぃ
陣
古。
騨
群。
在。
せ。
”
。
就
中
高
鍋
の
西
川
南
村
に
於
け
る
丘
陵
に
は
古
墳

頗
る
多
ぐ
此
地
は
大
古
墳
群
地
か
る
が
、
是
れ
畢
寛
今
に
到
る
ま
で
森
林
を
以
て
包
ま
れ
し
が
故
に
却
て
は
存
上
好
郡
合
か
う

し
か
堅
ん
も
漸
ぐ
近
時
開
墾
せ
ら
る
ょ
に
徒
ひ
斯
ぐ
は
人
の
注
意
を
引
き
本
ｂ
た
る
も
の
に
し
て
特
に
其
何
れ
も
大
古
墳
な
る

と
前
方
後
同
式
の
群
を
斜
せ
る
事
質
は
最
も
注
意
す
べ
き
こ
と
か
り
ｏ
面
し
て
此
古
壌
の
或
若
に
は
地
輪
の
存
在
せ
る
あ
い
又

銚
子
妖
式
を
篤
せ
る
大
古
墳
の
周
園
に
於
て
は
陪
妖
の
存
在
を
認
め
其
陪
家
に
は
同
環
あ
い
前
方
後
側
式
あ
り
て
新
る
大
古
壌

は
質
に
類
例
砂
き
珍
鉢
し
き
現
象
ざ
云
は
ざ
る
可
か
ら
す
。
新
ぐ
も
群
を
秀
せ
る
古
墳
は
日
向
研
究
上
忽
諸
に
附
す
べ
か
ら
ぎ

る
の
み
か
ら
す
衛
此
大
吉
墳
の
酉
北
に
方
♭
て
方
形
古
壌
の
在
る
あ
う
。
比
方
形
古
墳
は
祭
土
原
に
於
て
も
認
め
得
ら
る
ゝ
形

式
か
る
が
英
周
団
二
十
六
歩
高
さ
約
十
六
尺
に
し
て
原
二
段
に
築
造
せ
ら
れ
し
を
想
は
し
む
る
も
の
あ
６
栗
該
地
方
に
て
は
イ

ヵ
釣
の
古
填
ご
稀
せ
う
）
仲
炸
酢
村。
秒
沖
ゃ
上。
沖
紳
字。
静
臣
酢
か
い
静
仲
陣
復。
狩
浄
難
い
静
停
せ。
紳
抄
力
紳
ｏ
山
本
比
地
は
鬼

ケ
窪
こ
稀
せ
る
が
此
庭
に
も
亦
前
方
後
回
式
及
回
塚
を
有
し
て
長
に
一
大
古
墳
群
う
る
を
示
せ
う
。
就
中
最
も
珍
ご
す
べ
き
は

琶
に
石
棺
の
存
在
せ
る
の
み
か
ら
手
前
方
後
回
式
に
し
て
工
段
よ
う
成
う
業
後
園
の
上
部
の
中
央
部
に
一
の
掘
込
み
石
構
の
安

置
さ
れ
あ
う
て
延
岡
附
近
に
於
け
る
が
如
く
疑
荻
岩
を
以
て
し
大
磯
の
形
に
於
て
は
互
に
類
似
せ
る
も
構
の
内
部
の
身
の
中
央

部
に
は
孔
を
有
し
而
か
も
棺
の
位
置
が
下
部
に
存
在
せ
す
し
て
上
部
に
在
る
が
如
き
異
数
の
鮎
妙
か
か
ら

，
。

懸
辮
閣
四

高。
静
附。
近。
１こ．
癬
て。
一
酢
異ｅ
”
静
る。
形。
式。
伽
吉。
墳。
み
見。
る。
銘

予。
陣
此。
形．
式。
１こ。
坤
ｔ
ノ。
て。
得
厚
尋
古．
難
鋭
各
仲
冠。
せ。
ん。
議
欲。

す
。
這
は
季
面
国
に
て
は
殆
ご
松
茸
形
を
呈
し
前
方
の
長
さ
に
於
て
は
短
縮
す
れ
ぜ
も
幅
に
於
て
は
比
較
的
廣
ぐ
か
れ
る
こ
著

し
く
後
回
の
方
よ
う
も
低
下
せ
る
が
故
に
此
に
松
茸
形
を
斜
せ
る
も
の
に
し
て
前
方
は
後
国
に
当
し
て
恰
も
祭
壇
の
如
き
状
態

”を
呈
せ
う
ｏ
雨
し
て
此
吉
墳
は
丘
陵
上
に
存
在
せ
す
し
て
苧
地
に
存
在
せ
る
か
う
。
新
る
形
式
の
も
の
は
予
の
赤
だ
日
向
の
何

れｃ
』
も。
見。
ぎ．
る。
厳
』
し。
て。
新。
學。
上．
特。
ぃ
澁．
意。
”
、
き。
性。
質．
の。
も。
の。
ね
る。
を。
誰
め。
ぉ
覧
。

こ
九



三
〇

叉
高
鍋
附
近
の
海
岸
に
は
第
三
紀
居
の
警
進
せ
る
め
♭
て
此
庭
に
は
横
穴
の
設
け
ら
れ
あ
る
を
見
る
。
而
し
て
比
横
穴
の
構

造
は
延
岡
附
近
に
存
在
せ
る
も
の
工
如
ぐ
最
も
簡
軍
か
る
形
式
に
属
す
ｏ
要
す
る
に
高
鍋
附
近
の
吉
墳
は
吉
墳
分
布
地
ご
し
て

最
も
注
意
す
べ
き
も
の
た
る
べ
ぐ
、
彼
の
祭
土
原
の
如
ぐ
未
だ
精
細
か
る
調
査
を
了
せ
ぎ
る
も

一
度
比
等
の
古
墳
に
向
て
獲
掘

研
究
を
試
み
ん
に
は
必
す
や
日
向
に
於
け
る
調
査
上
大
切
か
る
事
質
を
癸
見
す
る
に
相
違
か
か
る
可
し
ｏ
故
に
予
は
此
地
方
の

古
墳
に
当
し
て
も
指
本
精
密
か
る
賃
査
あ
ら
ん
こ
こ
を
希
望
し
て
巳
ま
ぎ
る
か
う
。

豫
周
隠
船
鼎
理

高
鍋
よ
う
西
に
向
て
進
め
ば

一
人
丘
陵
の
費
達
せ
る
も
の
あ
る
を
見
ん
。
比
等
の
丘
陵
は
順
次
費
達
し
て
絡
に

一
顔
川
流
域
に
於
け
る
穂
北
の
丘
陵
ご
か
り
川
を
距
て
ヽ
前
岸
無
土
原
の
丘
陵
ご
相
謝
時
し
何
れ
も
第
三
紀
居
に
局
す
る
も
の

あ
る
を
知
る
可
し
。
而
し
て
此
四
周
は
丘
陵
に
国
ま
れ
た
る
地
に
茶
臼
原
ご
稀
せ
る

一
午
原
の
存
在
せ
る
を
知
ら
ん
υ
茶
臼
原

の
四
月
は
丘
陵
の
最
費
逹
せ
る
所
に
し
て
速
ぐ
之
を
望
め
ば
恰
も
山
岳
を
見
る
に
等
し
き
税
を
塁
せ
る
な
り
ｏ

抑
も
茶
臼
原
か
る
地
名
の
由
て
起
れ
る
も
の
は
、
丘
陵
中
の
不
原
に

一
佃
の
大
か
る
古
壌
存
在
し
共
形
恰
も
茶
臼
形
を
か
せ

る
を
以
て
新
ぐ
は
命
名
せ
ら
れ
た
な
も
の
に
し
て
、
此
古
墳
は
所
謂
恭
回
原
不
原
中
に
郷
立
し
雄
大
か
る
前
方
後
固
式
佗
る
な

う
。
然。
も。
其．
謙
方。
後。
酢
ね
る。
考。
静
學。
■．
の。
好。
静
紳
静
ぃ
て。
見。
彿
の。
件
値。
を。
有。
ぃ
ぃ
央ぅ
苗～。
１ょ。
酢
み．
左。
右。
ｔこ。
イよ０
各。
「
件
宛。
ぃ
ゎ
瀞
式．

突．
む
抄

イＦ。
し。
て。
墳Ｄ
陣
自．
ら。
三。
段。
よ。
ぃ
成。
う。
其．
用。
酢
ぃ

―ょ。
磨
停
掘。
肺
る。
の。
み。
加
孵
す。
其．
御
陣
紳
ぃ

‐よ。
元ａ
ｌ直ｅ
締
昨
紳
い
立。
で。
ゎ
ね。
か

”
浄
る。
も。
伽
れ
覺っ
し。
ぐ。
今。
も。
其．
♭
式。
の。
癖
留ぅ
せ．
る。
も。
の。
あ。
る。
沖
”
。
今
若
し
此
古
墳
を
と
よ
う
見
れ
ば
左
右
の
質
地
は
車
の
輸

の
如
き
形
を
星
し
恰
も
車
輪
を
見
る
の
成
め
る
か
う
。
昔
時
1:

め
う
て
1よ

此
lJ

用
の

濠
の

附

近
に

陪
塚
の

存
在
せ
う
し
も
の
ど

物。糞 毘
ど。好 し
し。標 (

て。本 今
見。 た  も
る。る 衛
を。を 六
得・ 失 佃
べつは の
(o今 小

器 .聾 。晏

埴●に。の
輪。「:・ 存
の。向o在
存。に。せ
在・ 於oる
せ。け。を
る。るo認
ょo前・ む
う。方。る
考。後。か
ム●m。 う
れ。式o O
treに。さ
此・ 就。わ
古・ に`。ば
墳。て。内
築・ 云●古
造●窮●竣
時。せ。の
1(eん ●女H
を。ご。き
以●せ。前
て。ば。方
埴e必●後
輪。す。浜I

阿。や。式
筒・ 此oの
の。古Ot(
起・ 墳。表
う。を。物
とフ・ セ扶。こ
硝キ。て。し
代・ 之。て
を。が・ は
も。代・ 正
併。表●に



せ。
考。
ふ。
、
き。も。の。れ
る。養
信．売
、

茶
口
原
の
高
原
を
付
北
酉
に
進
め
ば
上
穂
北
に
至
る
べ
し
ｏ
即
ち
川
を
狭
ん
で
島
芝
内
に
相
当
せ
る
丘
陵
上
に
於
て

一
個
の

音
墳
を
見
ん
ｏ
此
古
墳
は
所
謂
有
石
椰
古
墳
に
し
て
内
部
の
石
掛
は
大
か
る
石
材
を
以
て
積
み
重
ね
室
は
二
室
よ
う
成
う
て
憐

造
彼
の
延
岡
に
於
け
る
も
の
ゝ
如
で
前
室
は
低
ぐ
し
て
後
室
を
高
く
せ
ｂ
這
は
既
に
警
掘
さ
れ
た
る
も
の
に
係
れ
る
も
、
古
墳

と
し
て
の
傾
値
は
延
岡
に
於
け
る
有
石
椰
ご
同
じ
ぐ
注
意
す
べ
き
も
の
た
る
か
り
。

ぬ
圏
隅
脚
璃
理

祭
土
原
は
大
工
元
年
末
よ
う
二
年
の
初
頭
に
亘
う
東
西
爾
大
學
営
内
省
等
に
於
け
る
諸
氏
に
依
う
て
英
吉
墳
の

残
掘
調
査
せ
ら
れ
た
る
の
地
に
し
て
，
有
吉
知
事
の
意
も
芥
主
ご
し
て
同
地
方
に
重
き
を
致
せ
し
を
以
て
、
子
は
該
地
の
調
査

に
封
し
て
は
十
敷
Ｈ
を
費
し
て
貿
践
す
る
所
め
ら
た
り
。

抑
も
祭
土
原
の
地
形
た
る
前
方
は

一
瀬
川
の
水
流
を
熔
へ
て
茶
臼
原
の
丘
陵
ご
相
掛
し
、
此
庭
も
亦
庚
き
第
二
槌
の
丘
陵
を

形
成
し
古
墳
は
主
ざ
し
て
此
丘
陵
上
に
存
在
せ
う
。
縣
に
於
て
も
既
に
比
地
に
於
け
る
古
墳
所
在
の
箇
所
に
封
し
共
分
布
の
罪

面
団
を
作
製
し

一
々
之
に
番
琥
セ
附
し
た
る
所
謂
祭
土
原
古
墳
分
布
圃
か
る
も
の
を
調
製
し
あ
り
た
る
に
見
る
も
如
何
に
多
数

の
吉
墳
の
散
任
せ
る
か
を
知
る
に
足
ら
ん
。

‐
祭
土
原
に
は
其
西
市
方
に
於
て
二
佃
の
大
古
墳
あ
う
。

一
を
男
狭
穂
壕
ご
し
、
他
の
一
を
女
狭
穂
塚
ご
云
へ
る
が
、
雨
個
の

吉
域
互
に
相
封
せ
る
も
の
に
し
て
，
俗
間
男
狭
穂
塚
を
竣
々
杵
奪
の
山
陵
ご
し
、
女
狭
穂
塚
を
木
半
間
耶
城
の
山
陵
ど
せ
る
が
、

要
す
る
に
附
近
に
於
て
は
最
も
大
な
る
も
の
た
る
か
り
。

今
祭
土
原
古
壇
の
紹
て
に
就
き
て
共
形
式
を
分
類
す
れ
ば
之
を
左
の
四
種
に
Ｅ
別
す
る
を
得
べ
し
。

第
　
一　
　
前
　
方
　
後
　
回
　
塚

第
　
一
一　
　
銚

　

　

子

　

　

壕

一・二
一



言
一〓
エ

第

一二
　

目
　
　
　
　
　
　
壕

第
　
四
　
　
方

　

　

形

　

　

壕

此
等
の
吉
墳
は
何
れ
も
丘
陵
の
断
崖
よ
う
し
て
奥
地

一
面
に
存
在
し
、
彼
の
男
狭
穂
、
女
狭
穂
の
二
大
墳
の
如
き
は
主
ご
し

て
奥
地
に
存
在
せ
る
も
の
か
う
ｏ
雨
し
て
此
等
の
吉
墳
は
何
れ
も

一
時
に
築
造
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
は
非
す
し
て
，
洸
間
幾
多

の
年
代
を
経
過
せ
る
や
勿
論
か
る
可
し
。
さ
れ
ば
亦
各
新
古
の
別
あ
る
こ
と
ヽ
自
明
の
理
に
し
て
或
は
埴
輪
の
存
在
ぜ
る
あ
う
。

或
は
之
を
見
ざ
る
も
の
あ
る
か
♭
っ
思。
ム．
１こ．
帥
崖。
イこ。
面。
ぃ
る。
も。
の。
１ょ．
浄
ぐ。
築。
加
れ。
ね
る。
も。
後

１こ。
い
０
奥．
地．
ぃ
行。
ぐ．
１こ０
徒．
”
新，
し．

ぐ
築
か
れ
た
る
に
は
あ
ら
ぎ
る
か
、
即
ち
最
初
は
最
色
好
き
不
地
を
望
見
す
る
断
崖
方
面
を
占
領
し
つ
ゝ
順
久
奥
地
に
向
ひ
し

も
の
こ
推
す
る
を
得
べ
ぐ
、
彼
の
埴
輪
を
有
せ
る
も
の
よ
如
き
奥
地
に
行
く
に
徒
て
多
き
を
占
む
る
傾
向
は
正
に
此
間
の
滑
息

を
耳
語
せ
る
も
の
ご
云
ふ
べ
き
か
う
ｏ
即
ち
予
は
此
等
無
敷
の
古
墳
中
よ
う
警
掘
を
試
み
た
る
も
の
に
就
き
て
其
結
果
を
記
す

る
所
め
ら
ん
と
す
。
耐
伊
♂
好
ず
響
一。ぽ
♂
辞
す
べ。
浮
ド
眸
争
矩
舞
い
＃
聟
世
ド
押
孵
妍
鮮
孵
い
癬
ｒ
仲
在
榊
Ｆ
野
ド
轡
ぼ
一

個。
の。
『，鬼ｅ
の。窟。』。
静
紳
す。
紳
も。
助
陣
於。
て。認３
拶
ね
彿
酌
静
ぎ．丼
し。
て。ヽ
修
イよ。今，
Ｈ。み
ぃ
事争酢
陣
於こ
仲
紳
ぐ。陣
仲
肺
土。騨
帥
云Ｄ
ム。

一
き。
か
鳴
ｏ第

〓
一
琥

琢

　

（宮
崎
縣
調
製
の
西
都
原
古
墳
分
布
回
記
銑
に
擦
£

第
三
琥
墳
は
大
か
る
銚
子
家
に
し
て
断
崖
に
面
し
て
存
在
し
其
断
崖
ざ
壕
ご
の
距
離
は
比
較
的
廣
き
面
積
を
占
有
し
其
地
形

の
状
態
よ
う
す
れ
ば
昔
何
等
か
の
建
物
を
有
せ
し
に
は
あ
ら
す
や
ど
の
威
３
き
に
し
も
あ
ら

，
ｏ
共
の
外
部
は
小
石
を
以
て
講

め
ら
れ
し
が
、
稜
掘
後
約
三
尺
に
し
て
其
四
方
に
埴
製
の
高
杯
共
他
祭
器
の
破
片
を
認
め
し
よ
う
す
い
ば
其
完
全
物
を
埋
め
し

や
諭
か
ぐ
．
岱
其
附
逝
を
警
掘
せ
し
に
忽
ち
陶
製
の
経
筒
を
見
出
し
た
う
ｏ
這
は
益
を
密
閉
し
た
る
儘
か
う
し
が
葉
周
囲
に
は



木
浜
ど
石
を
以
て
詰
め
居
う
葉
側
よ
う
し
て

一
枚
の
治
不
通
賓
を
も
螢
見
せ
，
。
此
筒
は
明
か
に
経
筒
た
る
に
相
連
か
ぐ
其
内

部
に
は
経
を
威
せ
る
筈
か
れ
ご
も
銑
に
沿
失
し
て
之
を
見
る
に
由
か
し
ｏ
然。
ら。
陣
此。
時。
代。
陣
何．
仲
卸
時．
陣
沖
紳
加
仲
み
静
せ。
か

ぃ
、
彼．
の。経
筒。
の。附。近。
よ。
”
見。出。ぃ
浄
る。
「旗．
の。浄
鉾
こ。そ。好。仲
ぃ
勢
静
陣
し。
て。ヽ
陣
治ｅ一
通。騨
れ
る。静
朱。
嚇
英Ｄ無
沿。
一
み
争

四
籐
静
い
う。し。
も。
の。か
る。
沖
故。
１こ。肺
騨
筒ａ抄
埋。
め。ね
る。時。陣
陣
捗
ぐ。
静
も。
か
鋏
静
一
九ｅ争
弊
裸
のＱ
静
議
ね
彿
抄
云。ひ。得。
る。抑
”

即
ち
西
暦

一
〇
六
四
年
に
し
て
我
後
冷
泉
天
皇
康
不
七
年
藤
原
頼
通
競
政
の
時
に
該
首
せ
る
を
以
て
妙
ぐ
ご
も
膝
原
氏
末
業
の

頃
に
埋
め
ら
れ
た
る
も
の
ご
見
ば
大
〓
う
か
ら
ん
ｏ
然
や
ご
も
光
経
筒
セ
以
て
本
だ
直
に
吉
墳
典
右
の
築
造
時
代
を
云
対
す
る

は
誤
れ
う
■
鮮
管
牌
仲
捗
静
か
い　１ヽ・。
陣
陣
”
仲
静
浄
紳
仲
の。
ｉと。レ
一
陣
部
み
静
沖
陣
警
陣
神
妙
静
静
か
彿
沖
⇔
‐≡ノ。和
■
粋
仲
静

距
の。　
・■ａｔこ。紳
筒ｅ
抄
騨
拶
ゎ
彿
静
静
陣
陣
静
枠
仰
み
伽
１・‐！…。陣
静
見ｅ
ｐ
不。可。
沖
静
神
【
ｏ
然
る
に
順
久
■
振
を
績
行
し
頂
上
よ
う
約．

六
尺
に
達
し
て
此
に
相
上
の
構
を
警
見
す
る
に
會
せ
う
。
此
に
於
て
か
彼
の
経
筒
は
稜
世
之
を
埋
め
し

一
箇
の
寄
生
ふ
佗
る
に

過
が
今
ご
雖
ご
も
、
初
め
に
於
て
見
出
し
た
る
高
林
共
他
埴
製
の
上
器
は
全
く
古
墳
築
造
時
代
の
も
の
に
し
て
此
配
係
た
る
恰

も
廷
岡
に
於
て
有
石
構
土
墳
を
警
掘
せ
し
事
質
ご
符
合
せ
る
を
見
る
か
ぅ
。
即
ち
英
下
部
に
於
て
残
掘
し
た
る
粘
土
構
は
形
状

彼
の
延
岡
天
下
に
於
け
る
銚
子
塚
の
事
質
ご
同
じ
↑
長
方
形
の
粘
上
構
に
し
て
其
蓋
は
等
し
く
比
も
亦
定
破
装
し
て
内
部
に
洛

下
せ
る
が
舟
め
一
見
船
形
の
如
き
税
を
呈
せ
う
。
或
は
此
粘
土
構
を
船
形
構
ご
稀
す
る
亦
故
か
き
に
あ
堅
ざ
る
か
う
。
今
此
益

を
取
除
け
ば
長
方
形
の
構
形
″
露
出
し
其
用
圏
に
は
小
石
を
以
て
敷
き
講
め
あ
る
を
見
る
。
而
し
て
構
は
正
し
く
南
北
に
位
置

し
砂
利
を
敷
き
舵
る
の
み
か
ら
す
、
又
朱
の
附
着
せ
る
を
も
見
比
り
。
而
し
て
構
の
内
部
に
は

一
本
の
直
刀
ど

一
本
の
小
飼
を

並
列
し
共
側
に
曲
玉
二
箇
管
玉
二
十

一
箇
を
存
し
、
曲
玉
及
管
玉
は
何
れ
も
美
麗
優
雅
に
し
て
彼
の
天
下
の
も
の
ビ
類
似
せ
る

を
見
る
。
叉
構
の
外
部
か
る
東
北
隅
に
は

一
面
の
鋭
の
安
世
せ
ら
る
ゝ
を
見
花
う
ぜ
理
は
渡
鏡
に
し
て
模
様
面
を
上
に
し
共
鏡
面

を
地
上
に
伏
せ
て
之
に
本
片
を
首
て
が
ひ
め
う
た
ぅ
。
今
比
鏡
に
就
き
て
注
意
す
べ
き
事
資
は
最
初
此
鏡
が
埋
め
ら
る
ゝ
時
よ

一一一一一一



三
四

う
し
て
故
意
に
か
さ
れ
た
る
が
如
ぐ
四
等
分
せ
ら
れ
た
る
破
鏡
の
健
に
存
在
せ
る
こ
こ
に
し
て
偶
然
の
破
鏡
ご
見
微
さ
れ
ぎ
る

状
態
を
塁
せ
う
。
山
本
古
鏡
の
壌
其
内
に
あ
る
も
の
は
多
ぐ
完
全
あと
る
も
の
か
れ
ご
も
■
之
に
反
し
て
殊
更
に
破
鏡
せ
る
も
の

を
埋
め
た
る
の
例
は
質
に
稀
有
の
事
に
し
て
此
鏡
が
多
ぐ
の
場
合
に
於
け
る
が
資‐，
ぐ
共
埋
葬
若
常
用
の

，
の
か
る
か
、
或
は
宗

教
上
の
儀
式
に
彼
う
て
新
に
別
箇
の
も
の
を
打
ち
破
う
で
埋
め
た
る
か
は
衛
研
究
を
要
す
る
事
た
る
か
伊
ｏ
要
す
る
に
如
上
り

肇
静
陣
何。
仲
も。銚。子。
祭
鋏
終
酔
の。静
か
抄
枠
掘。し。ね
彿
静
質。
１こ。し。
て。更。
ぃ
長。柄ｅ
銹
静
み
を。静
か
せ。
”
い
か
紳
陣
何。物。抄
も。第
る。

●

Ｏ

ａ

０

０

０

０

０

能
は
今
し
て
上
み
き
ｏ
思
ふ
に
銚
子
塚
に
於
て
遺
物
の
存
在
せ
る
は
多
ぐ
後
回
の
部
に
し
て
、
長
柄
の
部
に
は
営
初
よ
う
之
に

何
等
の
遺
物
を
埋
め
ざ
う
し
も
の
こ
見
散
す
を
至
奮
か
り
こ
せ
ん
か
ｏ
而
し
て
此
銚
子
塚
の
外
部
に
は
埴
輪
樹
物
の
存
在
せ
う

し
何
等
の
形
跡
を
も
認
む
る
能
は
ざ
う
し
か
う
ｏ
最。
後。
陣
静
陣
肺
古。
攀
蜘
祭
造。
酢
代。
陣
言。
か
せ。
ざ。
る。
抄
騨
ざｅ
柳
か
。ヽ

比ュ
古。
墳。
も。

亦。
ね
彼。
鱒
延。
陣
沖
下。
陣
瀞
け。
る。
鰈
子。
祭
静
騨
一
陣
代。
陣
祭
沖
仲
沖
紳
仲
勢
沖
静
沖
陣
砕
げ
静
炒
騨
ｏ

兵
脱
銚
子
壕
の
断
崖
（北
）
に
面
せ
る
部
分
は
比
較
的
廣
き
不
面
を
有
し
て
雨
か
も
何
等
古
墳
の
存
在
せ
る
も
の
を
見
ぎ
る
が

其
反
封
の
方
向
た
る
南
部
に
於
て

，，Ｌ
銚
予
塚
の
陪
塚
ご
見
る
べ
き
も
の
を
認
め
詑
う
ｏ
而
し
て
此
陪
家
を
も
警
掘
し
た
う
。
這

は
回
形
の
土
墳
に
し
て
石
榊
を
有
せ
ず
し
て
唯
だ
土
を
盛
♭
施
る
に
留
る
み
う
ｏ
内
部
の
四
隅
に
は
就
部
上
器
の
椀
に
類
す
る

も
の
を
並
列
し
或
は
撃
獨
に
或
は
二
箇
を
重
ね
、
或
は
四
箇
の
霧
き
を
重
ね
た
る
か
ご
、
其
並
列
の
法

一
定
す
る
な
ぐ
中
央
佳

は
制
を
安
置
し
其
他
に
は
鏃
敷
個
、
埴
製
の
高
林
の
破
片
数
箇
、
就
部
土
器
の
破
片
等
に
し
て
此
等
以
外
終
に
何
物
を
も
稜
見

す
る
能
は

，
し
て
已
み
た
う
ｏ

久
に
銚
子
壕
は
西
北
に
存
せ
る
購
塚
を
も
警
掘
し
た
る
が
、
是
れ
亦
図
形
の
上
墳
に
し
て
石
榔
は
無
↑
唯
だ
土
を
雄
う
た
る

ょ
の
に
過
ぎ
す
し
て
全
ぐ
前
着
ご
同
形
式
た
う
ｏ
獲
掘
物
は
内
部
の
四
隅
に
彼
の
就
部
上
器
の
椀
に
類
せ
る
も
の
を
二
箇
或
は

致
箇
宛
横
み
重
ね
あ
う
た
る
こ
↓東
南
方
に
於
て
斧
の
存
在
せ
る
を
見
た
う
ｏ斧
に
は
首
初
柄
を
も
有
し
た
う
し
ご
覺
し
き
形
跡



あ
各
社
今
や
糞
本
柄
は
消
滅
し
て
見
る
に
由
な
し
ｏ
又
夏
に
東
北
に
位
せ
る
陪
壕
を
も
警
掘
し
た
る
が
，
其
形
式
前
二
者
に
同

じ
く
段
掘
物
は
小
刀
、
鏃
等
に
ｔ
′て
其
側
に
歯
の
破
片
こ
瑠
璃
玉
を
見
た
る
に
上
う
た
ｂ
ｃ

以
上
の
事
質
に
倣
う
て
本
壌
ご
陪
塚
こ
の
関
係
を
知
る
を
得
た
る
が
、
元
本
陪
塚
に
は
如
何
か
ち
者
が
如
何
か
る
状
態
に
於

て
葬
ら
わ
居
る
か
は
最
も
研
究
セ
嬰
す
可
き
こ
と
に
し
て
、
由
本
之
が
手
質
を
明
に
し
た
る
着
甚
だ
絡
か
り
⊂
然
る
た
予
が
今

０

０

０

０

ｅ

ｓ

ｅ

ｅ

回
の
調
査
に
基
け
ば
滋
塚
か
る
も
の
ヽ
特
徴
は
各
共
埋
葬
せ
ら
れ
た
る
器
物
が
互
に
相
異
れ
る
杉
見
る
。
印
或
階
塚
に
は
主
ざ

し。
て。武。器。抄
出ｅす。
静
見。ゎ
陣
停
騨
騨
染
‐こ。陣
土ｅ騨
練
神
土。静
し。、
弊
ｔよ。玉。類。み
圭ａ静
せ。る。静
の４か
紳
沖
静
く。紳
榊
騨
鵬
る。鰺
物。

抄
有ｃす。
る。
静
静
陣
し。
て。■
騨
‐こ。依。
ゃか
抄
見。伸
騨
静
酢
嚇
み
死。
紳
ゎ
紳
中
し。
一
沖
瀞
理。卜
仲
陣
舞
神
仲
前。
陣
陣
仲
紳
沖
か
仲
臣，

Ｔ。
の。
鵬
係。
静
ら。
歴。
か
ね
る。
も。
鉄
か
勇
ｏ
即
ち
其
主
君
に
仕
ふ
る
に
各
特
凝
専
門
の
司
性
を
舟
す
が
魚
く
殉
じ
て
遠
ぐ
黄
泉
に
赴

ぐ
に
際
し
て
も
亦
此
特
椰
司
仕
の
心
を
以
て
せ
う
し
や
明
に
し
て
、
或
は
武
器
を
以
て
立
君
を
守
う
、或
は
専
ら
食
騰
の
手
を
司

Ｏ

ｃ

ａ

ｅ

ｏ

ｏ

ｏ

０

０

，
、
或
は
訓
度
装
身
の
事
を
り
て
仕
ム
る
等
其
騰
壕
の
特
徴
自
ら
臣
下
譜
司
の
別
あ
る
を
見
る
か
ぅ
。
彼
の
天
津
彦
火
が
亡
せ

紳
仲
し。昨
酌
騨
砂
ヽ
河。
陣
み
隣
佐。
警
持。
静
ぃ
と
滝。
仲
粋
仲
静
拶
ヽ
多
鳥。
神
御。俸
沖
静
し，ヽ
警
抄
榊
抒
静
し。ヽ
鈴
子。
抄
勢
女。
ざ。
せ。

恥
い
鵬
議
鏃
議
も。九
本。騨
為
臨
染
れ
の。鵬
陣
』
遠ａ鵬
井
る。施
女Ｈｃ静
疇
各
加
沸
』
ｔ́。も。か
ら。挑
ｏ
要
す
る
に
暗
壕
が
相
異
れ
る
遺

物
杉
以
て
せ
る
事
質
は
死
者
に
封
し
何
鹿
ま
で
も
其
職
責
に
殉
じ
て
先
途
に
奉
分
せ
ん
ど
す
る
心
理
状
態
の
稜
露
ご
見
る
を
得

る

か

ぅ

。

第

一
一
十

一
一
琥

墳

第
二
琥
墳
の
購
墳
に
接
し
て
第
十
二
競
壌
あ
う
。
其
形
式
同
塚
に
し
て
石
郡
を
有
せ
ぎ
る
純
土
壌
た
る
か
ｂ
●
民
古
墳
内
に

藤
其
上
部
Ｌ
二
股
の
矛
を
安
置
せ
ら
れ
省
て
は
業
長
き
柄
を
も
有
せ
し
か
ら
ん
も
、
今
や
既
に
沿
失
し
誰
し
て
焼
に
矛
の
穂
先

三
五



一一一六

を
の
み
認
む
る
に
過
ぎ
す
ｏ
而
し
て
其
左
右
に
は
矢
を
束
に
し
た
る
が
有
う
て
又
其
下
に
は
刀
鋤
及
剣
あ
う
て
其
間
に
は
大
う

る
二
本
の
鏑
失
の
横
は
る
考
見
此
墳
よ
う
は
全
ぐ
武
器
以
外
に
於
で
何
物
を
も
見
出
す
能
は

，
殊
に
刀
鋤
は
能
ぐ
保
存
せ
ら
れ

在
う
て
“
柄
の
附
著
せ
る
作
う
か
ぜ
之
が
研
究
資
料
と
し
て
注
意
す
べ
き
も
の
た
る
な
ｈ
ｏ

第

二

十

二

琥

墳

、第
十
三
琥
墳
は
前
方
後
興
式
に
し
て
西
隣
第
廿
二
琥
竣
に
接
せ
う
。
其
後
回
の
内
部
を
稜
掘
せ
し
に
等
し
ぐ
無
石
榔
に
房
す

れ
ご
も
二
段
に
築
造
せ
堅
れ
、
英
段
級
の
高
さ
は

一
尺
五
寸
に
し
て
段
鉄
の
上
部
に
は
何
物
を
も
認
め
ぎ
う
し
が
、
其
下
部
に

於
て
四
本
の
剣
の
並
列
し
め
る
を
見
た
う
。
数
に
前
方
の
部
分
を
蟄
掘
し
た
る
に
線
て
の
場
合
に
於
け
る
が
如
ぐ
此
部
分
に
於

て
は
終
に
何
物
を
も
得
る
能
は
今
し
て
止
み
た
う
。

渉
静

イよ。
針
静
祭
よ。
い
紳
静
三。
枠
騨
１こ。
至ａ
彿
一
静
の。
浄
境。
枠
を。
陣
掘。
―
ッ。ゎ
る。
事ゅ
勢
ぃ
し。
て。
・
陣
争
仲
肺
静
査。
の。
騨
騨
陣
陣
神
体

碑
静
静
枠
陣
最。
も。
大。
抒
彿
鉾
予。
第
以。
外。
１こｅ
於。
て。
朧
み
掛
認。
む。
彿
能。
陣
す。
。
既
ｉ・
前
年
東
西
爾
大
學
の
諸
氏
に
依
♭
て
試
み
ら
れ

た
る
成
績
に
徴
す
る
も
同
様
の
率
質
を
見
た
る
の
み
か
ら
ず
、
予
が
延
聞
に
於
て
舟
せ
う
し
、
結
果
に
見
る
も
亦
然
う
ご
せ
ば
、

粘
土
楠
は
銚
子
家
の
如
き
大
土
墳
に
於
て
の
み
見
出
さ
る
べ
き
も
の
に
し
て
小
土
墳
に
は
之
を
見
る
能
は
ざ
る
∫
の
ご
浙
す
る

も
敢
て
不
可
か
き
が
如
し
ｏ
雨
し
て
回
壕
に
は

一
も
構
か
る
も
の
を
認
む
る
能
は
ぎ
る
も
或
は
木
構
の
存
在
せ
う
し
や
如
何
は

疑
間
に
し
て
現
時
共
形
蹟
を
見
お
能
は
ざ
る
が
故
に
容
易
に
之
を
暫
す
る
能
は
ぎ
る
も
．
或
は
曾
て
之
を
有
し
た
る
や
も
知
る

可
か
ら

，
ｏ第

　

一
　

院
　
墳

予
は
彦
と
多
く
の
古
墳
地
時
を
離
れ
て
第

一
琥
墳
を
も
螢
掘
せ
る
が
、
該
古
墳
は
英
▼
式
角
塚
即
ち
方
形
式
に
し
て
其
隣
に



相
接
し
て
一
個
の
園
壕
の
存
在
せ
る
を
見
た
る
が
此
等
二
個
り
角
塚
ご
目
妖
は
共
に
葉
周
園
に
壕
を
掘
う
た
る
形
跡
を
有
し
其

前
方
に
於
て
三
個
の
陪
塚
を
も
認
め
た
う
。
予
は
方
形
塚
に
手
を
下
し
て
稜
掘
を
試
み
た
る
が
、
無
石
糠
に
し
て
望
に
土
墳
中

に
於
て
遺
物
の
存
在
を
認
め
た
う
。
今
共
存
在
せ
る
状
態
に
就
き
て
記
さ
ん
に
ぁ
其
北
隅
に
於
て
一
領
の
鎧
の
機
れ
る
を
見
た

う
。
鑑
は
同
国
二
尺
五
寸
許
に
し
て
衛
少
し
く
北
方
に
帰
う
て
長
さ
三
尺
六
寸
の
大
刀
の
安
世
せ
る
め
う
て
其
側
に
は
剣
及
矢

殻
を
存
し
、
剣
の
央
端
の
部
分
に
は
一
本
の
矛
を
置
き
■
矛
ビ
効
こ
の
側
に
は
人
骨
の
如
き
も
の
を
認
ヴ
し
も
之
に
鯛
る
い
ば

直
に
其
形
を
失
へ
う
。
新
の
如
ぐ
其
方
形
塚
は
武
器
の
み
に
し
て
正
類
激
上
器
頚
等
の
如
き

一
も
之
を
認
む
る
盤
は
ざ
う
し
か

う
ｏ
而
し
て
此
環
の
周
囲
は
一
面
に
小
石
を
以
て
敷
き
講
め
ら
れ
た
る
を
見
た
♭
ｏ

予
の
祭
土
原
に
於
て
砕
掘
調
査
を
試
み
た
る
も
の
は
路
ば
以
上
の
如
き
も
の
に
し
て
和
他
は
外
形
に
就
き
て
研
究
し
ね
或
は

既
出
の
遺
物
を
絞
し
て
調
査
を
途
げ
た
る
か
♭
ｏ
雛
の。姫
ぐ。紳
土。癖
陣
聴
紳
の。み
苺
の。浄
騨
仲
有。す。
れ。
静
柳
其。
争
仲
イこ。沖
て。
陣

各。
オロ。
違。
せ。
る。
も。
の。
加
彿
抄
疑。
ぃ
す。
、
彼
の
山
陵
ピ
稀
せ
ら
る
ゝ
男
狭
穂
塚
、
女
狭
穂
塚
の
二
大
古
竣
も
其
形
式
各
相
製
れ
る
よ

う
す
れ
ば
張
て
之
を
同
時
代
の
も
の
ご
跡
さ
ん
に
は
妙
ぐ
と
も
異
♭
た
る
形
式
を
И
て
葬
ら
れ
た
る
も
の
ど
云
は
ぎ
る
可
ら

，

し
て
多
少
の
矛
盾
を
生
す
る
の
嫌
ひ
か
滸
に
非
ら
ざ
る
か
う
。
爾
し
て
如
上
の
吉
墳
は
何
れ
も
第
三
紀
の
丘
陵
上
に
築
か
れ
た

る
も
の
か
れ
ご
も
、
裁
に
衛
注
意
す
べ
き
は
其
丘
陵
の
下
蔀
に
於
て
も
擬
多
吉
墳
の
散
在
せ
る
事
質
あ
る
を
見
る
か
う
。
即
ち

三
宅
謝
蔵
の
鎮
座
せ
る
丘
陵
の
下
に
於
て

一
顔
川
に
注
ぐ

一
支
流
の
あ
る
在
う
て
所
在

一
辞
に
沖
積
層
の
不
原
を
形
成
し
所
調

笠
狭
岬
ご
癬
す
る
も
の
即
ち
是
に
し
て
上
俗
に
徒

へ
ば
洸
附
近

一
稗
は
昔
時
海
に
し
て
現
在
の
丘
陵
勧
崖
は
奮
時
の
岸
に
営
う

海
水
を
以
て
洗
は
わ
め
う
し
を
云
へ
う
。
然
る
に
此
低
き
沖
積
暦
の
流
に
近
接
し
て
古
墳
の
離
在
せ
る
も
の
あ
る
を
見
圃
塚
め

う
前
方
後
園
式
の
大
か
る
も
の
あ
う
て
此
等
は
丘
陵
上
に
於
け
る
も
の
と
同
時
代
た
る
を
疑
は

，
ｏ
着
し
土
俗
の
縛
す
る
が
如

く
附
近

一
時
の
海
た
う
し
ご
せ
ば
此
庭
に
吉
墳
の
存
在
せ
る
事
賢
は
甚
し
く
矛
盾
せ
る
を
想
は

，
ん
ば
あ
ら
ず
ｏ
之
を
如
何
に

三
七



三
八

考
ム
る
も
妙
く
と
も
沖
積
層
の
出
本
し
た
る
後
に
於
て
古
壌
の
築
か
れ
た
る
も
の
と
云
は
ぎ
る
可
２

，
ｏ
而
か
も
此
等
音
墳
の

附
近
に
於
て
衛
河
流
の
存
在
せ
る
が
如
き

一
考
を
要
す
る
問
題
た
ら
す
ん
ば
あ
ら
ぎ
る
か
う
。
而
し
て
新
の
如
ぐ
河
流
の
附
近

イこ。
浄
鋒
の。
存。
在．
せａ
る。
事。
例。
イょ。
之。
か
外．
１こ。
し．
争

とよ。
伸
陣
妻．
肺
膝
附。
近。
イこ．
於。
て。
も。
亦．
認．
め。
ぃ
る。
一
事．
賃日
加
る日
脚
ヽ
力
わ
紳
土。
原。
附。
近。

１こ．
於。
て。
陣
酢
府。
及。
酢
み
寺。
の。
設。
け。
加
ぃ
て。
余．
良。
排
時．
代。
１こ。
於．
て。
陣
此。
地。
加
日。
向。
の。
中。
卜
地。
枠
沖
”
し。
よ。
”
見．
る。
も。
、
浄
れ
依。
然．

ど。
し。
て。
比．
状。
静
陣
在．
“
し。
も。
の。
沖
見。
る。
か
至。
営。
加
”
静
せ。
ん。
江
、
要
す
る
に
光
地
を
以
て
日
向
の
中
心
と
し
、　
一
方
は

一
瀬
川

を
隔
て
ゝ
茶
臼
原
及
新
田
原
よ
う
高
鍋
に
波
及
せ
る
丘
陵
の
稜
達
を
見
、
衛

一
方
は
高
屋
附
近
ま
で
に
及
び
、
其
背
後
は
所
謂

日
向
山
脈
を
以
て
屏
風
の
如
ぐ
之
を
回
続
し
其
尖
端
は
第
三
紀
の
丘
陵
相
不
行
し
て
美
々
津
附
近
に
達
し
延
岡
を
以
て
Ｅ
劃
し

岱

一
方
は
南
の
方
青
島
附
近
に
延
長
し
他
ご
境
を
接
す
る
に
至
れ
る
を
見
る
。
而
し
て
此
第
三
紀
層
の
丘
陵
に
属
す
る
地
韓
は

自。
ら。
陣
向。
の。
申
央．
部．
姿
形。
成。
せ。
る。
神
の。
イこ。
し。
て。
此．
磨
イこ。
酢
府。
及．
騨
み
寺。
の。
設。
ぃ
ら．
れ。
か
る。
イょ。
抑。
も。
偶．
然。
の。
事。
１こ．
膊
弟
い
ざ．
る。
加

う
ｏ
台
比
祭
土
原
の
古
墳
分
布
は
決
し
て
限
ら
れ
た
る
も
の
に
は
あ
ら
す
し
て
一
方
は
高
鍋
附
近
に
及
び
、
又
他
の

一
方
は
高

屋
附
近
に
も
達
し
た
る
も
の
に
し
て
、
暴
元
此
等

一
帯
の
古
墳
分
布
は
同
慣
値
の
下
に
批
刻
ど
研
究
を
試
む
る
の
眼
光
を
有
せ

ぎ
れ
ば
、
絡
に
其
具
相
を
捕
捉
す
る
能
は
ざ
る
も
の
あ
る
を
思
は

，
ん
ば
め
ら

，
ｏ

爾
翻
淵
緞
処
理

大
施
川
は
諸
縣
郡
を
流
れ
て
宮
崎
附
近
に
本
ｂ
以
て
海
に
盗
ぐ
も
の
か
る
が
、
此
流
域
に
於
て
も
亦
古
墳
の
群

左
を
見
る
か
う
。
即
ち
宮
崎
を
去
る
北
方
敷
里
に
し
て
大
施
川
に
瀕
し
た
る
地
に
大
宮
村
あ
う
。
此
大
宮
村
に
於
て
か
な
る
第

三
紀
の
丘
陵
露
出
し
其
上
に
は
殆
ご
丘
陵
に
作
う
附
け
に
し
た
る
が
如
き
大
音
墳
の
あ
る
在
う
ｏ
遣
は
今
余
古
瀞
蔵
の
境
内
に

し
て
古
墳
は
瀞
滋
の
奔
殿
に
接
近
し
、
現
時
瀬
赴
の
鎮
座
せ
る
部
分
は
該
古
墳
の
附
磨
地
た
る
か
う
。
此
側
に
荷

一
佃
の
陪
壕

の
存
在
せ
る
を
見
る
。
而
し
て
本
壕
た
る
大
古
瑣
は
前
方
後
同
式
に
し
て
三
段
を
篤
し
■
正
し
ぐ
南
北
に
位
置
せ
る
も
の
に
し

て
此
音
墳
を
去
る
約
廿
町
に
し
て
第
三
紀
の
丘
陵
の
稜
達
せ
る
あ
う
。
此
上
に
も
亦

一
個
の
古
墳
存
在
し
土
俗
之
を
遠
目
壕
ご



抑
山。し
の。居
勲

‐こ。う
存。。
在。此。
せ。遠．
る。日。

ゆ
嚇
中

遠。の。
日。是。

姫
効
仲
陣
【

由。の。
い
頼

る。最。
所。も。

か
る。き。
可． 所．

“
坤
跡

の。せ。
ぃ

き。も。
高。の。
所。‐と。
１こ。し。

中
聯

る。三。
も。紀。

卵
酌
い

の。丘。
日。陵。
同

ｔこ。‐‐
騨

て
未
見
に
層
す
る
も
の
た
″
ｏ
今
此
吉
墳
に
行
み
て
四
方
を
望
め
ば
宮
崎
附
近
の
女‐‐
き
も
指
顧
の
中
に
在
る
か
う
。
而
し
て
此

音
墳
は

一
方
よ
う
す
れ
ば
前
方
後
団
式
と
も
見
ら
れ
■
又
他
の
一
方
よ
う
す
れ
ば
銚
子
塚
ど
も
見
ら
る
扶
が
如
ぐ
種
々
の
形
式

に
見
ら
れ
菅
に
之
を
日
向
の
何
わ
に
見
ぎ
る
の
み
か
ら

，
日
本
全
國
に
於
け
る
古
墳
中
に
求
む
る
も
未
だ
新
る
稀
有
の
類
例
あ

る
を
知
ら

，
ｏ
賃
に

一
佃
特
種
の
珍
現
象
を
塁
せ
る
か
う
。
ぎ
ぱ
＝
妍
脊
♂
紺
肝
い
ｒ
籍
沖
β
糾
伊
妍
ド
レ
ぜ
聟
″
智
謄
静
‐こ。

紳
し。
ヽ
■
央。
部．
陣
酢
形。
ｉこ。
ぃ
て。
是。
よ。
う。
三．
線。
み
出。
し。
て。
其．
方。
位。
正。
し。
ぐ．
申
央。
よ。
ぃ
せ。
い
騨
巨
東。
西。
南．
枠
―こ。
向。
゛
う。
ｏ
而
し
て
形

り
ざ
る

一
種
別
個
の
形
式
ご
し
て
定
め
ぎ
る
可
か
ら
ず
ｏ
元
本

邦
１こ。す。る。卯
紳
あら。い

， 。高。誦
山。ぃ
上。ｔこ。縞
停
〕
神
「蒙
帥
‐こ。
他。

ド
一。
騨
古。
沖
擬
知
陣
騨
弾
類
き。
夢
孵
脚
”
ｏ
予
は
此
に
多
大
の

興
味
を
以
て
比
古
墳
の
稜
掘
を
試
み
以
て
大
に
研
究
の
資
に
供
せ
ん
ど
せ
し
が
、
縣
営
局
の
之
を
許
さ
い
る
も
の
あ
う
し
を
以

て
絡
に
手
を
下
さ
す
し
て
止
み
し
も
、
新
る
稀
有
の
形
式
ビ
特
種
の
性
質
を
有
す
る
も
の
よ
内
部
及
其
遺
物
の
如
何
か
る
か
は

最
も
興
味
あ
る
こ
と
に
し
て
、
之
を
暫
ぐ
今
後
の
研
究
に
保
留
せ
ぎ
る
を
得
ぎ
る
を
遺
幅
ど
す
る
も
の
か
う
。

大
宮
村
よ
う
大
旋
川
を
隔
て
ゝ
其
西
岸
に
生
目
村
学
跡
江
ご
稀
す
る
地
め
う
。
此
地
の
丘
陵
上
に
は
無
数
の
吉
墳
存
在
し
其

中
に
於
て
特
に
四
個
の
大
吉
墳
を
計
算
す
る
を
得
た
♭
。
此
等
四
個
の
大
古
墳
は
何
れ
も
前
方
後
国
式
に
し
て
頗
る
大
か
る
も

の
た
る
か
♭
。
要
す
る
に
此
等
吉
墳
分
布
地
は
看
過
す
可
か
ら
ぎ
る
重
要
地
熱
た
る
を
失
は

，
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

跡
江
よ
う
流
に
沿
ム
て
初
れ
ば
本
庄
み
る

一
小
市
街
に
達
せ
ん
、
此
地
は
殆
ご
吉
墳
群
中
に
存
在
せ
う
と
稀
す
る
も
敢
て
不

可
み
き
程
に
し
て
、
其
古
墳
の
無
敷
か
る
驚
く
の
外
か
し
①
而
し
て
比
廃
に
も
亦
大
吉
墳
に
富
み
其
形
式
或
は
前
方
後
回
め
♭

三
九
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〇

或
は
銚
子
壕
め
♭
或
は
回
壕
あ
う
て
↓
殊
に
銚
子
塚
の
如
き
は
特
に
完
全
か
る
形
式
の
も
の
を
認
め
得
↑
か
う
。
面
し
て
本
庄

ｉ〓。
行。
イょ。姿
ぐ。古．騨
の。間。
イこ。町。を。な。
せ。
る。も。
の。
ぃ
し。
争
ヽ
市．街。
の。耐
瀞
の。姫
き。も。亦。浄
墳。
の。上。
１こ。静
イタ。い
れ。
沖
る。
抄
見。れ。
ぃ
舶
何。

イこ。
大。
浄
野

‐こ。
富。
”
彿
か
か
想。
察。
■
る。
ぃ
足。
ぃ
ん。
ｏ
彼
の
藤
井
貞
幹
の
桂
林
漫
録
中
に
記
せ
る
甲
冑
は
此
古
墳
群
中
の
猪
壕
よ
う

鶴
で
た
る
も
の
に
し
て
、
他
に
上
長
妖
ざ
群
す
る
も
の
は
大
か
る
前
方
後
国
に
し
て
■
葉
周
国
に
は
埴
輪
の
存
在
せ
る
こ
と
も

朧
気
な
が
ら
認
め
ら
れ
た
♭
ｏ
耐
ｒ
ｒ
距
厚
辮
妍
世
ピ
ド
舒
Ｔ
ｒ
僻
研
紳
ド
呼
摩
呼
い
神
妍
ｐ
騨
伊
↑
静
騨
鱗
俳
肺
静
思．
ぃ
る。

坤
麟
帷
伽
破。
片。
「

イ固。
枠
得ｅ
静
う。
、
新
の
如
ぐ
本
庄
は

，
墳
群
地
か
る
が
由
本
諸
縣
の
地
た
る
歴
史
上
著
名
の
地
に
し
て
、
彼
の

景
行
應
仁
Ｌ
仁
徳
等
の
歴
朝
多
く
の
美
妃
美
女
を
出
し
た
る
所
に
し
て
景
行
の
泉
姫
の
如
き
、
仁
徳
の
髪
長
姫
の
如
き
何
れ
も

諸
縣
よ
う
出
で
た
る
女
性
た
る
か
♭
ｏ
予
は
跡
江
附
近
よ
う
本
庄
方
面
に
亘
る
吉
墳
は
絡
に
稜
掘
を
試
み
ざ
う
し
も
、
其
外
形

よ
ぅ
観
察
し
た
る
状
態
叉
は
埴
輪
の
古
墳
を
回
綾
せ
る
様
か
ご
樽
た
畿
内
地
方
に
於
け
る
色
彩
を
通
想
す
る
も
の
か
く
ん
ば
あ

ら
，
。
然。る。
イこ。諸。陣
イょ。上。代。
酌
爆
け。る。黄．銀
時。代。
れ
も。榊
”
苺
静
陣
鵬
仁。徳。
の。韓
静
密。接。加
る。鵬
係。み
有。す。
る。鏃
か
る。か
故。
１こ。

静
内。地。方。
の。色。み
の。静
ム。
静
浄
陣
争
ろ。静
む。
苺
か
ぃ
ざ。
紳
こ。
静
陣
し。
つ
ヽ
共。姻。成。鰈
係。及。時。代。的。流。彿
ぃ
影９攀
抄
受。け。ゎ
る。も。

の
こ
解
す
る
に
難
か
ら

，
ｏ
元
本
諸
縣
の
古
墳
は
彼
の
茶
臼
原
に
於
け
る
茶
臼
塚
の
如
き
又
高
鍋
附
近
に
沿
け
る
も
の
よ
如
き

何
等
か
同
時
代
に
局
す
る
も
の
よ
如
く
考
ふ
る
齢
な
き
に
し
も
あ
銹
今
ｏ
衛
大
掟
川
を
下
う
て
宮
崎
の
麹
に
到
れ
ば
宮
崎
赫
宮

の
蔵
め
う
て
、
此
蔵
の
側
に
も
大
か
る
歎
個
の
古
墳
あ
る
を
見
る
。
這
は
前
方
後
回
に
し
て
曾
て
此
附
近
は

一
韓
に
古
墳
の
洋

在
せ
し
地
昨
た
う
し
を
覺
ゆ
る
か
う
ｏ
叉
更
に
宮
崎
の
北
棺
村
に
も
二
個
の
音
墳
存
在
せ
る
が
、
這
は
新
し
き
沖
積
暦
の
上
に

存
在
し
其

一
は
砂
丘
の
上
に
あ
ｂ
ｏ
他
の

一
は
砂
丘
の
側
に
あ
う
て
形
式
は
何
れ
も
前
方
後
国
か
る
が
、
秒
丘
の
音
竣
よ
う
は

曾
て
曲
玉
、
此
等
を
稜
掘
と
し
む
る
こ
と
あ
♭
て
、
此
等
は
曲
玉
、
管
玉
を
用
ひ
し
頃
の
築
造
に
係
れ
る
は
明
か
る
も
、
新
し

き
沖
積
層
の
上
に
存
在
せ
る
よ
う
見
れ
ば
其
年
代
芥
た
知
る
べ
き
か
う
ｏ
要
す
る
に
大
淀
川
流
域
に
於
け
る
分
布
は
頗
る
豊
富



に
し
て
■

一
瀬
川
の
流
域
に
於
け
る
も
の
に
比
し
決
し
て
遜
色
を
見
ざ
る
も
の
ご
云
ふ
べ
き
な
う
。

此
大
淀
川
流
域
に
も
亦
横
穴
の
存
在
せ
る
を
見
る
。
先
づ
宮
崎
方
面
よ
う
云
は
ん
に
、
宮
崎
を
去
る

一
里
餘
の
西
に
は

一
帯
に
第
三
紀
の
丘
陵
稜
達
し
、
住
吉
紺
に
於
け
る
丘
陵
に
至
う
て
横
穴
の
各
所
に
存
在
せ
る
を
見
、
此
等
を
稜
掘
す
れ
ば
多

少
の
望
を
嚇
す
る
に
足
る
も
の
あ
ら
ん
。
而
し
て
其
形
式
は
最
も
簡
撃
か
れ
ご
も
内
部
の
構
造
は
大
に
し
て
複
雑
３
る
も
の
あ

●
●
０
●

う
。
即
ち
死
着
を
安
置
せ
し
廃
は
之
を

一
段
高
く
し
天
丼
は
国
形
に
し
て
一
面
に
朱
セ
塗
抹
し
下
に
轟
を
穿
て
う
。
之
を
延
岡

高。
紳
地．
方。
の。
もｅ
の。
１こ。
比。
”
る。
１こ。
横．
穴ｅ
の。
格
造。
ご。
し。
て。
イょ。
宮。
陣
附。
浄
の。
も。
み
か
以。
て。
最っ
も。
進。
歩
揮
善
せ。
る。
も。
の。
ご。
云８
洋
ざ０
紳
蒋
沖

正
し
く
東
南
に
面
し
入
口
を
南
に
せ
♭
。
内
部
の
掘
方
は
最
も
粗
雑
か
る
も
高
さ
七
尺
に
達
し
入
日
に
は

一
種
の
彫
刻
を
施
せ

る
模
撲
の
形
跡
を
見
る
。
思
ム
に
新
る
横
穴
は
之
を
日
本
全
図
の
例
に
徴
す
る
も
稀
有
の
事
に
し
て
頗
る
興
味
め
る
も
の
ど
云

は
ぎ
る
べ
か
ら

，
ｃ

一日
間
躙
四
周
躙
触
〕

三
田
井
は
所
謂
高
〒
穂
の
稀
あ
る
地
に
し
て
西
日
杵
郡
に
在
♭
。
延
岡
に
注
ぐ
五
箇
瀬
川
の
上
流
に
位
し

四
回
山
を
以
て
圏
饒
せ
ら
れ
た
る
盆
地
を
形
成
し
東
方
に
於
て
五
箇
瀬
川
の
澳
流
に
臨
め
る
が
故
に
党
に
自
然
の
交
通
路
開
け

西
方
は
山
道
に
由
う
て
肥
後
に
接
せ
♭
。
新．
の。
姫
ぐ。
避。
移
し。
浄
る。
山．
間。
の。
地。
卜
る。
１こ。
拘．
イょ．
“
”
横。
穴ｅ
の。
和
在．
勝
紳
静
富．
抒
る。
も。

の．
か
る。
も。
不ｅ
思。
議．
１こ。
一
の。
土．野
の。
榊
在ｅ
を。静
”
ぎ．
律
イよ。
之。
か
卜
肺
藤
酢
附．
渉
鉾
状。
静
臣
距
♭
争
籐
紳
奇。
異。
の。
脱
神
く。
ん。
陣
抄
”
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四
エ

０す
。
而
も
横
穴
の
形
式
種
々
か
る
が
故
に
日
向
に
於
け
る
横
穴
を
研
究
せ
ん
に
は
比
地
を
撰
む
を
以
て
最
も
便
か
つ
ご
せ
ん
。

洸
等
三
田
井
の
横
穴
よ
う
出
で
た
る
遺
物
は
何
れ
も
此
地
に
於
て
保
存
せ
ら
れ
あ
う
ｏ
而
し
て
其
構
造
の
状
態
よ
う
云
へ
ば
或

は
衛
里
に
掘
ら
れ
．
或
は
補
之
よ
う
進
歩
し
内
部
も
多
少
廣
き
も
の
あ
う
ｏ
其
最
も
進
歩
せ
る
も
の
は
中
央．
に
痣
床
の
如
き

一

段
高
き
も
の
を
設
け
天
丼
に
は
駆
刻
の
如
き
も
の
を
掘
″
付
け
又
避
に
は
杜
の
如
き
も
の
を
掘
う
つ
け
め
う
て
一
面
に
未
を
施

せ
る
形
跡
を
見
る
。
新
ぐ
形
式
は
簡
単
複
雑
交
も
か
る
も
内
部
は
何
れ
も
左
し
て
療
き
も
の
に
わ
ら
ず
ｏ
其
最
も
廣
き
も
の
に

し
て
奥
行
七
尺
、
幅
八
尺
の
も
の
よ
う
奥
行
六
尺
五
寸
、
幅
五
尺
七
寸
の
も
の
或
は
奥
行
五
尺
二
寸
．
幅
三
尺
五
寸
に
至
る
も

の
あ
う
て
天
丼
よ
う
地
床
迄
の
高
さ
は
何
れ
も
左
程
高
き
も
の
は
め
ヽ
今
。
最
も
高
き
も
の
に
し
て
二
尺
七
寸
乃
至
三
尺
六
七

寸
位
ｉ
過
ぎ
す
ｏ
故
に
三
田
井
の
横
穴
は
築
構
造
よ
う
す
れ
ば
狡
小
か
る
部
類
に
局
す
と
云
は
ぎ
る
可
か
ら

，
．
就
中
其
複
雑

か
る
も
の
に
至
う
て
は
一
面
に
未
を
施
せ
る
の
み
か
ら

，
入
口
に
於
て
其
形
に
准
じ
た
る
一
枚
の
石
の
戸
を
締
め
込
み
あ
う
て

典
外
部
に
は
土
を
以
て
覆
ひ
居
れ
う
ｏ
然
る
に
業
内
部
よ
う
出
づ
る
遺
物
に
至
う
て
は
大
に
見
る
べ
き
も
の
あ
う
ｏ
即
ち
甲
冑

武
器
ｏ
曲
玉
、
管
玉
Ｌ
瑠
璃
玉
‘
裕
子
玉
其
他
装
飾
品
妙
か
ら

崎戦云。施呻ん。るよ。を嘲も。る叫櫛他。之。町郭呼よ。し。【もｅｔょ。錦富．器。が』靭オ鞘

あ
う
水
品
め
う
て
其
形
よ
う
云

へ
ば
土
墳
に
比
し
て
築
美
観
優
雅
の
状
多
少
相
劣
れ
る
も
の
あ
る
か
う
。
殊
に
管
玉
の
如
き
は

土
墳
よ
う
す
る
も
の
よ
女‐‐
ぐ
優
小
か
る
も
の
に
は
あ
ら
か
し
て
比
較
的
大
か
る
傾
向
を
有
す
叉
裕
子
玉
は
現
時
の
南
京
玉
に
比

す
べ
く
其
色
は
青
色
Ｌ
藍
色
．
黄
色
．
赤
色
等
を
存
せ
う
．

三
田
井
を
去
る
数
里
な
る
岩
戸
村
に
も
亦
横
穴
の
存
在
せ
る
を
見
る
か
♭
ｏ
而
し
て
其
棒
造
は
三
田
井
に
酷
似
せ
う
。
又
三

日
井
ど
肥
後
阿
蘇
郡
に
接
せ
る
國
境
の
入
日
に
於
て
も
横
穴
の
存
在
を
認
め
し
が
■
是
亦
三
田
井
の
も
の
ビ
酷
似
せ
る
を
見
た



う
。
要
す
る
に
比
等
三
田
井
附
近
の
横
穴
は
何
れ
も
同

一
分
布
系
統
に
局
す
る
も
の
に
し
て
術
深
ぐ
肥
後
及
豊
後
の
事
質
を
光

毅
す
れ
ば
必
す
や
興
味
あ
る
問
題
に
鯛
る
よ
も
の
あ
２
ん
。

第
五
　
山

城

∩ワ
遺

跡

予
は
日
向
の
上
墳
、
横
穴
た
る
古
墳
に
就
き
て
其
形
式
及
内
部
の
構
造
に
開
す
る
読
明
を
試
み
た
る
の
み
か
銹

，
其
遺
物
に

就
き
て
も
亦
述
ぶ
る
所
あ
り
し
が
■
日
向
に
は
晉
に
新
る
古
墳
の
み
か
ら

，
之
と
共
に
其
時
代
を
見
る
に
最
も
大
切
か
る
材
料

を
有
す
。
是
れ
即
ち
予
の
盛
に
述
べ
ん
ご
歓
す
る
山
城
に
就
き
て
の
問
題
な
う
。

抑
も
山
城
か
る
も
の
は
丘
陵
の
尖
端
又
は
実
上
に
或
は
高
き
山
の
上
に
設
け
嚇
れ
た
る
砦
即
ち
要
塞
り
跡
に
し
て
、
営
時
の

戦
闘
防
禦
に
供
し
た
る
遺
跡
た
る
な
う
ｏ
新
る
遺
跡
は
北
朝
鮮
腕
洲
等
よ
う
我
北
海
道
樺
太
遊
に
奥
期
地
方
に
存
在
せ
る
も
の

に
し
て
、
最
近
信
州
等
に
於
て
も
含
且
つ
此
事
賃
を
認
む
る
も
の
あ
る
に
至
れ
う
ｏ
然
る
に
予
の
日
向
を
調
査
す
る
に
及
び
て

此
庭
に
も
亦
勇
遺
跡
の
頗
る
多
ぐ
存
在
せ
る
を
見
る
。
即
ち
此
場
所
は
必
今
其
附
近
に
水
流
の
要
害
あ
う
て
、
前
は
絶
壁
断
崖

み
紳
し。
Ｌ
後ｅ
ｔょ。
山。
陣
連。
”
て。
其。
頂。
■．
晏
攀

‐こ。
し．
て。
「
の。
富．
士。
脇
抄
呈。
し。
■
郵
段。
若。
伸

１ょ。
三。
段。
の。
騨
抄
諏
ぃ
ヽ
沖
の。
騨
ぃ
榊

１こ。
於。

て
外
敵
を
防
禦
し
た
る
も
の
か
り
。
而
し
て
此
遺
跡
這
し
て
云
ム
ベ
き
は
彼
の
五
箇
顔
川
に
枕
み
た
る
高
千
穂
四
皇
子
峯
の
如

き
即
ち
是
に
し
て
、
此
庭
に
も
壕
の
存
在
を
見
、
前
方
の
経
壁
を
婿
せ
る
部
面
に
は

一
段
の
壕
を
設
け
、
後
方
の
山
に
連
る
部

面
に
は
二
段
の
壕
を
設
け
あ
う
て
頂
上
不
垣
か
♭
。
樽
読
に
由
れ
ば
天
孫
の
四
皇
子
が
比
山
頂
に
會
し
て
遊
び
戯
れ
た
る
所
百

云
へ
る
も
、
是
れ
明
に
山
競
の
遺
跡
た
る
か
う
ｏ
衛
高
千
穂
の

『
タ
カ
ヨ
ボ
』
ど
稀
す
る
庭
の
如
き
、
前
方
絶
壁
の
部
面
に
は

壕
を
見
ぎ
る
も
、
後
方
に
於
て
三
段
の
壕
を
有
し
頂
上
不
垣
か
う
。
叉
同
地
の
花
ノ
木
山
ご
稀
す
る
庭
も
此
形
式
に
し
て
、
後

方
の
面
部
に
二
段
の
壕
を
有
せ
う
ｏ
而
し
て
花
ノ
木
ど
云

へ
る
其
本
は

『
キ
』
即
ち
城
を
意
味
す
る
も
の
に
は
あ
嚇
ざ
る
か
。

四
三



四
四

以。
上ｅ
ｔょ。高．浄
穂。
酢
ち。三。田。井．地。方．
礫
於．
け。
る。事．質。
か
る。もｅｏ
比．形。式．陣
司ヒ。海。道。■
樺，浄
．
鵬
洲ａ、
枠
朝．鮮．争
巨
存。在．
せ。る。も。の。

神
同。
形。式ｅ
ｔこ。
し。
て。、
み
れ
れ
の。
所。静
沖
沖
沖
静
云。
ゃ
る。
イょ。
酢
”
砦っ
の。
浄
ヵ
ｌこ。
し。
て。此ｃ
『。沖
沖
力』。
沖
う。
‐よ。
浄
斧
Ｌ
石。妨
類ａを。出。

■
よ。
”
見．秒
ぃ
、
難
酢
代。
の。葬
陣
石。
群
酢
仲
併
も。
い
い
し．
一
ヽ
稗
敵
炸
の。
其。後。
之。
か
雑
用。し。
沖
紳
も。
の。
加
紳
静
も。酢
る。
、
沖
”

す
。
而
し
て
期
る
遺
跡
が
日
向
に
存
在
せ
る
は
畢
貴
三
田
井
の
如
き
未
開
避
遠
の
地
に
し
て
面
か
も
最
近
ま
で
は
樹
木
繁
茂
し

て
森
林
を
舟
せ
し
が
た
め
自
然
的
保
存
に
好
都
合
か
♭
し
も
の
ご
云
は
ぎ
る
を
得
す
①
此。
１こ。
思．
ひ。
出。
沖
彿
中

イよ。
彼。
の。
奥。
歩
鰺
方。

１こ．
於．
け。
る。
舘．
肺
“
紳
”
彿
もｃ
の。
ぃ
しｃ
て。
■
之。
か
比。
殊
酢
究。
　

・
１ュ。
忽。
諸。
ぃ
附。
”
苺
加
”
ぎ。
る。
も。
の。
た
る。
を。
疑。
イょ。
”
。

衛
此
三
田
井
よ
う
五
箇
瀬
川
に
沿
ひ
て
延
岡
に
下
る
の
間
に
於
て
鞍
掛
山
を
初
め
其
他
各
所
に
之
が
遺
跡
を
望
見
せ
銹
る
ゝ

も
の
妙
か
ら

，
ｏ
而
し
て
延
岡
附
近
に
於
て
は
其
北
方
に
東
海
村
字
就
子
ど
癬
す
る
地
あ
う
て
此
廃
に
も
英
遺
跡
を
見
る
か
う

這
は
後
方
向
に
連
る
も
其
前
方
は
沖
積
層
の
不
地
に
し
て
下
よ
う
之
を
見
る
に
明
か
に
壕
の
跡
を
望
む
べ
ぐ
■
之
を
踏
査
す
る

に
三
段
の
壕
を
設
け
あ
り
。
其
他
新
る
遺
跡
は
高
鍋
地
方
に
於
て
も
認
め
ら
る
よ
も
の
に
し
て
、
即
ち
共
代
表
ど
も
見
る
べ
き

も
の
は
小
九
川
の
流
を
挟
み
て
相
当
せ
る
こ
個
の
砦
の
鼻
の
突
出
せ
る
を
見
る
即
ち
是
か
う
這
は
三
紀
の
丘
陵
に
し
て
之
に
壕

鉤イと形蜘脱嚇現耐咄”螂れ岬勲島酌孵嘲碑翻を。態廟し。恰其。も南．磐方．競蜘舘。東を。磐高。井蜘韓触〕嶋鴫呻ち。の蜘ｔ・。の洋語。打晦拗れ卸帥騨し。せ

て．
此。
古。
名。
も。
ル
静
ぐ．
殊
れ。
る。
も。
の。
れ
云。
沖
、
ぐ。
彼。
の。
藤
武。
天．
皇．
の。
御．
製。
１こ．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

製
ピ
だ
グ
が
♂
雲
笠
駆
酢
配
砕
』

れ
か
る。
―ょ。
酢
ち。
是．
―こ。
ぃ
一
高。
鍋。
の。
ル
の。
女‐‐．
静
も。
第。
三。
紳
妍
丘。
陵。
１こ。
ぃ
争
今。
静
坤
構．
造。
沖
ぃ
騨
化。
し。
居。
れ。
静
も。
曾。
て。
陣
必。
丼
や。
此。

形。
式。
の。
時。
代。
あ。
ぃ
ぃ
も。
の。
静
推．
“
る。
ぉ
得。
、
し。
。
抑
も
高
鍋
は
元
本
貼
韻
ピ
云
ひ
し
も
の
に
し
て
延
賓
元
年
今
日
の
高
鍋
に
改

め
た
る
か
う
ｏ
而
し
て
高
鍋
の
城
趾
は
文
武
天
皇
の
時
に
於
て
築
か
れ
た
リ
ビ
稀
す
る
事
質
あ
う
と
す
れ
ば
営
時
の
形
式
は
必



形。に す
式・ 難 や
をoヵう 山
帯●ら 城
び。す 的
俗・

O形
稀。夏・ 式
之。に。を
を。高。備
鬼・ 鍋。へ

付o を。 た
女o南・ う
ど。1こ

。こ
稀。下。覺
しoれ●ゆ
彼 oイド。る
のo宮°か
鎮o阻。 9

西。村。 °

入 o lこ 。即
良卜。し。ち
角oて。今
朝●サL。 日
がo慶中に
此eに。て

糧i些:碁
せ鬱紀eを
)eの。抱

しC'中°き
てo積。つ

虐 :層:基

る。~

?:雲
てoの

形:孫
も。を
亦。見
同。る

又

一
ノ
瀬
川
を
遡
♭
て
妻
町
附
近
に
赴
け
ば
此
種
の
遺
跡
に
富
め
る
が
就
中
右
峯
城
趾
の
如
き
三
段
の
壕
を
有
せ
る
も
の
に

し
て
其
俺
に
水
流
の
あ
る
在
う
。
又
穂
北
の
如
き
も
島
之
内
の
前
方

一
ノ
願
川
を
盗
へ
て
三
段
の
壕
を
婿
し
後
方
は
茶
臼
原
の

丘
陵
に
接
せ
う
。
々
御
い
穂．
枠
の。
詐
方．
榊
沖
静
村。
陣
於。
ぃ
る。有。
名。
神
る。高ｅ
膝
城。
の。姫
讚
静
律
力
皇ｅ
の。
仲
宮。
沖
中
し。
郭
蹟．
体
陣
沖

る。
ぃ
の。
１こ。
し。
て。
規。
模。
頗。
る。
大。
か
る。
か
故．
』
一
見。
何。
等ｅ
の。
注。
意。
捧
喚．
起。
せ。
ぎ。
彿
も。
遠。
ぐ。
之．
れ。
抄
離。
て。
遠。
望。
一
れ。
陣
躁

イこ。
静
肺
沖
る。

の。
形。
式。
仲
呉。
備。
せ。
紳
抄
見。
る。
、
と
ノ。Ｏ
予。
イょ。
此。
送。
帥
仲
卵
「
静
贈
高。
貴。
ぃ
人。
鋭
居。
住。
せ。
ら。
幅
し。
痴
所。
島
見。
統
も。
の。
ぃ
し。
て。
』
陣
之。

仲
高。屋。齢
Ｐ
か
陵。
詢
〕
ら。れ。携
紳
枠
掌。
和
炒
”
陣
わ
以。
和
曲。陵。神
櫻
か
ょ。
”
肺
宮。残
り
矩
沖
も。
い
呻
帥
胸
見。
純
ね
濠
吉。
加
ら。ん。

胸
信。， 。統
着。
加
”
。
又。砂。土。原。城っ
の。女‐‐。き。も。
み
弊
の。騨
抄
有。
せ。る。
１こき
イよ０か
”
ざ。
彿
沖
ｏ
共。他ｅ
袖
於。肺
肺
騨
貫。寺。
の。既
基。
ぃ
か
静

”
然．
”
静
信。
”
る。
若。
沖
う。
。
仲
宮。
崎。
よ。
”
南。
１こ。
向。
て。
進。
め．
陣
青。
島。
後
望．
む。
所。
か
う。
て。
此。
殊
ぃ
も．
舘。
跡。
の。
形。
式。
み
認。
ぃ
る。
も。
の。
在。

る。
加
漿
。

彦
上
列
記
し
た
る
も
の
は
何
れ
も
原
始
的
形
式
を
韓
び
た
る
山
城
の
遺
邸
に
し
て
比
等
は
後
に
至
う
戦
國
時
代
の
群
雄
割
擦

の
時
に
及
ん
で
諸
豪
の
占
擦
せ
る
城
塞
に
用
ひ
ら
れ
た
れ
ご
も
要
す
る
に
古
代
の
山
城
を
應
用
し
た
る
に
過
ぎ
ぎ
る
か
う
。
而

し
て
戦
國
時
代
の
用
に
供
せ
ら
れ
ぎ
う
し
彼
の
高
千
穂
の
諸
遺
跡
の
如
き
、
は
た
延
岡
附
近
就
子
の
遺
跡
の
如
き
は
最
も
明
確

に
立
諭
せ
る
も
の
に
し
て
、
元
茶
薪
る
形
式
の
も
の
を
絡
に
戦
國
時
代
に
至
う
て
営
時
の
築
嫉
に
利
用
せ
る
∫
の
と
見
る
べ
く

此
等
原
指
的
山
城
は
日
向
に
於
け
る
古
代
の
研
究
と
最
も
大
切
の
資
材
に
し
て
以
て
共
に
相
比
較
す
る
に
於
て
其
疑
遷
の
状
を

察
す
べ
き
か
う
。
卍
ぃ
中
古。響
卵
多。
ぐ。Ｔ
ぽ
ざ
紳
螂
騨
イこ。
イよ。が
弾
牌
等。
癖
始。
的。山。ガ
が
即
紳
仲
中
ｏ
静
炒
攀
静
浄
酢
の。住．
居．跡。

四
五



脱
ち。弟
下。
鋭
酢
静
し。
て。
み
外
す。れ。
陣
古。代．
住。
民。
ぃ
ん
布．炸
各ぅ
鼻
勢Ｂ力Ｄ範ａ酢
争
歴Ｄゎ
れ
い
て。活，除
ぃ
森
る。
抄
見．
彿
イこ。加
夕
静
ｏ
而

し
て
新
る
事
質
は
更
に
朝
鮮
及
其
以
北
の
大
陸
に
於
け
る
も
の
ど
も
能
ぐ
相
類
似
せ
る
も
の
あ
る
か
〔
。
節
ち
古
墳
及
山
城
の

存。
在。
蘭
大⑥陣
沖
中
此。腺
イこ。ん
布。仲
ゎ
れ。
る。も。
鋭
誦
見。細
ゎ
得。可。ぃ
。
然。る。
ぃ
勝
争
のａ幹
賃。
ｔょ。沖
繰
よ。
【
肇
酢
どて。他。酢
ヵ
諸．島。
巨

於。
て。
イょ。決Ｄし。
て。認．
仲
ゃ
か
らｅ
ざ。
彿
現。象。
ゎ
る。
‐こ。浄
目ぅ
曽
静
る。
韓
か
ら。す。ｏ
故．
１ここ陣
争
陣
仲
的，陣
弟
眸
榊
瀞
斧
釣
仲
神
ら。、
有．史Ｂ

歩
前。
のＢ民ａ族．
静
僻
俸
御
之９
抄
仲
用９し０騨
陣
枠
陣
先守
も６舜
み
掛
用。
ひ。し。もｅ
の。
静
見。ざ。
彿
蒋
か
勢
す。ｏ
さ
れ
ば
聾
る
鷺
味
よ
う
す
れ

ば
此
山
競
は
有
史
以
前
に
於
け
る
吾
人
ご
関
係
か
き
民
族
よ
う
し
て
我
祀
先
に
至
る
ま
で
連
績
し
た
う
し
も
の
こ
云
ム
も
敢
て

不
可
み
き
を
知
る
か
う
ｏ

第
一ハ

結

論

以
上
の
如
ぐ
予
は
日
向
の
選
跡
遺
物
に
就
き
て
調
査
し
た
る
が
夏
に
之
を
紹
播
す
れ
ば
、
日
向
に
は
古
ぐ
日
本
全
國
に
居
住

せ
う
し
と
同

一
民
族
が
未
だ
我
祀
先
の
比
土
に
渡
本
せ
ざ
る
以
前
に
於
て
院
に
居
住
せ
し
か
り
ｏ
而
し
て
其
文
化
の
程
度
は
石

器
時
代
に
し
て
芸
後
我
祀
先

の
初
め
て
此
よ
に
天
降
う
ま
し
て
よ
う
諸
凝
の
春
族
を
征
服
し
た
る
も
の
に
し
て
若
し
彼
の
爾
生

式
土
器
の
出
る
遺
跡
を
以
て
我
祀
先
り
も
の
か
う
こ
せ
ば
我
祀
先
の
此
土
に
住
ひ
し
時
代
は
質
に
最
吉
の
時
に
磨
し
張
て
所
謂

天
孫
振
ご
稀
す
る
着
の
時
代
を
求
む
れ
ば
予
は
即
ち
中
間
土
器
た
る
爾
生
式
の
出
づ
る
遺
跡
を
以
て
之
に
充
て
ん
ど
欲
す
る
か

う
。
而
し
て
我
越
先
は
大
陸
の
文
化
の
影
響
を
受
け
て
此
に
古
墳
を
築
き
或
は
漠
的
鏡
及
玉
等
を
使
用
す
る
に
至
り
し
も
の
か

ら
ん
。
員Ｂ。
ち。
此。
静
静
ぃ
す。
れ。
陣
渉
ぐ。
ご。
も。
古。
壌。
無
進。
の。
』
代．
イょ。
爆
代。
み
前ｅ
』
遡。
統
を。
得。
す。
ぃ
て。
争
れ
後．
爆
或。
陣
晋．
営．
時。
の。
時。
仲

１こ．
置。
ぐ。
ゎ
以。
争
離
も。
昨
沖
な。
る。
見。
障
加
ぃ
静
俸
ん。
ｏ



西
綿
原
典
蹟
鶴
究
所
出
張
概
報

｛大
正
三
年
入
月
〕

京
都
語
國
犬
學
支
科
大
學
教
授
理
學
博
士
　
小
　
川
　
琢
　
治

一
。
調

査

員

磯

著

大
正
三
年
八
月
十
五
日
、
文
科
大
學
勤
手
島
口
貞
彦
京
都
出
後
。
人
分
縣
万
俳
を
調
査
し
十
七
日
正
午
妻
着
ｃ

八
月
十
八
日
．
文
科
大
學
講
師
女
學
士
今
西
龍
む
同
大
學
雇
梅
原
末
治
京
都
出
喪
。
海
路
細
島
に
上
陸
二
十
三
日
妻
著
。
文
科
大
學
々
生
瀞
浦
萬
十
耶
郷
塁
長
崎
よ
り

鐵
道
に
て
妻
著
。
二
十
三
Π
共
に
研
究
所
に
入
る
。

八
月
二
十
五
日
と
丈
科
大
學
教
授
理
學
博
士
小
川
琢
治
京
都
螢
、
こ
十
八
日
宮
崎
を
経
く
二
十
九
日
研
究
所
著
。

八
月
二
十
七
日
ゝ
丈
科
大
与
勁
手
支
學
士
内
田
完

一
郷
里
唐
津
出
喪
。
二
十
九
Ｒ
宮
崎
を
経
て
研
究
所
著
。

此
の
他
小
強
高
等
商
業
學
校
教
授
丈
學
士
寺
円
貞
次
櫻
島
調
査
の
途
大
三
十
日
夕
茶
若
。

一
行
に
参
加
す
。

今
西
講
師
以
外
の

一
行
に
何
れ
も
九
月
こ
日
研
出
警
諦
途
に
就
き
Ｌ
今
西
講
師
に
宮
崎
に
於
て
壌
務
を
鹿
理
こ
九
月
三
日
出
警
蹄
途
に
就
く
。

】
一。
調

査

作

業

回

誌

八
月
二
十
四
日
、
午
前
潜
浦
梅
原
固
分
寺
選
址
を
調
査
し
午
後
宮
崎
瀞
宮
遼
ケ
池
方
面
を
調
査
す
。

入
月
二
十
六
日
．
今
西
講
師
紳
浦
梅
原
ミ
共
に
縣
技
手
江
藤
盛
長
の
縛
導
に
く
新
Ｈ
原
の
音
墳
及
び
石
船
媒
を
潜
査
す
。

八
月
二
十
七
日
こ
古
隆
祭
及
び
縣
立
史
蹟
研
究
所
開
所
式
の
睾
行
あ
り
、
今
西
講
師
之
に
参
列
す
。
湖
浦
梅
原
に
同
日
西
都
原
吉
墳
を
巡
覧
す
。

八
月
二
十
八
日
、
今
西
離
師
島
固
瀞
浦
梅
原
こ
共
に
茶
宙
原
方
面
の
履
蹟
を
調
査
す
。

八
乃
二
十
九
日
Ｌ
小
川
教
授
今
函
講
師
内
田
島
田
ｌｉ
西
都
原
音
墳
を
巡
覧
す
。
瀞
浦
梅
原
に
都
於
郡
下
三
財
李
群
方
面
を
調
査
す
。

八
月
三
十
日
、
今
西
講
師
耐
浦
穂
原
及
ぴ
縣
培
記
円
村
正
一
、
西
都
原
第
四
琥
家
再
第
〇
琥
球
の
強
掘
調
査
を
行
ふ
。
使
役
入
大
十
八
名
な
り
。

四
毛



冒
八

小
川
教
授
，
向
円
ュ
島
Ｈ
に
こ
の
日
青
島
を
崩
察
す
。

九
月
一
日
、
梅
原
に
見
湯
郡
書
記
齋
藤
重
治
の
饗
導
に
て
高
鍋
方
面
の
吉
墳
群
を
踏
査
す
。

冒
一。
遺

蹟

調

査

概

報

西
郁
原
附
近
遺
蹟
の
税
括
的
調
査
を
今
火
調
査
の
と
か
る
目
的
ど
す
ｏ
其
の
各
地
踏
査
の
税
要
は
左
の
如
し
ｏ

↑
、
死
湯
郡
新
田
村
の
吉
墳
群
。
調
査
せ
る
古
墳
群
は
同
村
小
学
祗
園
原
よ
う
小
学
曲
ノ
久
保
、
東
俣
、
古
開
の
邊
に
亘
う
敷

葬
散
在
し
其
形
状
は
瓢
形
墳
■
柄
鏡
塚
ご
縛
す
る
式
の
も
の
、
雙
墓
式
の
も
の
九
塚
等
種
々
に
し
て
其
歎
四
十
に
達
す
ｏ
就
中

注
意
す
べ
き
は
大
久
保
壕
、
百
足
環
、
孤
蜜
塚
、
曲
ノ
久
保
ノ
一
九
壕
及
爾
五
郎
壕
か
り
ｏ

大
久
保
壕
は
祗
園
村
落
の
南
方
に
接
し
、
前
後
の
径
四
十
七
間
、
前
方
の
幅
二
十
五
間
後
回
部
の
高
さ
二
十
餘
尺
あ
う
ｏ
南
々

東
に
面
せ
る
大
瓢
形
墳
に
し
て
東
側
に
は
隆
址
衛
ほ
畑
ご
か
り
で
存
し
、
小
竹
壕
上
に
な
生
す
。

百
足
壕
は
小
学
東
俣
に
在
う
南
面
せ
る
瓢
形
墳
に
し
て
前
後
の
径
四
十
間
後
回
部
の
径
二
十
間
、
同
高
さ
基
底
よ
う
二
十
二
尺

あ
う
て
完
形
を
存
す
ｏ
附
近
の
畑
地
に
埴
輪
回
筒
の
破
片
多
ぐ
散
在
す
。

瓢
蜜
塚
は
百
足
壕
の
南
西
に
位
せ
る
も
の
に
し
て
二
段
よ
う
成
る
。
此
の
塚
は
雙
墓
の
式
に
類
似
し
二
十
餘
年
前
其
の

一
峯
よ

う
埴
輪
土
偶
の
破
片
を
出
し
、
其
現
品
今
宮
崎
耐
宮
徴
古
館
に
陳
列
せ
♭
ｏ

曲
ヴ
久
保
ノ
一
九
壕
は
此
の
西
方
二
十
数
間
に
あ
う
、
二
段
に
築
き
薬
完
形
を
保
存
し
、
基
底
に
於
け
る
径
十
五
間
高
さ
十
五

尺
餘
あ
う
ｏ

昔
開
の
爾
工
郎
家
は
松
及
び
雑
木
の
密
生
せ
る
林
中
に
在
う
て
正
確
に
調
査
す
る
を
得
ぎ
う
し
も
新
狙
原
最
大
の
前
方
後
風
墳

う
る
べ
ぐ
北
東
に
面
し
周
園
に
街
ほ
幅
約
人
間
深
さ
五
尺
内
外
の
隆
址
を
存
す
。



此
の
他
霧
島
塚
こ
稀
す
る
大
園
尿
め
ｂ
祗
園
原
南
西
の
墓
地
の
邊
端
に
在
う
で
断
崖
上
に
築
け
る
も
の
か
♭
。

二
、
新
田
の
石
船
壕
。
新
田
村
小
学
俺
の
北
方
道
路
の
傍
に
任
る
瓢
形
墳
を
指
す
も
の
に
し
て
、
松
林
を
成
し
、
補
原
形
を
損

Ｈ
う
、
此
の
後
国
部
の
中
央
に
石
構
奪
律
斯
輔
廠
聘
』
偲
驚
）
の
函
北
々
西
に
向
ひ
て
露
出
し
蓋
裂
け
て
二
片
こ
か
り
其
の
傍
に
存

す
、
石
船
塚
這
稀
す
る
は
蓋
し
此
の
構
蓋
あ
る
が
篤
な
る
べ
し
、
構
は
普
通
の
彫
り
込
み
式
の
も
の
に
て
安
山
岩
の
一
種
よ
均

成
う
、
其
の
面
の
紹
長
入
尺
二
寸
幅
三
尺
入
寸
高
さ
二
尺
め
ｂ
蓋
又
之
に
相
管
し
高
さ

一
尺
三
寸
の
屋
根
形
を
成
す
、
但
し
縄

掛
突
遅
を
見
今
其
の
形
大
か
る
も
製
作
対
祭
か
ぅ
、
此
の
構
函
の
東
側
に
試
掘
穴
あ
う
、
又
墳
中
に
丼
あ
る
は
後
世
掘
り
し
も

の
う
る
べ
し
。

三
、
千
畑
の
病
室
め
る
瓢
形
墳
。
上
穂
北
村
大
宇
千
畑
小
学
櫻
田
に
在
う
、

一
之
瀬
川
に
望
め
る
夏
地
端
に
東
面
し
て
築
け
る

も
の
に
し
て
目
測
に
依
る
に
前
後
の
径
ん
そ
三
十
聞
後
圏
部
の
墓
地
基
底
よ
う
の
高
さ
二
十
三
四
尺
あ
う
と
家
の
表
而
を
斉
け

陣
卿
鱒
酵
嘱
博
中
醇
鵬
蜘
鰤
劇

‐こ 筒
騨
陀
〕
的
坤
ぜ

石
室
（縦
嫁
柄
繭
も

の
口
開
き
英
の
面
側
壁
は
上
に
狭
き
梯
形
″
成
し
辮
長
四

十

一
尺
八
寸
五
分
立
室
の
幅
八
尺
入
寸
五
分
隧
道
の
幅
五
尺
七
寸
あ
う
、
此
の
壕
の
如
き
埴
輪
同
筒
か
き
瓢
形
填
に
し
て
横
穴

式
石
室
の
存
す
る
は
本
邦
吉
墳
来
制
の
新
吉
爾
期
の
中
間
に
位
す
る
も
の
に
し
て
例
殆
ん
ご
締
か
れ
ば
此
の
塚
は
頗
る
重
要
か

る

一
資
料
み
♭
と
す
。

四
、
池
の
城
址
、
同
村
大
字
上
野
小
学
池
競
は
池
の
城
の
遺
址
か
う
。
此
の
地

一
之
頑
川
北
岸
の
蔓
地
の
端
に
位
し
建
断
を
利

用
し
て
築
け
る
も
の
、
東
、
商
．
西
の
三
面
は
天
然
の
産
を
か
し
北
の

一
方
の
み
墓
地
に
運
う
此
の
方
面
に
深
さ

一
丈
詢
外
の

三
重
の
盗
陛
を
作
う
て
防
禦
に
克
て
、
頗
る
要
害
の
地
か
う
。
憾

へ
て
伊
木
加
賀
守
の
居
城
ど
云
ム
。

働
、
上
野
村
東
方
の
吉
墳
群
。
同
上
野
村
の
南
東
に
し
て
池
の
競
址
の
東
方
に
営
れ
る
畠
地
上
に
在
う
、
共
敷
二
十
に
近
く
何

四
九



五
〇

れ
も
九
琢
に
て
現
存
の
高
さ
七
八
尺
径
六
七
間
の
も
の
多
し
構
造
は
礫
石
を
以
て
書
き
た
る
も
の
か
る
は
多
ぐ
附
近
に
共
の
用

材
の
散
在
せ
る
に
依
♭
て
之
を
推
知
し
得
べ
し
埴
輸
回
筒
を
見
ず
①

供
、
こ
や
ね
塚
ざ
其
附
近
の
古
墳
。
碁
ば
茶
口
原
車
原
の
中
央
に
在
う
■
三
段
に
築
け
る
大
か
る
瓢
形
墳
に
し
て
南
西
に
面
し

前
後
の
径
約
五
十
問
後
回
部
の
高
さ
三
十
尺
に
近
ぐ
中
央
除
部
の
雨
側
に
同
形
の
進
う
出
し
あ
う
且
つ
周
園
に
人
間
内
外
深
さ

三
四
尺
の
隆
址
を
続
ら
し
形
式
頗
る
完
備
せ
う
、
唯
後
回
部
の
中
央
稜
掘
さ
れ
て
主
要
部
破
壊
さ
れ
た
る
を
遺
ほ
ど
す
ｏ

比
の
前
面
の
西
隅
に
高
さ
四
尺
五
寸
周
回
三
十
間
内
外
の
九
壕
め
う
陪
塚
か
る
べ
し
是
れ
亦
稜
掘
の
厄
に
遇
ひ
土
器
、
埴
輪
回

筒
．
鐵
片
等
の
存
在
せ
る
を
見
る
。

又
こ
や
ね
塚
の
後
園
部
よ
う
両
方
に

一
直
線
を
か
し
て
約
百
四
十
間
、
四
十
間
、
二
十
間
を
隔
て
、
三
個
の
九
壕
の
並
列
せ
る

あ
う
、
古
墳
の
配
世
上
注
意
す
べ
き
現
象
か
う
ご
す
ｏ

∝
、
都
於
湘
の
諸
遺
蹟
ｏ
都
於
郡
に
於
け
る
遺
蹟
ご
し
て
は
同
村
大
安
寺
境
内
に
あ
る
佐
土
原
藩
通
の
来
、
景
行
帝
の
行
在
所

の
跡
ご
偉
ム
る
黒
貫
寺
、
高
屋
山
陵
こ
伊
東
民
の
害
城
址
、
光
照
寺
附
近
の
肩
器
時
代
の
遺
跡
を
基
ぐ
べ
し
、
さ
れ
ご
黒
賞
寺

は
漠
然
行
在
所
あ
う
し
を
樽
ム
る
の
み
に
て
遺
蹟
ご
し
て
徴
す
べ
き
も
の
を
存
せ
す
、
高
屋
山
陵
ご
縛
す
る
も
の
叉
伊
東
氏
築

城
の
際
破
媛
さ
れ
し
ご
云
ひ
其
址
こ
博
ふ
る
地
離
に
大
石
の
存
せ
る
こ
壕
の
葺
石
か
ご
思
は
る
礫
石
の
附
近
に
存
在
せ
る
の
み

に
止
う
伊
東
民
の
競
址
の
み
は
三
財
川
の
南
岸
の
藝
地
端
に
存
し
上
部
不
垣
南
西
の

一
部
に
は
陸
の
址
衛
存
し
営
時
の
面
日
を

労
廃
し
得
べ
し
ｏ

保
、
亀
壕
村
の
範
塚
ご
其
の
北
方
の
古
墳
群
。
下
三
財
村
小
字
義
壕
の
北
方
墓
地
端
に
近
く
亀
壕
あ
う
ｃ，
用
団
を
制
ら
れ
て
形

を
損
せ
る
も
九
家
か
る
べ
ぐ
現
存
せ
る
径
約
十
二
間
高
さ
八
尺
内
外
め
う
て
塚
上
礫
石
を
葺
け
る
跡
見
り
ｏ

是
よ
う
北
々
東
に
延
び
た
る
墓
地
上
に
更
に
三
十
餘
の
九
塚
あ
う
今
殆
ん
ご
開
墾
さ
れ
て
畑
こ
か
る
も
封
土
衛
ほ
残
～
共
形
状



を
推
知
す
る
セ
得
．
基
属
部
の
径
十
二
三
間
の
も
の
よ
う
四
荒
間
の
も
の
、
高
さ
又
四
尺
以
上
十
三
四
尺
に
上
る
も
の
あ
う
、

榛
造
何
れ
も

一
様
か
る
が
如
ぐ
礫
石
を
以
で
妖
の
表
面
を
葺
き
た
る
も
の
に
て
用
材
多
ぐ
存
す
る
埴
輸
園
衛
を
見
す
、

九
、
中
の
別
府
の
吉
墳
群
。
三
財
川
之
西
方
、
魏
塚
り
北
方
の
小
学
中
の
別
府
の
墓
地
上
に
ス
群
集
吉
叢
在
う
、
共
数
二
十
に

上
る
も
多
く
周
園
を
制
ら
れ
主
要
部
を
破
壊
さ
椰
て
今
僅
に
礎
形
セ
存
す
る
の
み
に
て
特
に
注
意
す
べ
き
も
の
か
し
。

Б
、
井
上
の
九
塚
。
季
群
村
大
学
井
上
の
畑
中
に
在
う
、
九
妖
に
し
て
今
開
墾
さ
れ
梨
畑
ご
か
る
破
壊
甚
だ
し
く
続
に
形
を
存

す
る
の
み
附
近
に
埴
輪
園
筒
及
び
齋
食
の
破
片
存
在
す
、
数
年
前
此
の
塚
を
開
墾
す
る
に
際
し
漢
式
鏡
セ
酸
見
せ
ｂ
ご
云
ム
も

今
憾
ら
す

ど
、
絵
本
の
船
塚
ｏ
船
本
村
落
の
西
方
田
中
に
在
け
南
微
西
に
而
す
二
段
に
築
か
わ
之
る
除
部
に
同
形
の
造
り
出
し
を
有
す

る
但
今
存
す
る
は
西
側
の
み
完
全
か
る
瓢
形
を
存
す
狙
後
回
部
は
警
掘
せ
ら
れ
た
る
べ
ぐ
上
部
不
垣
ご
か
れ
う
聯
大
さ
前
後
の

径
約
二
十
間
前
方
の
幅
二
十
五
間
後
回
の
径
二
十
人
間
内
外
高
さ
三
十
尺
め
う
．
面
方
に
首
♭
二
三
の
小
九
壕
散
在
す
恭
し
陪

壕
か
ら
ん
。

西
都
原
附
近
に
は
船
妖
か
る
名
稀
の
瓢
形
塚
、
此
壕
の
外
に
三
宅
村
小
学
鳥
子
さ
西
都
原
の
北
端
に
在
１，
、
是
等
の
壕
の
名
蒋

は
土
俗
石
棺
を
石
船
と
呼
び
而
し
て
此
等
の
諸
塚
何
れ
も
警
掘
の
形
跡
あ
る
よ
う
推
し
て
暴
ば
共
の
内
部
に
石
構
を
有
し
た
う

し
樵
造
か
る
を
推
知
せ
し
む
。

三
「
西
の
別
府
の
古
瑣
群
。
　
川
南
村
小
学
西
の
別
府
の
南
方
墓
地
上
に
散
在
せ
ｂ
。
　
其
敷
四
十
に
上
る
べ
ぐ
而
か
も
多
く
は

瓢
形
壕
に
し
て
九
塚
は
陪
塚
こ
思
は
る
も
の
に
限
れ
う
外
形
を
観
る
に
是
等
は
皆

一
様
に
東
向
に
し
て
表
面
礫
石
を
以
て
曽
き

埴
輪
同
筒
を
有
す
る
も
の
に
し
て
殊
に
前
後
の
径
二
十
間
の
小
塚
に
至
る
ま
で
完
形
を
呉
し
未
だ
残
掘
さ
れ
た
る
事
か
き
が
如

し
、
渡
中
最
大
か
る
も
の
を
俗
に
御
塚
ビ
稀
し
周
約
三
百
間
後
圏
部
の
高
さ
四
十
尺
に
近
ぐ
前
方
部
に
は
戻
址
陵
う
陪
妖
二
四

工

一



五
三

を
有
す
。

ぼ
、
持
閣
坂
本
の
吉
墳
群
。
上
江
村
小
学
鬼
ケ
久
保
よ
う
同
持
剛
坂
本
に
亘
為
小
九
川
北
岸
の
墓
地
端
に
近
ぐ
亦
古
墳
群
集
す

九
壕
多
ぐ
何
れ
も
破
損
甚
だ
し
き
も
獨
り
持
間
の
は
か
う
壕
及
び
坂
本
の
石
船
妖
の
雨
瓢
形
塚
は
幸
に
完
存
し
殊
に
後
者
に
は

石
構
の
露
鶴
せ
る
を
見
る
。

は
か
う
壕
は
南
々
東
向
に
し
て
前
後
の
径
約
五
十
間
後
回
の
高
さ
三
十
尺
内
外
め
う
現
に
樹
木
繁
る
。

石
船
壕
亦
碁
ぼ
同
方
向
に
面
し
前
後
の
径
百
四
十

一
尺
、
前
方
の
幅
七
十
八
尺
、
後
回
の
高
さ
二
十
二
尺
、
北
西
に
全
封
土
礫
，

石
を
以
て
葺
け
る
か
陪
壕
を
件
ム
、
石
構
は
後
固
の
中
央
に
露
出
せ
る
も
の
に
て
今
破
壊
さ
れ
象
多
の
破
片
と
か
る
を
以
て
正

確
に
原
形
を
知
る
を
得
ぎ
る
も
其
の
残
部
よ
う
碁
ぼ
其
の
形
状
を
推
知
し
得
べ
し
、
即
ち
函
ど
養
の
二
部
よ
う
成
る
影
ぅ
込
み

式
石
棺
に
て
益
は
把
手
あ
る
屋
根
形
を
成
し
近
畿
地
方
に
普
通
か
る
形
式
か
り
，
た

，
注
意
す
べ
き
は
画
の
底
部
に
四
寸
五
分

に
三
寸
の
水
抜
き
穴
の
存
す
る
こ
ご
に
し
て
是
れ
姿
ぐ
他
に
類
例
う
き
に
は
非
ざ
る
も
頗
る
珍
ご
す
べ
き
か
ら
ん
、
賃
測
し
得

た
る
寸
尺
は
面
の
幅
二
尺
六
寸
同
深
さ
一
尺
六
寸
か
る
こ
恭
の
高
さ
一
尺
五
寸
の
み
長
さ
知
る
べ
か
高
今
、
構
内
に
朱
の
附
着

せ
し
痕
跡
め
ｂ
ｏ

四

古

墳

稜

搬

報

告

今
回
調
査
に
於
て
残
掘
を
試
か
た
る
は
西
郁
原
群
集
墳
中
二
個
の
古
墳
か
う
左
に
其
調
査
の
枕
要
を
記
す
ｏ

↑
、
第
四
琥
塚
、
比
の
塚
は
西
都
原
群
集
墳
の
中
央
の
東
部
に
位
し
第
五
競
墳
後
回
部
の
北
々
東
約
二
十
間
の
墓
珀
端
に
在
う

満
木
か
ぐ
高
さ
約
十
尺
篠
五
十
一
尺
の
九
塚
か
う
。
先
づ
壕
の
中
央
部
に
於
て
南
北
に
二
間
四
方
の
一
屁
を
割
し
堀
う
下
げ
し

に
北
西
隅
に
於
て
表
面
よ
う

一
尺
八
寸
の
所
に
剣
の
破
片
六
個
こ
柄
顕
這
思
は
る
も
の
一
個
を
張
見
し
、
更
に
堀
う
下
げ
た
る



に
黒
色
土
嬢
に
黄
土
を
交

へ
た
る
所
多
く
、
同
三
尺
の
東
南
隅
よ
う
剣
の
鋒
の
部
分
を
警
見
し
た
る
の
み
に
し
て
表
面
よ
う
七

尺
に
及
か
も
比
の
外
何
等
の
遺
物
を
稜
見
せ
ず
、
此
の
雨
所
よ
う
出
で
た
る
剣
の
破
片
を
精
査
す
る
に
接
合
す
れ
ば
長
さ

一
尺

六
寸
内
外
の

一
日
と
み
う
柄
頭
ら
し
き
も
の
ス
之
に
属
す
る
も
の
こ
思
は
る
。
雨
か
も
其
の
此
の
如
ぐ
破
片
ご
か
う
て
存
在
せ

る
は
以
前
に
稜
掘
せ
し
こ
と
あ
る
を
示
す
も
の
か
る
を
以
て
稜
掘
を
中
止
せ
♭
。

此
の
主
要
部
の
調
査
の
外
に
別
に
北
腹
に
於
て
約
圏
尺
の
幅
に
て
基
底
都
よ
う
漸
久
封
上
の
上
部
を
去
う
斉
石
及
び
埴
輪
同
筒

の
有
無
を
醸
せ
る
に
回
衛
は
海
せ
今
葺
石
は
基
底
部
よ
う
三
尺
力
至
五
六
尺
の
間
に
存
在
せ
る
も

一
般
に
損
む
る
が
如
ぐ
共
の

形
状
を
明
に
せ
ず
。

口
、
第
○
琥
壕
織
つ
胡
媚
ぢ

第
三
琥
壕
ど
第
十
八
琥
塚
の
間
に
散
在
せ
る
か
丸
塚
の

一
に
し
て
径
二
十
八
尺
五
寸
高
さ
三
尺
に

し
て
樹
木
か
し
、
此
の
種
の
壕
西
郡
派
の
商
部
に
多
け
れ
ば
其
の

一
例
ご
し
て
残
掘
せ
♭
。
脆
の
壕
に
於
て
も
前
着
同
様
中
央

部
に
二
間
の
方
形
を
劃
し
掘
う
下
げ
し
に
南
西
隅
の
表
面
に
近
き
土
嬢
中
よ
う
甕
の
破
片
の
如
き
も
の
十
数
片
ご
三
片
に
破
壊

せ
る
高
必
の
脚
及
赤
燒
高
界
の
破
片
を
稜
見
せ
る
の
み
に
て
何
等
稜
掘
の
形
跡
か
か
う
し
に
開
ら

，
掘
♭
下
ぐ
る
こ
ど
約
四
尺

に
し
て
封
土
以
下
に
及
び
比
る
も
遺
物
を
警
見
せ
ぎ
う
し
を
以
て
此
に
て
作
業
を
止
む
。
此
の
壕
葺
石
無
ぐ
叉
埴
輪
を
存
せ
ず

Ｏ

五

三



函
綿
原
首
鎖
調
査
報
告

東
京
一鸞
國
大
學
交
科
大
學
講
師
　
原

同

理

科

大

學

講

師

」

鴬 淑

吾
人
等
に
大
正
四
年
七
月
二
十
八
日
よ
り
八
月
二
日
に
至
る
一
週
間
、
見
湯
那
西
榔
原
に
於
て
従
茶
の
古
壇
調
査
事
業
必
績
行
し
た
り
。
今
回
調
査
し
た
る
者
墳
は
、

御
陵
墓
参
考
地
た
る
雅
狡
穂
Ｈ
雌
換
穂
雨
塚
の
北
に
存
す
る
第
六
十
琥
球
、
う
の
こ
階
球
第
六
十
六
琥
嫌
並
に
重
地
南
部
に
仕
せ
る
第
二
十
競
球
に
し
く
Ｌ
右
の
中
第

六
十
競
及
び
う
の
こ
陪
球
に
原
団
第
二
十
競
に
柴
田
専
ら
調
査
に
営
れ
り
。
而
し
て
第
六
十
六
琥
は
共
同
る
事
に
従
ヘ
リ
。
今
う
の
機
要
を
報
告
す
べ
し
。

第

六

十

観

辣

原

田

淑

人

第
六
十
競
塚
は
御
陵
薬
参
考
地
の
正
北
雑
木
林
中
に
在
ｂ
高
九
尺
餘
直
径
十
四
間
の
日
壌
か
う
。
封
上
の
表
面
及
び
そ
の
同
国

に
は
雑
木
叢
生
し
、
外
方
よ
う
は
殆
ご
そ
の
存
在
を
窺
ふ
こ
ビ
能
は

，
。
車
木
を
苅
除
し
て
始
め
て
輪
廓
を
明
に
す
る
を
得
た

う
。
（第

一
圃
）
而
し
て
本
環
の
南
側
に
沿
て
陪
塚
二
基
を
件
ム
を
見
る
。
主
陪
三
壕
の
中
心
距
離
を
測
る
に
、
主
壌
ざ
陪
塚
第

一
（土
墳
に
向
て
左
方
）ど
は
十
四
間
餘
、
陪
壕
第
二
（土
墳
に
向
て
右
方
）
こ
は
十
五
間
餘
．
第

一
第
二
爾
陪
壕
は
入
間
あ
う
。

本
壕
の
表
面
雑
本
を
伐
♭
覆
土
を
除
き
た
る
に
、
川
石
を
集
め
て
整
然
た
る
葺
石
を
施
し
た
る
を
稜
見
し
た
う
。
該
葺
石
は
壕

の
基
底
よ
う
高
約

一
尺
の
地
離
に
始
う
、
同
高
約
四
尺
五
寸
の
地
甜
に
至
る
幅
十
七
尺
の
幹
を
作
け
て
壕
の
表
面
を
竣
ら
し
る

そ
の
石
歎
三
尺
四
方
の
苧
均
約
四
十
栖
を
算
し
た
う
ｏ
浜
段
埴
輪
等
の
設
置
は
無
か
ら
き
。

本
壕
の
頂
上
を
掘
う
下
げ
た
る
に
、
土
嬢
は
黒
色
に
し
て
諸
庭
に
黄
色
の
土
塊
を
混
じ
、
往
々
粗
慈
か
る
褐
色
及
び
激
色
土
器

の
小
破
片
の
介
在
せ
る
を
見
た
う
。
新
の
如
き
は
他
の
吉
墳
稜
掘
の
際
に
も
認
め
た
る
こ
こ
ろ
に
し
て
、
古
墳
築
造
の
首
初
よ

五
四

一大

正

四

年

七

月
中閲 田

惑 人



う
封
土
中
に
混
入
せ
し
も
の
ご
考
へ
ら
る
。
饒
に
し
て
東
南
部
に
営
う
．
頂
上
よ
う
深
四
尺
四
寸
の
庭
に
於
て
直
刀
四
日
及
び

鐵
鏃
許
多
を
稜
掘
せ
う
。
乃
ち
東
西
十
二
尺
商
北
十
八
尺
の
屋
域
を
劃
し
て
掘
う
接
げ
た
る
に
、
南
々
東
よ
う
北
々
西
の
方
向

を
取
♭
十
一
尺
の
長
さ
に
亘
う
、
同
一
不
面
上
に
於
て
「
前
記
遺
物
の
他
に
直
刀
一
日
銅
鏡
一
面
短
創
一
日
矛
首
一
栖
玉
類
九

十
八
個
の
存
す
る
を
稜
見
し
た
う
。
ハ警
一国
参
照
）

第

■

回

（第

六

十

競

塚

　

原

人
）

ガ
猟

Ц

ＩＩ

Ц

96

第
　
一
一　
目

々

帯

封

＼

″

∵

′

Ｆ

送
物
配
列
の
状
態
を
見
る
に
、
殆
壕
の
中
心
と
思
は
る
よ
地
離
に
直
径
三
十
二
分
五
厘
の
銅
鏡
を
背
を
上
に
し
て
序
置
し
た
う

該
鉦
は
所
謂
漢
鏡
に
し
て
、
内
Ｅ
に
四
鱚
閣
乳
を
配
し
、
外
屋
に
鋸
歯
紋
を
饒
ら
せ
う
ｃ
爾
し
て
そ
の
手
法
よ
う
推
す
に
、
恐

ら
く
本
邦
製
か
る
べ
し
。
鏡
縁
に
少
し
く
重
う
て
直
刀
＞
あ
う
災
第
四
圃
）
燕
を
西
南
に
鉾
端
を
南
々
東
に
向
け
全
長
二
尺
九
寸

五
五

与::盛
後

ぶ琴,式

:畿摯

? ィ 争入



五
六

五
分
幅

一
寸
四
分
あ
う
ｏ
鏡
の
北
部
約

一
尺
四
方
に
亘
う
て
曲
玉

一
個
瑠
璃
玉
三
十
八
個
散
在
し
た
♭
。
曲
玉
は
風
化
甚
し
ぐ

警
掘
の
際
完
全
に
拾
得
す
る
こ
と
能
ざ
う
し
が
、
実
質
理
よ
う
察
し
て
秀
瑞
か
る
こ
こ
推
知
す
べ
し
ｏ
卜
刀
の
承
部
及
び
背
部

に
亘
う
約

一
尺
五
寸
四
方
の
範
囲
に
青
色
（内

一
佃
稿
黄
色
を
韓
Ａ
し
茨
璃
製
小
玉
五
十
六
個
及
び
背
蔀
に
於
て
長
七
分
五
厘
径

字

三
分
の
碧
玉
岩
製
管
玉

一

個
及
び
風
鱗
片
三
佃
を
費

見
し
た
う
ｏ
此
等
の
工
類

は
存
在
せ
る
部
分
の
土
壊

を
焼
ひ
て
精
細
に
拾
集
し

た
る
も
の
ど
す
ｏ
卜
刀
の

東
南
絡
南
方
に
偏
し
卜
刀

の
鋒
端
を
距
る
約

一
尺
二

三
寸
の
庭
に
田
〇
∪
日
の
四

直
刀
及
び
此
上
に
重
碁
し

て
鐵
嫉
約
七
八
十
本
あ
り

〇
∪
日
の
三
刀
は
卜
刀
ご
略

そ
の
方
向
を
同
う
し
田
刀

の
み
は
凩
を
東
北
に
向
け

ｏ
刀
ビ
相
交
叉
し
て
遺
存

第五(大 質) 団



。し
た
う
。
田
刀
は
全
長
三
尺

一
寸
入
分
ｏ
刀
は
二
尺
八
寸
∪
刀
は
二
尺
九
寸
三
分
に
し
て
，
そ
の
幅
は
卜
刀
ご
同
じ
ぐ
何
れ
も

一

寸
四
分
か
り
。
管
柄
及
び
室
の
部
に
腐
穂
し
た
る
木
片
の
残
留
せ
る
を
見
る
も
、
簿
そ
の
他
金
磨
装
具
の
存
在
を
認
め
ぎ
う
き
。

戯
鏃
は
多
く
腐
蝕
残
敗
し
そ
の
相
完
全
か
る
も
の
を
取
う
て
之
を
測
る
に
、
長
約
六
寸
三
分
許
あ
う
鏃
の
形
式
は
略
ば
玉
柾
に

分
つ
を
得
た
り
９
（第
五
国
）
鏃
菫
の
中
に
物
の
窓
き
附
け
あ
る
痕
跡
の
慶
存
せ
る

一
片
を
稜
見
し
た
る
が
、
鏃
セ
管
に
政
入
す

る
際
の
方
法
を
見
る
べ
き
も
の
か
う
ｏ
卜
刀
の
東
北
榊
北
に
偏
し
て
＞
刀
の
菫
端
を
距
る
こ
と

一
尺
七
寸
の
庭
に
鋒
を
北
部
に

向
け
て
会
長
九
寸
の
鐵
剣
あ
う
、
剣
の
西
に
曽
う
又
序
刀
の
董
端
を
距
る
二
尺
七
寸
の
庭
に
鋒
を
北
に
し
て
長

一
尺
二
寸
の
矛

首
横
は
れ
う
。
爾
し
て
遺
物
配
列
蔀
の
西
邊
の
土
嬢
中
に
未
塊
の
混
在
せ
る
を
見
た
う
。

以
上
遺
物
配
列
の
位
置
よ
う
椎
す
に
鏡
の
遺
存
せ
し
地
賂
は
遺
屍
の
胸
部
に
曽
る
べ
く
，
遺
屍
は
頭
部
を
北
力
西
に
足
部
を
南

々
東
に
向
け
剣
矛
及
び
田
ｏ
り
団
四
刀
の
間
に
安
置
せ
ら
れ
し
も
の
か
。
然
れ
ご
も
遺
骨
遺
歯
は
三
細
に
捜
索
せ
し
も
之
を
認
む

る
こ
ど
能
は
ぎ
う
き
ｏ
此
育
墳
は
そ
の
封
土
甚
大
か
る
に
非
す
ご
雖
副
葬
品
の
頗
豊
富
か
う
し
ご
陪
塚
二
基
を
件
へ
る
こ
に
徴

す
る
に
、
比
中
に
葬
ら
れ
し
人
の
比
較
的
有
位
着
か
う
し
こ
と
知
る
を
得
べ
し
。

購

整
〃
　
一

（第
五
十
五
琥
）

陪
環
第

一
は
第
五
十
五
銑
塚
ご
指
定
し
あ
る
か
回
墳
に
し
て
、
直
径
約
六
問
竿
高
四
尺
八
寸
あ
ら
封
上
に
は
雇
木
密
生
し
た
う

頂
上
を
東
西
十
尺
南
北
十
尺
の
間
掘
う
Ｔ
げ
た
る
に
、
頂
上
よ
り
三
尺
三
十
の
庭
に
於
て
全
長
二
尺
二
十
餘
の
鐵
剣

一
日
と
長

一
寸
五
分
許
の
鶴
鏃
首
三
桐
杉
稜
見
し
た
Ｉ，
。
剣
は
鋒
を
西
北
に
向
け
地
不
面
ビ
直
角
を
篤
し
て
横
は
う
。
柄
及
び
室
の
腐
朽

せ
る
木
片
残
存
せ
る
外
に
鐵
製
喰
解
鐸
境
片
災
び
柄
窓
き
の
痕
跡
を
留
む
る
木
片
歎
個
を
附
著
し
た
う
。
（第
六
国
）
徒
本
剣
の

装
具
の
稜
見
せ
ら
れ
た
る
も
の
多
か
ら
ぎ
る
を
以
て
、
此
種
の
稜
見
は
研
究
上
有
盆
か
る
こ
ど
に
局
す
。
鐵
鏃
は
頗
大
に
し
て

五
七



五
八

省
三
角
形
を
篤
し
何
れ
も
剣
ご
反
判
の
方
向
を
指
し
■
三
個
隣
接
ｔ
て
釘
に
密
著
せ
う
台
同
一
不
面
及
び
夏
に
深
ぐ
掘
ケ
下
げ

て
調
査
し
た
る
も
他
に
遺
物
を
稜
見
せ
ざ
う
き
。

陪

琢

第

二

陪
塚
第
二
は
，
直
径
約
四
間
高
三
尺
の
小
国
墳
に
し
て
、
密
林
に
隠
徹
せ
ら
れ
僅
か
に
そ
の
墳
か
る
こ
ど
を
知
れ
う
。
頂
上
の

北
部
土
娘
階
漫
せ
銹
る
ゝ
こ
こ
ろ
あ
う
。
此
地
方
に
於
て
常
に
見
る
が
如
く
松
根
を
掘
う
出
せ
る
舟
め
の
も
の
う
る
べ
ぐ
、
既

掘
の
痕
跡
ど
も
見
わ
ざ
り
き
頂
と
を
中
心
と
し
、
東
西
十

一
尺
南
北
十
尺
を
掘
う
下
げ
深
地
盤
に
達
せ
し
も
何
等
の
遺
物
を
稜

見
せ
ざ
う
き
。

第

六

十

六

競

塚

第
六
十
六
院
家
は
第
六
十
琥
塚
の
北
方
に
営
♭
、
直
径
十
三
間
竿
高
六
尺
餘
の
回
墳
に
し
て
、
頂
上
に
松
樹
其
他
雑
木
密
生
し

た
う
。
封
上
の
表
面
に
は
葺
石
埴
輪
等
の
設
置
を
見
ざ
う
き
ｏ
始
頂
上
を
掘
♭
下
げ
し
に
深
五
尺
の
庭
に
於
て
長
十
二
尺
幅
四

尺
の
略
長
方
形
を
成
せ
る
厚
八
九
寸
の
黄
色
土
層
の
東
西
の
方
向
を
取
う
て
横
は
れ
る
を
稜
見
し
た
う
ｏ
而
し
て
該
土
居
の
中

向
盗
陳
を
窮
せ
る
を
以
て
、
周
な
か
る
避
意
を
排
ひ
て
そ
の
内
部
の
上
壊
を
調
査
し
た
る
に
、何
等
の
送
物
を
稜
見
せ
ざ
う
音
ｏ

是
に
於
て
稜
掘
屁
域
を
渡
大
し
黄
色
土
層
存
在
の
地
静
を
中
心
ご
し
Ｌ
東
西
十
九
尺
南
北
十
六
尺
深
七
尺
の
大
襲
を
穿
ち
、
夏

に
東
西
に
幅
四
尺
の
薄
道
を
作
し
て
掘
う
進
み
た
る
も

一
遺
物
の
存
在
を
だ
に
認
む
る
こ
ど
能
は
ざ
ｂ
き
ｏ
而
し
て
土
居
混
飢

の
痕
を
見
ざ
れ
ば
既
掘
の
疑
を
存
す
る
こ
ど
能
は

，
ｏ
此
の
如
き
は
何
等
の
理
由
に
因
る
か
後
世
に
遺
存
す
べ
き
底
の
物
質
の

。営
初
よ
う
存
在
せ
ぎ
う
し
か
暫
ぐ
後
の
研
究
に
倹
た
ん
ど
す
ｏ

柴 原

田 田

常 淑

恵 人



第

二

十

競

琢

柴

田

常

悪

第
二
十
競
塚
は
西
郡
原
畠
地
の
南
部
に
在
る
風
塚
に
し
て
、
東
南
約
七
十
尺
に
し
て
瓢
形
を
呈
せ
る
第

一
琥
壕
横
は
う
、
商
方

は
約
九
十
尺
に
し
て
浦
瀬
ケ
谷
の
模
谷
に
接
せ
る
位
置
に
存
し
、
封
上
の
高
さ
十
尺
餘
に
し
て
直
径
七
十
尺
餘
■
二
三
の
矮
小

み
る
雑
木
存
す
る
外
は
、　
一
帯
に
茅
夫
の
茂
生
す
る
所
か
れ
ご
．
能
く
害
態
を
保
ち
て
崩
壊
ま
た
は
稜
掘
の
痕
を
有
せ
ぎ
る
も

の
か
ｂ
。

調
査
に
先
ち
主
要
部
の
茅
次
を
伐
探
せ
し
に
、
基
底
に
近
く
列
石
の

一
匝
す
る
も
の
あ
る
を
見
た
う
。
其
石
材
は
大
抵
橋
闘
形

を
塁
せ
る
川
石
に
し
て
、
長
径
四
五
寸
よ
う
七
八
寸
の
も
の
多
き
を
占
め
、
方
三
尺
の
面
積
に
約
四
十
佃
の
割
合
を
以
て
一
重

に
敷
け
う
■
雨
し
て
典
位
置
及
び
庚
狭
は
方
位
に
依
う
て
必

，
し
も

一
定
せ

，
■
即
ち
南
側
に
て
は
基
底
よ
う
高
さ

一
尺
五
十

よ
う
六
尺
四
寸
の
間
に
存
し
、
之
を
斜
面
を
助
て
計
る
に
、
周
縁
ょ
ぅ
五
尺
四
寸
の
地
静
に
始
ま
う
て
、
列
石
の
幅
は
十
五
尺

を
有
し
、
北
側
に
て
は
高
さ

一
尺
四
寸
よ
う
四
尺
玉
寸
の
間
に
あ
う
て
、
斜
面
を
以
て
す
れ
ば
五
尺
五
寸
の
地
離
に
起
り
て
共

幅
十
尺
入
寸
を
有
し
、
西
側
に
て
は
高
さ

一
尺
九
寸
よ
り
三
尺
三
寸
の
間
に
あ
り
て
、
斜
面
を
彦
て
す
わ
ば
七
尺
五
寸
の
地
離

よ
う
五
尺
五
寸
の
幅
を
有
せ
う
．
而
し
て
東
側
に
て
は
列
石
の
度
跡
を
認
む
ど
難
も
、
散
飢
し
て
配
列
の
序
正
し
か
ら
す
Ｌ
角

め
に
尺
度
を
以
て
之
を
計
る
を
得
ぎ
う
き
。

久
で
中
央
部
の
稜
掘
を
試
み
る
に
、
其
土
娯
は
附
近
の
吉
墳
に
於
け
る
こ
異
る
所
か
か
う
し
が
、
頂
上
よ
う
深
さ
約
三
尺
三
寸

に
し
て
一
本
の
直
刀
を
稜
見
し
、
夏
に
其
附
近
よ
う
他
の
直
刀
二
本
、
刀
子

一
本
、
鐵
鏃
二
十

一
本
■
句
玉

一
佃
、
管
玉
二
相

及
び
小
三
十
八
佃
を
路
ば
二
坪
許
の
地
膳
に
於
て
殆
ん
ご
同

一
不
面
に
存
す
る
を
稜
見
せ
し
が
，
此
等
の
遺
物
を
警
見
せ
し
周

囲
に
は
相
椰
の
如
き
何
等
か
の
設
備
め
う
し
形
迪
を
認
む
る
こ
こ
か
く
、
更
に
面
積
を
機
張
し
て
歎
尺
を
掘
下
げ
し
も
遺
物
の

五
九



大
Ｏ

姿
見
か
淋
の
み
な
ら

，
上
嬢
ま
た
■
層
ど
異
る
所
か
き
を
以
て
此
庭
に
英
調
査
を
絡
ふ
る
に
至
れ
う
。

最
初
に
獲
見
せ
し
直
刀
は
此
塚
の
中
心
よ
う
二
三
尺
許
西
側
に
偏
在
し
、
鋒
端
を
北
方
ご
舞
し
て
刀
背
を
東
側
に
向
け
し
が
、

共
位
世
は
工
確
み
る
南
北
を
指
す
も
の
に
あ
ら

，
】
少
し
ぐ
東
西
に
偏
せ
る
も
の
あ
ｊ
、
第
二
の
直
刀
は
前
着
り
北
方
に
在
う

て
殆
ん
ご
同

一
方
向
に
存
せ
し
が
、
鉾
端
は
却
て
商
方
を
指
し
、
刀
背
を
西
方
に
向
け
、
爾
直
刀
の
鋒
端

一
尺
三
寸
は
相
交
は

る
位
置
に
芹
せ
う
、
而
し
て
此
爾
直
刀
の
譴
行
部
の
爾
側
に
は
奉
々
約
二
寸
五
分
を
隔
て
ゝ
鐵
鏃
を
稜
見
せ
し
が
、
西
側
か
る

は
十
八
本
に
し
て
鋒
端
を
北
に
し
て
、
東
側
か
る
は
三
本
に
し
て
鋒
端
を
南
に
し
、
夏
に
此
地
賂
よ
う
約
閣
尺
玉
寸
の
東
方
に

於
て
第
三
の
直
刀
存
せ
し
が
、
西
北
よ
う
東
南
の
位
置
に
横
は
う
て
、
鋒
端
を
西
北
ビ
痛
し
刀
背
を
西
南
側
に
向
け
、
ま
た
此

直
恐
の
補
都
よ
う
二
尺
許
を
隔
て
る
東
南
の
地
賂
に
於
て
，
デ
ニ
尺
嶽
の
間
に
句
玉
、
管
玉
、
小
玉
及
び
二
三
の
腐
徴
せ
る
小

戯
片
を
得
た
，
き
ｏ

蔵
刀
の
第

一
は
紹
長
三
尺

一
寸
入
分
に
し
て
三
佃
に
折
損
せ
る
状
態
に
て
稜
見
せ
し
が
、
身
幅
は
中
央
に
て
計
る
に

一
寸

一
分

忍
背
の
厚
さ
三
分
五
厘
を
有
し
、
柄
都
は
長
さ
六
寸
に
し
て
之
れ
に
有
す
る

一
佃
の
目
釘
孔
は
朝
白
に
之
を
認
む
る
も
、
英
位

置
穐
々
上
都
に
偏
す
る
を
見
れ
ば
、
衛
は

一
梱
を
有
す
る
も
の
か
る
べ
け
ん
も
、
腐
蝕
し
て
英
序
否
を
確
む
る
を
得
す
■
第
二

は
絶
長
三
尺
二
寸
之
分
に
し
て
同
じ
ぐ
三
佃
に
折
損
し
、
身
幅
は
中
央
に
て
一
寸
四
分
．
刀
背
の
厚
さ
三
分
を
有
し
、
柄
部
の

長
さ
六
寸
三
分
に
し
て
、
二
佃
の
目
釘
孔
に
は
宙
ほ
鐵
釘
の
附
存
す
る
あ
う
、
第
三
は
上
部
の

一
年
を
存
す
る
の
み
　
・
イこ
し
て
共

下
学
部
を
獲
見
す
る
に
至
ら
ず
、
徒
て
全
盤
を
知
る
に
由
か
き
も
、
現
存
部
の
長
さ
入
寸
五
分
に
し
て
身
幅
九
分
．
万
背
の
厚

さ

一
分
五
厘
、
蓋
し
三
者
の
内
に
て
最
も
小
か
る
も
の
み
う
、
此
等
の
直
刀
は
す
べ
て
季
造
に
し
て
本
質
の
輪
を
有
せ
し
痕
跡

は
僅
に
刀
身
に
腐
蝕
せ
る
残
骸
に
は
う
て
之
を
認
む
る
も
、
附
局
の
金
具
類
は

一
も
存
す
る
を
見

，
ｏ

刀
子
は

一
本
を
出
せ
し
が
鱗
片
に
過
ぎ
す
し
て
、
現
存
部
の
長
さ

一
寸
四
分
■
幅
三
分
を
有
し
、
鐵
鏃
に
混
じ
て
強
見
せ
嚇
れ
、



鐵
鏃
は
絶
数
二
十

一
本
の
内
、
片
鳳
形
の
も
の
二
本
、
不
根
形
の
も
の
六
本
■
他
の
十
餘
本
は
三
角
形
の
も
の
に
居
し
Ｌ
勾
玉

は
草
色
に
自
色
を
交

へ
た
る
不
透
明
質
の
石
製
に
し
て
長
さ

一
寸
三
分
を
有
し
、
厚
さ
四
分
許
、
二
栖
の
管
玉
は
共
に
水
色
を

塁
せ
る
攻
璃
質
に
し
て
、
長
さ
六
分
餘
、
径
三
分
五
厘
、
小
玉
は
何
れ
も
茨
璃
質
に
し
て
細
小
か
る
も
の
か
り
し
が
、
紫
色
の

も
の
二
佃
ご
水
色
の
も
の
十
四
梱
ど
は
厚
さ

一
分
許
に
し
て
径

一
分
玉
厘
許
、
他
の
二
佃
は
茂
黄
色
に
し
て
厚
さ
四
厘
許
に
し

て
径
六
厘
程
の
微
小
か
る
も
の
か
り
き
。

第

二

十

琥

墳

裟

物

要

見

の

位

置

ハ柴

日

常

恵
）

雰

２
）

＼ヽｕ崇輩ガ奮弁・し
ヽ

le懸笞
的

義

+
工
刀
ダ
う



函
都
原
古
墳
調
査
報
告

承 爪

大 學
支
科
大
學
激
授
支
學
博
士
　
内

藤

虎

久

詫 郎

學
吏
科
大
學
助
談
授

今

】
。

調

査

日

誌

大
正
二
年
一
月
三
日
　
本
官
等
宮
崎
縣
届
日
吉
紋
次
耶
同
嘱
託
谷
口
章
蔵
を
同
行
し
宮
崎
町
を
要
し
見
場
郡
下
穂
北
村
妻
に
な
る
史
霞
研
究
所
に
着
ｔ
フ．
調
査
す
べ
き

古
墳
の
群
集
地
西
都
原
一
回
を
巡
腕
こ
く́
第
二
琥
吉
境
を
警
掘
調
査
す
る
こ
こ
に
決
定
す
。

同
四
日
　
地
方
青
年
官
＆
り
選
扱
ぜ
ち
人
夫
十
五
人
（館
り
‐‐‐大鰹
締
）を
使
役
し
く
第
一」琥
古
墳
の
調
査
に
著
手
す
。
内
十
人
を
後
風
部
に
五
人
を
前
方
部
に
用
〆
く
前
方

部
に
は
方
十
こ
尺
後
固
部
に
に
方
二
十
四
人
の
屋
剖
を
作
り
封
土
を
除
去
ど
れ
り
し
に
、
前
方
部
に
く
に
六
尺
の
深
さ
に
達
せ
し
時
こ
其
北
邊
に
砂
礫
を
交
ふ
る
個

所
に
到
違
ぜ
と
を
以
く
更
に
英
の
方
面
に
掘
り
羨
げ
た
り
。
後
圏
部
ｔｉ
掘
り
下
ぐ
る
こ
こ
五
尺
、
何
等
の
異
状
を
見
す
。
年
後
五
時
に
至
る
。

同
五
日
　
人
夫
十
六
人
を
使
役
し
て
前
日
の
作
業
を
懺
旗
こ
た
り
。
前
方
部
に
於
く
に
方
十
二
尺
を
深
さ
六
尺
螢
掘
せ
し
外
に
更
に
地
方
に
十
字
形
に
約
資
坤
深
六
尺

乃
至
八
尺
安
堀
せ
し
も
何
等
遺
物
の
痕
跡
を
認
め
す
。
此
部
分
に
は
遺
物
の
埋
葬
な
か
り
ｂ
ミ
推
定
し
調
査
を
絡
へ
其
の
人
大
を
後
固
蔀
の
調
査
に
用
ふ
。
後
回
部

に
於
て
ｔｉ
中
央
部
患
り
裕
束
方
（鰤
０
潮
に
）
に
偏
し
て
十
二
尺
ま
で
掘
り
と
も
遺
物
を
要
見
せ
ず
。
供
り
く
籍
龍
り
廣
め
ｔ
に
北
端
に
於
く
表
面
下
約
六
尺
に
径
五

甘
乃
至
一
尺
の
川
石
の
牟
面
を
現
出
せ
し
を
以
く
磯
の
方
面
に
掘
り
揆
げ
し
に
六
個
の
石
よ
り
成
る
四
尺
工
寸
ミ
エ
尺
八
甘
の
一
石
床
な
る
こ
こ
を
凌
見
し
‘
更
に

其
の
周
国
を
憐
掘
調
査
ｔ
し
に
、共
の
西
方
会
右
）
に
地
下
六
尺
餘
の
地
紬
に
幅
十
尺
の
長
方
形
の
瓶
築
物
あ
る
を
贅
見
し
Ｌ人
夫
を
督
働
し
く
張
掘
を
急
ざ
し
も
未
だ

其
の
会
長
を
知
る
に
至
ら
ざ
り
き
。

同
六
日
　
調
査
の
都
合
上
昨
日
露
出
せ
し
石
築
物
を
、
前
方
ミ
リ
約
五
尺
六
寸
の
離
ミ
切
後
方
ヘ
エ
尺
丈
け
横
動
し
く
其
の
構
造
を
調
査
せ
る
に
土
藍
の
上
に
砂
利
を

敷
き
棺
を
置
き
之
を
被
ふ
に
粘
土
糠
を
以
て
し
、更
に
大
石
を
以
く
蔽
護
ぜ
し
も
の
な
る
こ
ゼ
を
知
れ
り
。
即
ち
全
部
の
蓑
掘
を
急
ざ
内
部
の
調
査
に
従
事
せ
し
に
、

前
方
＆
り
十
三
尺
の
鮎
よ
り
は
じ
ま
り
十
五
尺
五
寸
に
至
る
三
尺
五
寸
り
匠
域
に
亘
り
多
数
の
小
玉
頌
干
玉
工
個
管
玉
敷
十
個
を
警
見
ぜ
り
。
践
の
工
類
妾
見
屋
域

の
議
き
た
る
地
紺
に
厚
き
木
片
あ
り
。
注
意
し
く
安
掘
せ
し
に
漢
式
銃

一
面
木
片
の
間
に
鏡
背
を
上
に
し
て
遺
存
せ
る
を
警
見
せ
り
。

エハ
ニ

ト大

正

五

年

一
月
〕



説
間
土
床
上
の
砂
礫
ミ
其
の
上
に
墜
落
こ
Ｌ
粘
土
協
こ
の
間
に
も
こ
棺
内
卜
み
り
し
こ
推
定
さ
る
ゝ
赤

一
面
に
瀞
暦
を
な
し
く
存
ぜ
班
σ
時
に
日
暮
れ
し
を
以
て
調

査
を
中
止
す
。

同
七
日
　
石
築
物
後
方
部
の
段
掘
を
な
し
其
の
全
長
二
十
六
尺
、
内
部
礫
石
画
の
長
三
十
三
尺
八
寸
な
る
こ
こ
を
知
れ
り
。
礫
石
面
の
前
瑞
よ
り
こ
十

一
尺
九
す
の
離

に
刀
子

一
本
を
後
見
し
、更
に
ご
十
二
尺
三
寸
の
結
に
鐵
製
品
の
褒
鉄
を
得
た
り
。
調
査
せ
し
に
長

一
尺

一
寸
三
分
あ
り
、
飢
若
く
に
刀
の
如
き
も
の
な
り
し
も
酸
化

甚
だ
し
く
原
形
州
明
こ
す
。
碇
の
附
近
に
は
敷
石
こ
粘
土
暦
こ
の
間
に
上
の
堆
積
三
点
に
及
ベ
リ
。
礫
石
画
の
前
後
に
中
形
の
石
を
以
て
絡
結
を
区
割
せ
り
。

午
前
十

一
時
調
査
幕
緯
了
す
。
即
ち
研
究
所
に
還
り
く
遺
物
を
精
査
し
粘
土
塊
ん
水
に
溶
か
し
て
小
玉
を
探
集
す
。
只
復
害
工
事
を
指
揮
こ
く
夜
宮
崎
町
に
引
上
げ

た

り

。

通
。
　
調

査

記

簾

一
驚

琢

の

位

置

ざ

外

形

第
二
院
古
墳
は
西
郡
原
墓
地
の
東
南
、
俗
に
ハ
マ
ン
ゴ
池
ご
蘇
す
る
泉
の
上
に
あ
う
ｏ
位
置
墓
邊
に
あ
る
こ
こ
第
二
十

一
琥
古

墳
こ

本
松
壕
）
に
似
て
妻
町
の
不
野
を
望
み
眺
望
頗
る
佳
か
♭
。

封
上
の
形
状
は
前
方
後
国
に
し
て
前
方
部
を
南
に
し
壕
の
中
心
線
は
十
度
西
に
傾
く
。
前
後
の
長
さ
三
百
七
十
六
尺
後
同
部
の

直
径
百
五
十
八
尺
顕
部
の
幅
七
十
六
尺
前
方
の
幅
九
十
八
尺
後
厠
部
の
高
さ
二
十
五
尺
六
寸
、
頸
都
十
四
尺
二
寸
、
前
方
部
は

十
五
尺
六
寸
あ
う
。
（第
一回
参
照
）

七

墳
の
位
置
墓
地
端
に
近
く
■
つ
少
し
く
業
の
周
邊
よ
う
土
を
ど
う
て
此
の
環
の
封
上
に
加

へ
た
る
形
迪
め
る
を
以
て
壕
の
周

回
は
稀
々
低
き
も
浜
を
形
成
せ
し
も
の
ご
認
む
る
こ
こ
能
は
ず
、
壕
の
左
方
（西
方
）
ご
右
方
（東
方
、
即
ち
墓
地
の
端
の
方
）
ご

は
基
茂
に
於
て
冶
方
が
左
方
よ
う
も
三
尺
五
寸
高
し
ｏ

エ
ハ
三



六
四

今
上
記
壕
の
大
さ
を
院
に
調
査
せ
し
第
十

一
琥
古
墳
（
姫
壕
）及
第
二
十

一
競
吉
墳
α

本
松
塚
）
江
比
較
す
れ
ば
左
の
如
し
ｏ

全

長
　
後
回
部
の
径
　
縫
城
細
　
期

脚
　
苅
方
脚
　
雅
回
帥
　
期

訥
　
苅
方
訥

縮埋
　
　
　
　
　
　
仔黙
　
　
　
　
　
一一ハ・八ぇ　　　　　　　　　　　　九
〇ぺ　　　　　　　　　・七八尺　　　　　　　　一会一
尺　　　　　　　九

九
人　　
　　
　
一九
】ｒ
　　　　　　　一四一釈　　　　　　　一六
双六

一
本
沿

妖
　
　
一琶

　

　

　

　

一交

　

　

　

一皇

　

　

　

一〈；
・
　

　

盗

　

　

一三
．

竹
力
　
一
一
齢班
空琢
　
　
　
　
二
七
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三入
　
　
　
　
　
　
　
一二
入　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
　
　
　
　
一一五
、六
　
　
　
　
　
一四
↓二　
　
　
　
　
　
一五
、六

此
の
表
に
就
て
見
る
に
本
古
墳
外
見
上
の
特
色
は
前
方
部
比
較
的
長
く
し
て
且
つ
低
ぐ
其
の
顕
部
Ｅ
前
方
部
が
高
さ
に
於
て
大

差
な
き
に
あ
う
。

一
見
有
柄
鏡
に
類
似
せ
♭
。
即
ち
前
方
後
同
式
古
墳
に
於
て
前
方
部
の
著
し
ぐ
退
化
若
く
は
強
違
せ
ぎ
る
形

状
を
こ
れ
る
こ
と
是
か
う
。
此
の
種
の
古
墳
を
地
方
名
柄
鏡
壕
ご
稀
す
。
第
二
国
は
環
を
西
南
の
方
向
よ
う
撮
影
せ
る
も
の
、

以
て
業
の
状
を
見
る
べ
し
ｏ

吉
墳
の
現
状
は
叢
樹
を
以
て
被
ひ
た
る
も
嘗
て
は
喬
松
の
生
ひ
立
ち
し
こ
こ
あ
る
も
の
よ
女‐‐
ぐ
今
措
ほ
其
の
断
幹
の
株
を
選
せ

ｂ
。
後
回
部
の
頂
上
は
不
か
う
、
現
今
散
飢
甚
し
て
し
て
原
状
を
見
る
こ
こ
難
き
も
古
墳
を
葺
く
に
礫
石
を
以
て
せ
る
形
蹟
敏

着
に
し
て
、今
表
土
下
約

一
尺
に
其
の
遺
存
せ
る
を
認
む
。
但
し
後
固
部
の
頂
上
に
は
殆
ん
ご
残
存
せ

，
ｏ
其
中
央
に
補
大
か
る

石
（径

一
尺
五
寸
ど
一個
の

一
鹿
に
遺
存
せ
る
は
嘗
て
た
の
家
の
頂
上
に
小
祠
の
建
て
ら
れ
し
こ
と
あ
う
し
か
ど
認
め
た
う
。
比

の
音
墳
ビ
形
状
を
同
じ
く
し
且
つ
隣
接
せ
る
第
三
琥
古
壌
に
於
て
大
正
二
年
鳥
居
龍
歳
氏
調
査
の
際
後
固
部
の
上
方
に
経
筒
を

埋
め
て
経
塚
を
轡
め
る
事
を
警
見
せ
る
例
あ
♭
ｏ
壕
の

一
部
に
後
世
小
洞
其
他
を
皆
め
る
を
知
ら
る
ｏ

第
二
章

内

典

一
。

前 部
方

‐

部  
の

の 結

調 造
査



此
の
壕
は
前
通
の
如
ぐ
其
の
前
方
部
姫
壕
激

一
本
継
妖
に
比
し
て
著
し
く
退
化
若
く
は
稜
逹
せ
ざ
る
も
の
か
る
を
以
て
番
人
は

前
方
部
に
於
て
は
何
等
遺
物
の
存
せ
ぎ
る
べ
き
を
豫
想
せ
し
が
先
づ
十
二
間
の
漿
を
深
さ
六
尺
乃
至
入
尺
ま
で
穿
ち
調
査
せ
し

に
何
等
の
遺
物
か
く
土
嬢
ド
も
愛
異
を
認
め
ざ
う
き
。
た
い
其
の
北
端
に
於
て
砂
礫
を
交
ふ
る
土
嬢
あ
り
し
よ
ヽ
夏
に
此
方
面

に
十
字
形
に
約

一
坪
の
竣
を
作
う
深
さ
六
尺
乃
至
八
尺
に
達
せ
し
も
是
れ
亦
何
等
の
外
見
か
か
う
し
を
以
て
此
の
部
分
に
は
埋

戒
せ
し
こ
こ
無
き
も
の
こ
認
定
せ
う
。

英
二
。

後

国

部

の

購

造

後
園
都
に
於
て
は
南
北
の
中
央
線
（比
の
中
央
線
は
正
南
よ
う
十
度
西
に
偏
せ
う
）よ
う
西
に
偏
し
て
比
の
線
ビ
四
十
四
度
の
角

度
を
か
し
て
東
南
よ
う
西
北
に
亘
う
椰
を
稜
見
せ
う
（第

一
国
参
照
）初
め
径

一
尺
計
う
の
石
敷
梱
を
封
土
中
に
認
め
て
之
に
滑

ひ
て
番
掘
せ
し
に
此
等
の
石
を
用
ひ
て
構
成
せ
る
高
三
尺
五
寸
、
長
二
十
六
尺
、
底
部
の
幅
九
尺
乃
至
十
尺
の
伏
筒
形
の
石
築

物
を
露
出
す
る
に
至
れ
る
に
て
是
れ
本
古
墳
の
主
腱
か
う
。
之
を
絞
せ
し
に
此
の
石
築
物
の
頂
部
は
縦
に
長
ぐ
窪
み
居
う
し
を

以
て
其
の
内
部
に
構
郡
を
包
容
せ
し
も
の
是
が
唐
朽
ご
共
に
其
の
上
部
に
首
る
部
分
の
墜
落
せ
し
も
の
な
る
を
推
知
し
た
う
。

依
つ
て
実
の
前
の
端
（東
南
端
即
ち
壕
の
前
方
部
に
首
る
方
向
）よ
う
五
尺
六
寸
の
甜
よ
う
約
二
尺
を
横
蔵
し
其
の
内
部
を
検
せ

し
に
第
四
国
の
横
断
面
岡
の
如
ぐ
土
床
の
上
に
砂
利
を
敷
き
恐
ぐ
ば
本
棺
に
牧
め
て
遺
外
遺
物
を
安
置
し
粘
上
を
以
て
之
を
包

萩
し
夏
に
共
の
外
部
を
第
五
、
第
六
面
国
に
示
す
が
如
き
二
重
若
く
は
三
董
に
石
を
置
き
て
之
を
擁
色
せ
し
も
の
か
る
こ
ど
を

知
れ
う
。
今
調
査
の
結
果
に
依
ヶ
其
の
構
造
の
順
序
及
形
状
を
按
す
る
に
如
オ
。

一
、
土
娘
の
作
成

不
地
よ
う
頂
上
表
面
に
至
る
ま
で
高
約
二
十
六
に
（現
状
に
し
て
，
土
媒
他
に
移
去
の
形
逃
あ
う
）の
後
回
部
の
中
央
よ
う
右
に

大
五



エハ
六

偏
し
た
る
部
分
に
於
て
表
土
下
其
０
前
方
に
於
て
は
約
十
尺
六
寸
後
方
に
於
て
は
入
尺
七
寸
の
傾
斜
せ
る

一
不
面
を
作
う
、
此

面
上
に
長
さ
二
十
五
尺
乃
至
二
十
六
尺
丁
幅
約
七
尺
上
幅
約
四
尺
、
高
約

一
尺
二
寸
の
上
壇
を
設
ぐ

（第
七
国
参
照
）
是
れ
は

共
の
前
方
（東
南
塚
の
前
方
部
に
向
ム
）
ど
後
方
と
高
さ
に
於
て
後
着
が
前
者
よ
う
約
二
尺
高
く
、
ま
乾
北
よ
う
西
に
三
十
度
傾

き
た
る
方
向
に
作
た
う
。

ゝ
土
壇
面
に
礫
石
を
葺
ぐ
こ
と
。

に
此
の
土
壇
の
表
面
に
径

一
寸
力
至
二
寸
の
礫
石
を
整
列
密
植
し
た
る
長
二
十
三
尺
八
寸
幅

一
尺
五
寸
の
面
を
作
う
、
表
面

残
部
ど
四
周
の
側
面
に
は
四
寸
乃
至
五
寸
径
の
川
石
を
賜
て
葺
き
其
の
崩
壊
を
備
防
す
。
ハ第
四
凰
参
照
）

、
構
を
置
ぐ
こ
と
。

に
此
の
小
礫
石
面
に
高

一
尺
内
外
の
長
方
形
か
る
構
を
安
置
し
其
の
四
周
の
下
牛
を
四
寸
乃
至
五
寸
の
石
を
列
し
て
之
を
徹

今ソ
Ｏ

、
結
土
郡
を
作
る
こ
こ
ｏ

に
石
を
以
て
葺
き
た
る
土
壇
及
其
の
上
に
安
置
せ
ら
れ
た
る
構
を
併
せ
て
厚
さ
三
寸
乃
至
九
寸
許
う
に
粘
土
を
以
て
四
側
及

部
を
包
擁
し
て
粘
土
の
ナ
マ
ヨ
形
の
も
の
を
作
る
。

．
堆
石
を
以
て
徹
擁
す
。

に
比
の
粘
土
柳
を

一
尺
内
外
の
河
石
を
以
て
二
重
乃
至
三
重
に
破
擁
し
て
樹
あ
構
造
を
完
成
す
ｏ
ハ警
一■
四
、五
、エハ団
参
照
）

■
堆
石
外
の
築
造
物

此
の
堆
石
の
向
つ
て
右
に
治
ひ
其
の
前
方
よ
う
十
六
尺
ど
十
九
尺
の
間
に
営
う

（墳
の
後
回
部
の
中
心
よ
う
駿
々
後
部
に
あ
る

や
の
成
あ
う
〉
墳
の
表
面
よ
約
♭
七
尺
五
寸
の
位
置
を
其
の
上
面
こ
し
数
佃
の
石
を
列
し
て
横
四
尺
二
寸
縦
二
尺
八
寸
の
構
造

(六)次 (五)_と 既 (四)擁 次 (三)の 久 (工 )



物
を
作
れ
う
（第
八
国
参
照
）其
の
上
下
夙
四
回
に
於
て
何
等
の
遺
物
を
強
見
す
る
所
な
か
う
き
。

ｔ
、
封
土
を
加
ム
ｏ

上
記
石
堆
上
に
封
土
を
加

へ
礫
石
を
葺
け
♭
。

典
三
。　
熊
及
遺
物
の
醜
列
に
就
て

構
は
腐
朽
し
て
形
逃
か
ぐ
埋
葬
の
選
骸
ま
た
骨
片
を
も
止
め

，
ｏ
徒
つ
て
構
の
如
き
其
の
構
造
の
詳
細
を
知
る
能
は
ざ
る
も
之

を
構
坐
ご
思
惟
せ
ら
る
ゝ
牒
面
に
依
り
て
推
定
す
る
に
恐
く
は
本
製
に
し
て
長
さ
二
十
三
尺
餘
幅

一
尺
五
寸
高
さ

一
尺
閑
外
の

長
方
形
の
も
の
か
う
し
が
如
し
。
而
し
て
構
内
に
は
全
部
に
亘
う
て
薄
ぐ
朱
の
配
布
さ
れ
あ
り
し
こ
こ
は
礫
面
上
に
遺
存
し
た

る
遺
物
ご
礫
石
面
が
全
部
未
を
助
て
厚
ぐ
染
よ
り
居
る
に
て
知
る
べ
し
。
内
部
に
於
け
る
遺
物
の
配
列
は
第
十
回
に
示
す
が
如

て
槽
の
前
端
よ
り
約
十
二
尺
乃
至
十
五
尺
五
寸
の
間
に
多
数
の
攻
璃
製
小
玉
再
硬
玉
製
句
玉
れ出
雲
石
製
管
玉
あ
う
十
五
尺
九
寸

の
位
置
を
中
心
ざ
し
て
一
面
の
漠
式
鏡
が
背
面
を
上
に
し
て
本
片
に
挟
ま
い
て
存
し
、
十
七
尺
よ
う
二
十
二
三
尺
に
至
る
五
六

尺
の
間
に
は
有
機
物
の
土
化
せ
る
ら
し
き
も
の
を
警
見
せ
る
に
依
れ
ば
、
此
の
間
に
は
何
等
か
有
機
質
の
も
の
或
せ
跡
れ
し
か

る
可
く
、
一
一十

一
尺
二
十
二
尺
間
の
地
鮒
に
長

一
尺

一
寸
三
分
の
鐵
の
剣
の
如
き
供
損
物
め
♭
其
先
に
一
日
の
刀
子
を
置
け
ｂ
ｏ

節
三
葦

唆

見

の

遺

物

上
述
の
如
き
配
置
に
て
凌
見
せ
ら
れ
た
る
本
古
墳
の
副
葬
品
を
列
寒
す
れ
ば
次
の
如
し
。

一
、
銅

　

鋭

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

登

　

面

二
、
木

　

片
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　

片

，

三
、
勾
　
　
玉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一　
　
個

六
七



六
八

四
，
管
　
　
玉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
餘
栖

五
、
小
　
　
玉
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
数
十
佃

六
．
鐵

刀

子

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
　

日

七
．
鐵
剣
残
鉄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
片

入
、
未

今
其
の
主
要
か
る
も
の
に
就
て
其
の
形
状
様
式
を
記
し
て
本
音
墳
の
年
代
及
性
質
研
究
の
資
に
供
せ
ん
ど
す
。

中
、
銅

　

鏡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

径
七
寸
三
分
五
厘
縁
高
三
分
三
厘
、
重
量
二
百
四
十
五
匁
め
，
。
鏡
面
に
一
分
の
反
を
有
す
。
今
青
銅
色
を
塁
せ
♭
ｏ
鏡
背
の

文
様
は
第
十

一
回
の
痛
員
に
示
す
が
如
く
、
大
か
る
銀
を
撓
う
て
内
区
六
個
の
素
乳
の
間
に
粗
線
式
の
三
耐
三
獣
を
交
互
に
配

し
鋸
歯
紋
杵
に
次
げ
る

一
配
に
は
十
素
乳
の
間
に
雙
魚
飛
含
、
獣
形
■
虫
魚
等
の

一
種
の
獣
韓
を
現
す
。
之
よ
う
櫛
歯
紋
、
鋸

歯
紋
．
複
線
波
紋
、
鋸
歯
紋
の
四
帯
を
置
き
て
縁
と
か
れ
う
ｏ
比
の
文
様
に
就
き
て
其
の
様
式
を
窺
ム
に
耐
獣
の
形
式
は
魏
晋

の
式
を
樽

へ
た
る
も
の
こ
認
む
べ
き
が
、
ウ」
扶
に
注
意
す
べ
き
は
英
の
内
匝
を
続
う
て
存
す
る
獣
幣
に
し
て
、
表
は
せ
る
所
は
ま

さ
に
古
く
、
ば
び
る
ん
に
雄
行
せ
る
麟
釣
ぃ高

か
る
に
あ
う
。
西
域
こ
の
交
通
開
け
て
此
の
特
殊
の
文
様
を
魏
晋
の
鏡
背
に
見
る

は
頗
る
興
味
を
意
ぐ
事
賃
か
う
。

此
の
種
の
鏡
は
山
城
國
再
野
野
川
岡
村
、大
和
國
北
高
城
郡
河
合
紺
佐
味
田
賢
塚
、尾
張
國
束
春
日
井
郡
不
二
村
、
丹
波
國
水
上

郡
石
生
村
、
讃
岐
國
香
川
郡
整
打
村
、
肥
前
國
東
松
浦
郡
谷
中
村
等
療
ぐ
本
邦
各
地
の
吉
墳
よ
う
出
土
す
る
も
の
か
う
。
中
に

就
て
第
十
三
圃
の
尾
張
國
不
二
村
稜
見
の

一
面
は
最
も
精
巧
み
ち
も
の
に
磨
し
、
支
那
よ
う
痛
本
せ
る
も
の
た
る
を
思
は
じ
む

る
も
、
本
市
墳
警
見
の
此
の
鏡
は
第
十
四
国
に
示
す
富
岡
謙
威
氏
所
歳
の
鏡

（出
所
不
詳
か
る
も
恐
ら
ぐ
大
和
、
河
内
の
音
墳



よ
う
出
土
せ
る
も
の
な
る
べ
し
）
ど
共
に
文
様
に
生
気
を
供
ぎ
製
作
粗
雑
ご
か
れ
る
所
あ
る
の
み
か
銹
ず
、
鏡
背
の

一
部
分
に

型
の
破
損
を
接
合
せ
♭
ご
思
は
る
よ
線
の
辺
の
現
れ
た
る
あ
う
。
是
等
よ
う
推
せ
ば
恐
ら
ぐ
上
碁
の
不
二
村
出
上
の
如
き
支
那

腸
本
品
に
依
う
て
古
く
我
が
鏡
作
部
に
て
製
作
し
た
る
も
の
み
る
べ
し
。

垂
、
木
　
　
片

上
通
の
鏡
の
上
下
に
存
し
た
る
か
，
。
其
の

一
は
長
七
寸
七
分
、
幅
三
寸
．
厚

一
寸
三
分
あ
う
。
鏡
の
上
部
に
あ
り
し
も
の
に

て
其
の

一
面
に
紐
、
乳
等
の
接
し
た
る
凹
所
を
存
す
。
二
は
之
よ
う
も
小
さ
ぐ
長
さ
は
最
も
大
か
る
部
分
に
て
五
寸
九
分
■
幅

は
二
寸
厚
三
分
乃
至
五
分
み
♭
、
前
者
が
直
の
不
面
か
る
に
反
し
補
内
側
に
彎
曲
せ
る
を
見
る
（第
十
五
周
参
照
お

警
掘
に
際

し
此
の
木
片
ご
鏡
こ
の
間
に
朱
の
附
着
す
る
も
の
か
か
う
し
よ
り
推
せ
ば
是
伸
必
す
鏡
匠
か
う
し
か
ら
ん
か
。
但
し
鏡
匝
ご
し

て
は
益
に
富
る
部
分
の
厚
さ
補
々
大
に
失
す
る
や
の
成
あ
う
。
木
質
は
ぼ
材
か
る
が
如
し
。
　
　
　
　
　
　
　
‘

豆
、
勾
　
　
玉

第
十
六
周
の
窮
員
に
示
す
が
如
し
Ｐ
一佃
共
に
線
色
透
明
の
硬
玉
製
に
し
て
俗
に
翡
黍
ご
稀
し
，古
墳
に
於
て
も
比
較
的
出
土
の

少
か
き
優
秀
品
な
い
ｏ
大
か
る
は
長

一
寸
三
分
五
厘
め
う
。
頭
部
に
玉
條
の
切
う
目
を
有
し
、
表
面
分
解
し
て

一
部
分
稿
白
色

を
塁
す
。
他
は
長

一
寸

一
分
に
し
て
こ
れ
亦
刷
じ
ぐ
頭
蔀
に
三
條
の
刻
線
あ
り
、
俗
に
Ｔ
子
形
こ
云
ム
種
類
に
層
せ
う
ｏ

圏
Ｌ
管
　
　
玉

其
の
歎
四
十
餘
佃
め
ｂ
。
何
れ
も
碧
玉
即
ち
出
雲
石
製
に
し
て
、
小
形
か
う
ｏ
最
も
大
形
の
も
の
に
て
長
四
分
径

一
分
五
厘
を

出
で
す
）
小
か
る
は
長
三
分
径

一
分
に
浦
た

，
　
穴
は
何
れ
も
巧
に
中
央
線
を
其
直
に
貫
通
せ
ｂ
ｏ
比
の
種
の
管
玉
は
其
の
製

作
普
通
の
大
形
品
に
比
し
て
困
難
か
れ
ば
、
高
貴
か
る
墳
嘉
に
磯
見
せ
ら
る
よ
を
常
と
す
。

盟
、
小
　
　
玉

六
九



七
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硲
子
製
の
み
に
て
他
の
種
類
の
玉
を
混
さ
す
。
色
ば
濃
青
色
を
塁
し
美
麗
か
う
ｏ
比
の
攻
璃
玉
は
土
器
類
の
全
ぐ
存
せ
ぎ

り
し

本
音
墳
に
於
て
は
鏡
這
共
に
墳
墓
警
造
の
年
代
を
推
定
す
る
準
候
の

一
ご
な
る
も
の
か
う
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

六
、
刀
　
　
子

鐵
製
に
し
て
破
陣
せ
る
が
接
合
し
て
長
二
寸
入
分
の

一
日
を
得
べ
し
ｏ
普
通
に
見
る
形
式
か

，
ｏ

第
園
葦

第

二
琥

吉
竣

の
性
餐

第
二
琥
古
墳
は
既
に
調
査
せ
る
第
十
一
競
古
壌
第
二
十
一
銑
吉
墳
ご
比
較
す
る
時
は
所
冤
上
頗
る
有
粂
の
資
料
え
る
も
の
な
う

其
の
封
土
の
外
形
及
び
位
置
よ
う
読
け
ば
第
二
十

一
銑
墳
は
第
二
競
墳
ビ
第
十
一
競
墳
ご
の
間
に
あ
う
て
審
し
ぐ
第
二
批
墳
に

一
類
似
す
る
も
の
か
る
が
、其
の
内
部
の
構
造
に
於
て
も
亦
此
の
開
係
を
保
て
う
ｏ
其
の
外
形
の
こ
こ
は
前
章
鋭
に
比
較
表
を
以

て
示
し
た
れ
ば
今
内
部
の
構
造
に
就
て
述
べ
ん
に
、
後
園
部
に
粘
土
柳
の
存
在
せ
し
事
は
第
二
競
墳
第
二
十

一
琥
墳
ど
殆
ご
同

に
し
て
特
に
注
意
す
べ
き
は
爾
墳
共
に
実
の
榔
の
上
方
の
封
土
内
に
数
佃
の
川
石
を
以
て
梼
成
せ
る
意
義
不
明
の
一
小
石
築
物

の
存
在
せ
し
こ
ど
是
れ
か
り
ｏ
第
二
十

一
琥
墳
に
は
結
土

ヽ
を
擁
護
す
る
堆
石
う
か
う
し
ご
難
実
の
前
方
部
に
は
別
に
方
形
の

粘
土
棒
あ
う
其
の
上
方
に
形
式
的
に
列
石
面
を
作
う
で
之
を
擁
護
す
る
の
形
を
な
し
、
之
が
陪
塚
ご
認
む
べ
き
第
二
十
五
銑
墳

に
も
構
棘
の
上
方
を
列
石
の
ワ
て
擁
護
せ
し
も
の
あ
う
し
も
、
第
十

一
琥
墳
に
至
う
て
は
全
然
之
を
有
せ
ざ
う
き
。

第
二
競
墳
に
は
後
周
部
に
一
郡
の
存
在
す
る
の
み
な
う
し
に
第
二
十

一
競
壌
は
粘
土
穂
の
外
に
薬
の
上
方
に
別
に
礫
石
を
シ
て

構
成
せ
る
撤
坐
あ
う
。
第
二
院
墳
の
前
方
部
に
は
何
等
遺
物
の
存
在
す
る
こ
こ
か
ぐ
来
襲
の
存
在
せ
し
こ
だ
も
認
む
る
能
は
ぎ

う
し
ご
雖
第
二
十

一
琥
墳
に
は
明
に
前
方
部
に
も
埋
葬
せ
し
跡
あ
う
。
第
十

一
琥
墳
に
は
埋
葬
の
事
賀
は
不
明
か
れ
ご
遺
物
存

在
せ
う
ｏ
但
し
此
前
方
部
に
埋
葬
す
る
こ
せ
ざ
る
と
は
其
の
墓
主
の
親
族
関
係
者
の
有
無
或
、
は
埋
葬
時
の
事
情
に
よ
う
て
異



同
あ
る
べ
き
を
以
て
古
墳
の
研
究
上
童
き
を
置
ぐ
に
足
ら
ぎ
る
も
の
か
る
可
し
ｏ

第
十

一
琥
墳
に
は
全
ぐ
粘
土
椰
を
有
せ
ぎ
る
こ
こ
は
第
二
院
及
第
二
十

一
院
雨
墳
ご
重
大
か
る
相
違
と
し
て
考
へ
ぎ
る
べ
か
ら

，
．
其
の
遺
物
に
至
う
て
も
三
墳
の
間
に
は
著
し
き
相
違
め
♭
。
第
十

一
琥
壌
に
は
数
多
の
上
器
ビ
鐵
剣
鐵
鉱
等
及
勾
玉
管
玉

小
玉
を
遺
存
し
、
第
二
十

一
競
墳
は
郡
外
に
唯

一
個
の
上
器
ご
櫛
ぬ
に
鏡
及
剣
こ
を
存
在
し
第
二
琥
墳
に
至
う
て
は
上
述
の
如

ぐ
第
十

一
琥
墳
の
も
の
ど
は
比
較
す
べ
か
ら
ぎ
る
ま
で
慶
秀
か
る
句
玉
管
玉
及
小
玉
ご
鏡
英
他
貧
蒻
か
る
剣
片
■
刀
子
ど
を
埋

威
し
土
器
に
至
う
て
は

一
価
を
も
存
在
せ
ぎ
う
し
か
♭
ｏ
之
を
三
墳
の
間
に
進
化
の
順
序
あ
う
ど
す
る
も
考
古
學
今
日
の
進
歩

の
程
度
に
於
て
選
物
に
よ
う
て
其
の
築
造
の
前
後
を
例
す
る
事
蓉
易
か
ら
ぎ
る
が
故
、主
ご
し
て
榔
め
構
造
に
依
ら
ん
か
、先
づ

第
十

一
琥
墳
よ
う
第
二
十

一
競
古
墳
の
如
き
も
の
に
進
み
更
に
第
二
競
壌
に
稜
達
し
衛
進
み
て
は
堆
石
に
代
ふ
る
石
室
を
機
造

す
る
に
至
る
も
の
こ
も
解
し
得
べ
く
、
或
は
之
ピ
反
当
に
第
二
琥
類
の
力
く
堆
石
を
以
て
柳
を
擁
護
す
る
も
の
よ
う
第
二
十

一

院
墳
の
女‐‐
ぐ
其
の
堆
石
を
鋏
ぎ
若
ぐ
は
形
式
的
に
の
み
之
を
列
す
る
に
止
竣
る
に
至
う
、
夏
に
進
で
鈍
十

一
琥
古
壊
の
如
ぐ
全

く
堆
石
を
鋏
ぐ
の
み
か
ら

，
結
土
簿
を
も
鋏
ぐ
に
至
れ
る
も
の
と
も
解
す
る
こ
ど
を
得
べ
し
ｏ
此
の
場
合
に
於
て
は
第
二
銑
竣

は
新
羅
上
代
古
壌
の
如
く
構
柳
の
周
国
に
数
多
の
堆
石
を
有
す
る
も
の
よ
う
し
て
贅
達
せ
し
も
の
ご
解
す
べ
ぐ
或
は
石
室
セ
有

す
る
も
の
ゝ
略
式
こ
か
う
し
も
の
と
も
解
す
る
と
を
得
べ
し
。
若
し
第
十

一
銑
墳
の
如
き
も
の
よ
う
石
室
を
有
せ
る
も
の
に
移

ｂ
し
ご
す
れ
ば
是
れ
進
化
に
あ
ら
す
し
て
他
の
原
因
よ
け
本
う
し
其
の
間
に
連
絡
か
き
愛
化
か
う
ご
か
さ
ぃ
る
べ
か
ら

，
ｏ
然

う
而
し
て
前
記
三
墳
の
間
に
進
化
の
関
係
あ
♭
ご
す
る
も
或
は

一
地
方
に
の
み
起
う
た
る
こ
ご
か
る
や
も
計
ら
れ
ぎ
る
を
以
て

こ
の
事
質
を
用
ひ
て
直
ち
に
日
本
全
鰐
の
吉
墳
を
律
せ
ん
ど
す
る
は
不
可
か
う
。
但
し
之
を
廣
く
日
本
語
地
方
朝
鮮
牛
島
の
例

に
よ
り
て
見
る
に
石
室
を
有
す
る
吉
域
の
後
代
に
築
造
さ
れ
た
る
も
の
多
き
は
事
賃
か
う
ど
難
，
か
よ
る
風
留
は

一
た
び
康
絶

せ
し
も
の
よ
自
然
に
復
興
し
、
或
は
外
本
の
影
響
に
依
う
更
に
康
縄
し
た
る
も
の
ご
同

一
の
風
留
を
新
興
す
る
こ
こ
あ
う
。
又

七

一



七
こ

種
々
の
事
情
に
依
♭
て
時
庭
の
異
同
に
論
か
ぐ
構
造
を
異
に
す
る
こ
と
も
あ
う
た
る
か
る
べ
し
。
姦
に
至
う
て
は
異
同
を
律
す

る
に
時
代
の
相
異
を
以
て
す
べ
か
ら

，
ｏ
単
に
進
化
を
以
て
読
明
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
か
う
と
す
ｏ
考
古
學
は
或
る
意
味
に
於
て

過
去
の
上
俗
學
問
ゴ
ｇ
∽
】Ｓ
〕要
か
う
ｏ
而
し
て
比
の
意
味
に
於
て
は
之
を
記
述
す
る
こ
と
を
得
べ
し
ｏ
之
を
論
断
せ
ん
ビ
せ
ば

一
事

資
に
律
ふ
他
の
事
賃
を
も
廣
ぐ
考
察
せ
る
上
か
ら
ぎ
る
べ
か
ら
ず
ｏ
此
の
事
は
考
古
學
現
今
の
進
歩
の
程
度
に
於
て
は
未
だ
四

難
か
う
。
徒
つ
て
本
音
墳
の
性
質
の
如
き
も
今
日
に
於
て
正
確
に
之
を
知
２
ん
こ
と
は
不
可
能
う
う
ご
云
は
ぎ
る
べ
か
ら
す
。
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